
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑦






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　七月もそろそろ半なかばを過ぎ、今年もいよいよ夏真っ盛りである。

　梅雨つゆ明け宣言も間ま近ぢかな今日この頃、天高く空は澄み、もくもくとわき上がる入道雲は成層圏の果てまで突き抜けんばかりに伸び、南の高気圧を味方につけた太陽は遠慮の二文字を知らぬまま、地上のすべてを焦こがさんと激しく照りつける。

　長年の雌し伏ふくから目覚めたセミたちが高らかとがなりたて、アスファルトには長く陽炎かげろうが横たわり、そよ風が流れるたびに風鈴が雅みやびな音を奏でる──

　そう。

　夏、である。

　誰もが心沸わき躍おどり、生命の炎が高く激しく刹せつ那なの間に燃え上がる、もっとも輝かしい季節。

　四季を通じてもっとも派手で、開放的で、何かが起こりそうな予感に満ちた、夢と希望にあふれる美しさを極きわめた時間。

「いやあ。いい季節だねえ」

　聖リリアナ学園学生寮、食堂にて。

　僕は朝食に舌した鼓つづみを打ちながら、しみじみと感想を口にした。

「この季節はあれだよね、何もかもがギラギラしてるよね。太陽も雲もそうだし、海も山もそうだし、何より人間もさ。なんというか、暑くてだるいのは確かなんだけどさ、心の底からこう、『やってやるぜ！』的な気分が湧いてくるっていうか。ね、みんなもそう思わない？」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、会長さん、そしてありさ。

　五人五様の沈黙でもって、僕の発言は報いられる。

　お化け騒動から一夜明けた朝、ありさが一糸まとわぬ姿で僕の布団の中に潜り込んでいた件の、翌日のことである。

「それに食べ物もおいしい季節だよね夏って。たとえばこの、オクラのおひたしなんかは最高だね。ダシが利きいてる上によく冷えててさ。ねえ秋子？」

「…………
 」

　話を振ってはみるものの、妹はツンとした表情のまま、食事を口に運ぶ作業に集中している。僕の問いかけに答えてくれる気配もなければ、こちらに視線を向けてくれる様子さえない。

「──ええと、そう、そうだ。オクラだけじゃなくて、このキュウリのお漬け物。これなんかもめちゃくちゃおいしいと思うな。浸つかり具合がちょうどいいし、塩加減も僕好みで。ね、那須原さんもそう思うでしょ？」

「…………
 」

　今度は生徒会副会長に話題を向けてみたものの、反応は秋子と似たり寄ったり──いやちがうか。ひたすら黙々と箸はしを進め、そもそも僕の存在など目に入ってないかのように振る舞っているあたりは、秋子よりもさらに扱いに困るな。

「──ええと、ええと。ああそう、何よりも今日はこの、アジの塩焼きが素晴らしいよね。ぜんぜん臭みがなくて、脂あぶらの乗りがひたすらよくて、身がとろけるように甘くて。これってたぶん、今朝水みず揚あげされたばかりのアジだよね。たぶん、銀兵衛が知り合いの魚屋さんに頼んで特別に譲ゆずってもらったとか、そういうアジなんじゃないかと思うんだけど。どうなの銀ぎん兵べ衛え？」

「…………
 」

　めげずに話しかけてみるものの、親友の反応もやはり芳かんばしくない。ともすれば何かの愛玩動物みたいに愛らしい容姿の彼女が沈黙を決め込むと、何だか妙な迫力があって、ちょっと引いてしまうというかビビってしまうというか。

「あ、あのっ」

　その時、この空気を破ろうとする健けな気げな声がひとつ。

「ごめんなさい、ありさのせいで、こんな──みなさんの気分を害してしまったことは、本当に申し訳なく思っていますし、何度でも謝ります。なので、にいさまのことを、許してあげてください。そもそも今回のことはぜんぶ、ありさの責任で──」

「あら。ありさちゃんは何も悪くないんですよ？」

　ありさの声を遮って、秋あき子こが言う。

　それも先ほど僕に向けた態度とは打って変わった、慈愛に満ちた表情で、

「子供のころに変なクセを引きずってしまうのは、誰しも経験があることです。おしゃぶりから手を離せなかったり、おねしょがいつまでも治らなかったり……寝ている間に着ている服を脱いでしまうのも、決してない話ではありません。だからありさちゃんは、なーんにも悪くないんです」

「姫ひめの小路こうじさんの言う通りよ」

　さらには那な須す原はらさんがめずらしく秋子の肩を持って、

「ありささん、あなたは何も気にすることはないの。誰だって過あやまちは犯すものだし、あなたのように若い女の子とあればなおさらな話であって、それをいちいち糾きゆう弾だんするのはあまりにも寛容の精神に欠けるというものだわ。そもそも誰かさんが、あらかじめあなたのクセに関する情報を伝えておいてくれれば、何とでも対処のしようがあったことなのだから。ねえ、そう思うわよねぎんぎん？」

「ああ。まったくもって君の言うとおりさ」

　しまいには、銀兵衛までもが厳おごそかな顔と声で、

「ありさくんは無罪放免、お咎とがめなし。その沙さ汰たはすでに今朝の時点で確定している。だから安心して今後の生活を送ってくれたまえ。まあもっとも、君がこれ以上秋あき人との肩を持つというなら、いささか話が変わってくるかもしれないが……ね？」

「は、はうう……」

「ま、諦あきらめるんだな鷹たかノの宮みやありさ」

　と、慰なぐさめるように言ったのは、我われ関かんせずを決め込んで成り行きを見守っていた生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしさんで、

「あいつら三人とも、どうにもすっかりへそを曲げちまってるからな。お前さんが素すっ裸ぱだかで姫ひめの小路こうじ秋あき人との布団に潜り込んでいた件は、お前さんが子供だからってことと、昔から脱ぎグセがあるってことで納得はしたみたいだが、それでも腹の虫が収まらねえんだろうさ。姫小路秋人が実はロリコンで、あたしらの目を盗んでにゃんにゃんしてた、っていう誤解は、解とけたとしても簡単には水に流せねえ、ってことなんだろうよ」

　そう。

　それでいま現在、僕は盛大にとばっちりを受けてるところなのである。

　大変にご機き嫌げんななめな秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えの三人は、僕に冷たく当たること、あたかもキリストを裏切ったユダを扱うがごとしであり、何を言っても、どんなフォローをしても、まるで耳を貸してくれないのであった。

「あうう、ありさのせいで……ごめんなさい、秋人にいさま」

「あはは……いや、だいじょうぶ。ありさは気にしないでいいんだよ。みんなもそう言ってるわけだしさ」

「あの、会長ねえさま」

　ありさは会長さんを縋すがるような目で見て、

「お願いします。会長ねえさまの力で、なんとか皆さんを説得していただけませんか？　このままではにいさまが可哀かわい想そうです」

「いやー。あたしもそうしてやりたいのは山々なんだけどな？」

　頭をぽりぽり掻かきながら、

「ここであたしが下手に口出しても、どうせ逆効果にしかならんわな。ほとぼりが冷めるまで様子見に徹てつするのが吉ってもんよ」

「うう、そんなあ……」

「まあしょうがねえよ、こいつらはあたしほどには寛容にできてねえんだから。むしろあたしなんかは逆だもんな、もしもお前さんが、あたしを出し抜いて姫小路秋人とにゃんにゃんしてたのなら、お前さんに対する評価がうなぎ登りになるところだもんな。若いくせにやるじゃねえか！　ってなもんでよ」

「ううう……ぐすっ」

「……ま、それでも一応は言ってみるかね」

　涙ぐむありさにほだされたのか、会長さんは怒りの三人組を見渡して、

「なあお前さんたち。姫小路秋人と鷹たかノの宮みやありさがデキちゃった、って勘違いしてトサカにきて、だけどそれが単なる誤解でしたー、ってことで落ち着いちまって、結果として振り上げた拳こぶしの持っていき場がない、っていうやりきれない気持ちも分かるけどよ。ぶっちゃけそれって、単なる八つ当たりだろ？　脱ぎグセのことを忘れてたのだって大した過失でもねえんだし、ぼちぼち勘かん弁べんしてやれや。な？」

「おっしゃってる意味が分かりませんね」

　やけ食いってことなのか、秋あき子こは四杯目のごはんをおかわりしながら、

「勘弁してやるも何も、わたしはそもそも怒ってなんかいません。たまたま持病の頭痛がひどいものだから、ムスッとした顔になっちゃうし、無口にもなっちゃうだけです。ねえ、そうですよね那な須す原はらさん？」

「ええそうね、その通りだわ。わたくしは単に、持病のシャクがきついものだから、たまたまあっきーの発言を無視するような形になってしまっただけであって、別に他意はないのよ。ええ本当よ」

「僕も右に同じだね。僕も今日はほんのたまたま、持病の虫歯が痛むものでね。ついつい言葉がとげとげしくなってしまう向きがあるかもしれないけど、あくまでもそれは不ふ可か抗こう力りよくというやつなのさ。妙に深読みされてしまうのは僕にとって非常に不ふ本ほん意いなことであると言わざるを得ないね」

「そんなことよりもみなさん」

　秋子が表情を明るくして手を叩たたき、

「わたしいいことを思いつきました。今日はせっかくのお休みですし、天気もいいことですし、どこかにお出かけしませんか？　それで何か、うんと楽しいことをしましょうよ」

「いいアイデアね。遊園地に行くのもいいし、映画館に行くのもいいし、ショッピングなどを楽しむのもアリじゃないかしら」

「ピクニックなんかも悪くないんじゃないかな。その場合は僕が腕によりをかけてお弁当を作ろうじゃないか」

「決まりですね！　じゃあさっそく準備して、お昼には出発できるようにしましょう。ありさちゃんと会長さんも、ご一緒しますよね？」

「あ、はい。そういうことでしたらぜひ、ありさも」

「んだな。気分を変えるためにも、ちょっくら出かけてみっか」

「あ。もちろん秋あき人とにいさまもご一緒に──」

「ありさちゃん」

　僕に話を向けようとしたありさを、秋子がぴしゃりとシャットアウト。

「勘違いをしてはいけません。これはいわゆる〝女子会〟というやつなんですから。今日の楽しい楽しい催もよおしに参加できるのは、あくまでも女の子だけなんです」

「その通りよ」

　とさらに那な須す原はらさんが、

「このイベントに参加できるのは清らかな乙女おとめだけ。わたくしたちがきゃっきゃウフフする場に、むさ苦しい男などお呼びではないわ」

「思えばこういう機会をなかなか設もうけることができなかったからね」

　そして銀ぎん兵べ衛えもまた追つい随ずいして、

「僕たちがこの学生寮で暮らし始めてから早数ヶ月。そのあいだ何かと忙しくてどこかへ出かける時間が取れず、ゆっくり親交を温める余裕もなかった。これをいい機会として、僕たちの親しん睦ぼくをいよいよ深めていこうじゃないか。ああもちろん、留守番役として誰かがひとり学生寮に残る必要があるだろうけどね？　何しろこの近所では物騒なことが続いているようだし、セキュリティの甘いこの建物にいつよからぬ者が入り込むか知れたものではないのだから。できれば女性ではなく、頼りになる男にその仕事を任せたいところなんだが……みんなはどう思うかな？」





　──そんなわけで、謹つつしんで僕が留守番役を引き受けることになった。

　だけでなく、大量にお弁当を作った後の台所の片付けや、学生寮の普段は使っていない部屋の清掃、ついでにみんなが帰ってくる前までに夕食の準備をしておくことまで任されてしまった。

　留守番をするだけであれば、そろそろ締しめ切りの近い小説の原稿に時間を割さく、という手もあったんだけど……これじゃあひたすら馬ば車しや馬うまのようにあくせく雑用をこなさなきゃいけなくなるわけで、僕としてはため息の一ダース分ぐらいはまとめて出てしまうというものである。

　会長さんがぼそりと「あいつら、頭の出来に比べて中身が子供なんだよなあ」とか言ってたけど、まったくもって僕も同意だ。有能を謳うたわれて生徒会に在籍しているにしては、秋あき子こも那須原さんも銀兵衛も、どうにもこうにも寛容の精神が足りないんじゃないかなあ、と僕は思う。

　まあでもいいか。

　あの分だとけっこう長いあいだ三人の不機き嫌げんは続きそうだけど、僕にも落ち度がある話。ここはひたすら〝忍〟の一文字を押し通して、雪解けの訪れを待つしかないだろうな、と諦あきらめるしかないのだった。






　　　　＊







　……とか思ってたその日の深夜。

　ピクニックから帰ってきてからも三人からネチネチいじられ、心身ともに疲れきった身体を布団に横たえて電気を消し、ようやくうとうとし始めたころ。

　部屋のドアを控ひかえめにノックする音が聞こえた。

「……んん？　誰？」

「お兄ちゃん。わたしです。秋あき子こです」

「んんん？」

　寝ぼけ眼まなこをこすりながら耳を疑う僕。

　昼の間、あれだけ僕に冷たく当たっていた妹が何の用だろう？　まだまだ文句が言い足りず、わざわざ部屋にまで乗り込んできたとか？

　内心おっかなびっくりしながらドアを開けると、秋子は恐縮した様子で、

「お休み中のところをすいません。少しお話、いいですか？」

「あ、ああ。うん。いいけど」

「ありがとうございます」

　と言って、何かを警戒するように廊下をきょろきょろ見回してから、部屋の中に滑り込んでくる。

「ふう。誰にも見つからずに済んだようですね」

「はあ。ええと、それで？　こんな時間にわざわざどうしたの？」

「もちろん夜よ這ばいをしに来ました──と言いたいところですが、今日ばかりはちがいます。やっぱりこういうことは、直接面と向かって言っておくべきだ、と思いまして」

「……よく分からないけど、立ち話も何だしとりあえず座る？　お茶ぐらいなら出せるからさ」

「いえ、結構です。お話が済んだらすぐに戻りますから。あ、電気もつけなくてだいじょうぶですよ。他の人に見つかると何かとうるさそうですし」

「はあ。どうにも話が見えないんだけど」

「お兄ちゃん。すいませんでした」

　ぺこり。

　ていねいに頭を下げる秋子。

「ゆえあってのこととはいえ、お兄ちゃんをいびるような真ま似ねをしてしまいました。この通り、お詫わびいたします」

「……いや……いよいよ話が見えないというか……」

「実はわたし、もうぜんぜん怒ってないんです」

　と、妹は意外なことを言った。

「え。怒ってない？　っていうのはあれだよね？　ありさの一件の話だよね？」

「はい。あの状況に驚いたのは確かですし、まったくもってけしからぬ状況ではありましたけど、でもすぐに誤解は解けましたので。だから、お兄ちゃんを怒る理由なんてそもそも何もないんです」

「じゃあ、なんでまた僕に冷たく当たったりしたわけ？」

「ええと、それはですね。ひとつには会長さんの言った通りでして。理由が分かる前にものすご[image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 く怒ってしまったので、拳こぶしの振り下ろしどころがないといいますか、せめてポーズだけでも格好をつけておかないと立場がないといいますか」

「……つまりあれか。お前は自分のメンツを保つために、形だけ僕を怒ってみせた、ってことか？　それにしては、かなりキツい感じで僕は冷たく当たられてたような気がするんだけどな……」

「それについては本っっっ当に、ごめんなさい！」

　土下座せんばかりの勢いで頭を下げる秋あき子こ。

「わたしの心の弱さゆえに、お兄ちゃんに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまいました。これではお兄ちゃんを愛する妹として失格です。心からお詫わびさせてください」

「そっか……いや、でもホッとしたよ。秋子からあんな態度を取られるなんてこと、今まで経験したことがなかったからね。かなり肝きもが冷えたというか、ぞっとしたというか。いや、でもほんとよかった。秋子が本気で怒ってたわけじゃなくて」

「むう、ほんとうにホッとした顔をしてますねお兄ちゃん。これまでは見ることのできなかった新しい表情です。お兄ちゃんのそういう表情も、なかなかそそられるものがあるかも……たまには本気で怒ったふりをして、お兄ちゃんの隠された表情を発掘してみるのも一いつ興きようかもしれませんね」

「こら。すぐそうやって調子に乗る」

「えへ、すいません」

　秋子は舌を出して笑い、しかしすぐに表情を苦いものにして、

「ですけどお兄ちゃん。今回のことについては、悪いのはわたしだけじゃないんです」

「というと？」

「はい。実を言いますと、那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えさんにも責任のあることでして」

「……なんかまた話が見えなくなってきたな」

「というのもですね、裸はだかのありさちゃんがお兄ちゃんの布団に入っていた理由が判明した直後のことなんですが」

　秋あき子この主張によればその時、那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えからのアイコンタクトがあったのだという。

　いわく『このままただの勘違いでしたー、ってことで終わらせるとこちらとしても沽こ券けんに関わるから、しばらくは怒った態ていのままで話を進めよう』みたいな打だ診しんをされたとか、されないとか。

「今にしてみると後悔しきりですが、つい魔が差してその誘いに乗ってしまったんです。それさえなければ、わたしは妹としての本道から外れることはなかったというのに……くうっ、痛つう恨こん事じとはまさにこのこと！」

「はあ」

「そういうわけで、あのふたりにも責任はあると思うんです。何でもかんでも人のせいにするつもりはないとはいえ、その点をちょっと考慮に入れていただいた上で、秋子と仲直りしていただければ幸いです」

「そっか。まあ事情は分かったし、仲直りするのも賛成だから。じゃあ今この瞬間から、仲直り成立ってことでいいのかな？」

「はい、もちろんです！　──と言いたいところなんですが。ごめんなさい、そういうわけにはいかないんです」

「え。なんで？」

「だって、わたしにも立場というものがあるじゃないですか」

　難しい顔で腕組みする秋子。

「わたしの本心としては、まったくもって今すぐ仲直りしたいのですけど。那須原さんと銀兵衛さんとの兼ね合いもありますので、なかなかそうもいかず……」

「はあ。よく分からないけど、そういうものなの？」

「そういうものなんです。お兄ちゃんとこうして話しているのも、政治の世界でいうところの『非公式な会談』というやつでして。合意を得られたからといって、簡単にはそれを表向きにはできないといいますか」

「……そっか。いまいち納得はいかないけど、デリケートな問題なんだな、たぶん秋子にとっては」

「ご理解いただけて幸いです。今夜ここで話したことは記録には残りませんが、わたしの意志はきちんとお兄ちゃんに伝えて、なおかつ合意も得られました。追って今後、正式な形で仲直りの事実を学生寮のみなさんに公表したいと思いますので、その際はご協力のほどよろしくお願い致します。……それでは今夜のところはこのあたりで」

　密会を締しめくくり、秋あき子こは周囲を警戒しつつ部屋を出て行った。

　うーむ。

　なんかよく分からないけど、いろいろあるんだな。

　ま、でも確かにそうか。

　僕と妹のふたりだけであれば話は簡単だけど、学生寮のいろんな人が関わってくると、仲直りひとつ取っても気き遣づかいが何かと必要なのかもしれないな。僕だって逆の立場であれば、よりきれいな形で、より摩ま擦さつの少ない流れで決着するように、あれこれ奔ほん走そうするのかもしれないし。秋子の行動は、集団生活をより円えん滑かつに進めるための配慮だと受け取るのが正解なのかもね。

　おおむね納得のいく結論に達しつつ、僕はふたたび布団に潜り込む。

　これで少なくとも、秋子と仲直りする道筋は立ったわけだし、今夜は平穏な気持ちで眠りにつけそうである。問題の完全解決まではまだ遠いとはいえ、いちばんのネックである妹との交渉にメドが立ったのは大きな収穫だ──などと考えつつウトウトし始めたのだけど、





　こんこん





　ドアを叩たたく音で目が覚めた。

　先ほどの秋子の際と同じく、ごく控ひかえめな、眠りに落ちていたらきっと気づかないであろう、小さなノックである。

「……秋子か？」

　何か言い忘れたことでもあったのか、と思いつつドアを開けると、

「こんばんは。ちょっといいかしら」

「那な須す原はらさん？　どうしたのこんな時間に。めずらしい」

「重要な話があるので、意を決してここまでやってきたわ。そんなことより早く中に入れて頂ちよう戴だい。誰かに見られると面倒なことになりかねないから」

「う、うん」

　うなずくと、那須原さんはしたたかな猫みたいな動きでするりと部屋に入ってきて、

「ふう。誰にも見られていないわね？」

「そうだね。たぶんだけど」

「いいわ。それではさっそく極ごく秘ひの会談を始めましょうか」

「……極秘の会談？」

「他の人の目があるから、あまり長居はできないわ。手て短みじかに、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと──わたくしはあなたのことを許してもいいと思っているの」

「……というのはつまり？　ありさとの一件のこと？」

「そのとおりよ」

　腕組みをして、大きくうなずきながら、

「わたくしの天使であるありさちゃんと裸はだかで一緒に寝るだなんて、それもわたくしを差し置いて先を越すだなんて、神をも恐れぬ所しよ行ぎようと断言していいけれど。あくまでも意い図とされたところのない、不幸な事故であったことは、さまざまな状況から鑑かんがみて明らかだと言えるわ。よってこれ以上あっきーに対して冷たく当たるのは、論理的に見て正しいことだとは言えないでしょう」

「……というとじゃあ、那な須す原はらさんはその件についてもう怒ってないと？」

「むしろ最初から怒ってなどいなかったわ。あの日のあの瞬間、あなたとありさちゃんがあんな格好で一緒に寝ていたのを見て、ついついカチンときてしまったのは事実だけれど。すぐに誤解は解けたのだし、怒っていたなどと勘違いされるのは心外というものだわ」

「いやでもさ、だったらもっとこう、早い段階でそのことを言ってくれればよかったのに。けっこう僕、みんなから冷たく当たられて、胃袋がキリキリしてたというか、わりと生きた心地ここちがしなかったよ？」

「それは主に、あなたの妹とぎんぎんのふたりに責任があることだわ。だってあのふたり、ぜったいにあっきーを許してはいけない、みんなで連れん携けいしてあっきーを懲こらしめてやろう、という感じのアイコンタクトをしきりに送ってくるのだもの。さすがのわたくしもあれだけプレッシャーをかけられると、自分の主張を強引に押し通す、ということができなくなってしまうのよ」

「……それなんだけど、僕にはどうも理解できないというか。傍はたから見てて、君たちがそんな風にお互いを牽けん制せいし合っていたようには思えないんだけど」

「男のあっきーには理解できないことかもしれないわね。でも明らかに、疑いようもなく、それは現実として存在したのよ。そのあたりの微妙な匙さじ加か減げんを理解できないあたり、あっきーもまだまだ未熟と言わざるを得ないわね」

「はあ」

「ちなみにわたくしはあなたのことを許すつもりではいるけれど、かといってすぐさまあなたと仲直りするつもりはないわ」

「え。またそれ？」

「また
 ？」

「ああいやなんでもない。話を続けて」

「要するに、あなたと仲直りしたという『事実』は、極きわめて慎重にタイミングを見み計はからって、最適な形でリークされなければならない、ということなのよ」

「……そうやってわざわざ演出する必要性が、僕には感じられないんだけど」

「分かっていないわね。わたくしはともかくとして、あなたの妹やぎんぎんに関してはそうそう簡単に事は運ばないはずよ。あのふたりはあなたに対して殺意にも近い感情を抱いていたから、長ければ数ヶ月、いいえ下手をすれば数年単位で今回のことを根に持って、ネチネチと小言を口にし続けることでしょう」

「いやあ……そんなことはないと思うけどね。かなり高い確率で」

「何か根拠があるのかしら？」

「いえ。ないですけど。はい」

「ともあれそういうことだから」

　那な須す原はらさんはドアに手をかけて、

「長居は無用だからもう行くわ。わたくしの意志は伝えたことだし、あとはこちらで上う手まくやるから安心なさい。ああそれと、くれぐれもわたくしが今夜ここを訪れたことは口外しないように。いいわね？」

　そう言い残し、人目を憚はばかるような感じでそそくさと廊下の向こうへ消えていった。

　……うう～ん。

　なんかこう、もにょっとする気分である。

　そういうことならさっさと仲直りしてくれないかな、というのがものすごく率直な気持ちなんだけど。秋あき子こからも那須原さんからも口止めされている以上、こっちから橋渡しするわけにもいかないし。

　ていうか秋子も那須原さんもそうだけど、なんか見えない敵と戦ってる気がしてならないというか。ヘンにお互いの顔色を読み合って、気を遣つかい合って、結果としてより強固にギクシャクしちゃってるというか。

　まあふたりとも、表面上ほどには機き嫌げんを悪くしてるわけでもないと分かって、その点だけは一安心だけど。もうちょっと何とかならんもんかなあ。いやほんと切実に。

　そんなことを考えつつ、僕は布団に潜り込む。

　いずれにせよ那須原さんがもたらしてくれた情報は、とてもありがたいものだ。もにょっとする気分はあるにせよ、思ったほど事態が深刻でないことを確認できただけでも上々というべきである。これなら僕も枕を高くして眠れるというものだ。問題の解決はとりあえず後に譲ゆずるとして、今夜はじっくりと心身を休めて──





　こんこん

　こんこんこん





「秋あき人と、起きてるかい？　僕だ」

「うん……ああ。はい。銀ぎん兵べ衛えね」

　寝ぼけ眼まなこをこすりつつドアを開けると、親友は恐縮しきりという様子で、

「夜分おそくに申し訳ない。どうしても君に話しておきたいことがあって──」

「ひょっとして、ありさとの一件に関して銀兵衛が実はぜんぜん怒ってない、っていう件についての話だったり？」

「えっ、どうして分かるんだい？　というか気づいていたのか、そのことを」

「まあ。そんな感じ」

「さすがは秋人だね。僕はかなり本気で機き嫌げんを悪くした態ていを取っていたつもりだし、君もすっかりそれにだまされていたとばかり思ってたのに……それもまた君のフェイクだったというわけか。これは一本取られたな」

「いやあ。うん。まあ」

「とはいえそれなら話が早い。今夜僕がここに来たのは他でもなく──」

「もちろん僕も仲直りについては賛成だよ。できることなら今すぐにでも仲直りしたい。でも秋あき子こと那な須す原はらさんとの兼ね合いもあるから、なかなか簡単にはいかないよね。なので僕としては、そのあたりのタイミングは銀兵衛に一任したいな、って思ってるんだけど。どうかな？」

「う、うむ。まさしく僕もそれを言おうと思ってたんだ。さすがは秋人、打てば響くように僕の考えを先回りしてくるね。もとより僕の君に対する評価は高かったけど、その評価をさらに上方修正する必要があるようだ」

「いやー。そうでもないと思うけどね？」

「いずれにせよ来訪の目的は果たされた。この会談を誰かに見られてしまうと具合がよろしくないし、僕は早々に退散するとしよう。それじゃあね、おやすみ秋人」

　言って、満足そうに銀兵衛は自分の部屋に戻っていった。

　……なんともはや。

　こういう展開になるとは、ちょっと想像できなかったな。シンプルなはずの事の構造が、みんなして寄ってたかって気を遣つかってるうちに、奇妙な形でややこしくなってしまった感じというか。

　にしてもどうするべきかな……早いところ解決してしまいたいのは山々なんだけど、女の子同士の問題は、男が下手に口を出すとかえってややこしくなりそうだし。特にあの三人の場合に限っては、僕の仲介がいちばん逆効果になりそうな気がするんだよなー、なんとなくだけど。

　よし決めた。

　やっぱりここは静観しよう。

　面倒ではあるけど、時間が解決してくれるであろう問題をあれこれ弄いじるのは、どうにも不ふ吉きつな予感がする。

　ここはじっと成り行きを見守る、その一手に限る──そう心に決めて、ようやく僕はその日、眠りにつくことができたのだけど。






　　　　＊







　次の日の朝。

　朝食の席は、相変わらず居い心地ごこちの悪い空気が漂っていた。

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

「…………
 」

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、会長さん、ありさ、そして僕。

　六人六様の沈黙が食堂を満たし、何とも言えず重苦しい雰囲気に満たされている──と昨日までの僕なら思うところだけど。この沈黙があくまでも作さく為い的なものであることを、今の僕は知っている。

　秋子はツンと澄ました顔で黙々と箸はしを動かしているし、那須原さんはいつもの無表情ながらピリピリした雰囲気を滲にじませているし、銀兵衛はクールを通り越して冷気に近いものを纏まとっているけど。でも三人がそれぞれの思おも惑わく（ちょっと僕には理解しかねるけど）でもってそういう態度を取っていることを、ちゃんと分かっている。

　ていうかみんな演技、上う手まいんだな～。

　正直、それと知っていなければまったく見抜けないレベルだと思うんだけど。那須原さんとか銀兵衛はともかくとして、秋子までこんな腹芸ができるとは……僕に色ボケしている時でなければけっこうちゃんとしてるんだな、ってことを自分の目で確かめて、感心するやら呆あきれるやらである。

　ちなみにこの状況において、会長さんは泰たい然ぜん自じ若じやくとした沈黙を保っており、その姿勢は事の初期からまったくブレていない。時間が解決するしかない問題だと分かっているゆえどっしり構えている──と思ってたけど、ひょっとしたらそれは勘違いかもしれないな。会長さんのことだ、部下たちの心理状態を正確に読み解いた上で、あえて何も知らないフリをしている、ということも十分にあり得る。いや、たぶんそうだよな。女の子同士の機き微び、ということであれば、僕より会長さんの方がぜったいに理解度は高いだろうしね。相変わらずしたたかな人だよホント。

　まあそういうわけで。

　昨日に比べれば、ぜんぜん穏やかな気持ちでこの空気の中に居られる僕なのだけど。

　この中に例外がひとりだけ。

「……はうう～」

　ありさである。

　演出された重苦しい空気の中、食が進んでいる様子もなく、右を見たり左を見たりして、寮生たちの顔色をうかがっている。

　そのありさ自身の顔色はといえば、ひどく焦あせった様子であり、今にも目尻に溜たまった涙がこぼれ落ちそうであり、見るからにテンパり具合が極きわまった、という状態だ。

　ううむ……。

　たぶん、事がここに至ってしまった責任を、ひとりで背負ってしまっているんだろう。責任感の強い子だし、ごくごく真面目な性格をしているし、なおかつ会長さんみたいにしたたかな計算ができるわけでもないし、おまけに事の発ほつ端たんは確かにありさにあったわけだし。悲ひ愴そう感あふれる表情になってしまうのも、まあ無理からぬことではある。

『実は茶番なんだよこれって』と教えてあげられるなら、ありさの気持ちもずいぶん楽になるのだろうけど。昨日の夜に口止めされたばかりであっさりバラしてしまうのも気が引けるし、特に何のアクションを起こすこともなく今朝を迎えてしまったんだけど。ちょっとマズったかもしれないな。マンガでいえば目がぐるぐる渦巻きになって、ついでに頭のてっぺんから蒸気が噴き出してるような有様であり、そんなありさもそれはそれで可愛かわいいとはいえ、ちょっと気の毒な感じである。こんなことになるなら、協定を破ってでもありさに情報をリークした方がよかったんじゃないか──

「あああああ
 の、み、みなさんっ！」

　そんなことを考えていると。

　沈黙を破り、ありさが上ずった声をあげた。

「こ、今回のことは、ぜんぶありさの責任です。悪いクセだとは思ってましたけど、今日まで直すことができなくて、昨日みたいにはしたない真ま似ねをしてしまって、みなさんを怒らせてしまいました。ほんとうにごめんなさい！」

「いえいえ。ありさちゃんは何も悪くな──」

「いいえありさの責任です！」

　笑顔でフォローする秋あき子こをさえぎり、テンパったままありさは断言する。

「今回のことは、ありさがいなければ起こらなかったことです！　なので、すべての責任はありさにあると思います！　しかもありさは、この学生寮の管理人を務めさせていただいてます！　ありさはまだ子供ですが、立場的にはみなさんのお手本にならなければいけないはずです！」

「それはまあ、そうかもしれませんけど──」

「なのでありさは、潔いさぎよく責任を取りたいと思います！」

　決然として一同を見渡し、覚悟を決めた声で。

「ありさ、今日をもって、学生寮の管理人をやめさせていただきますっ！」

　と、宣言した。
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「……ええええ
 っ!?
 」

「────
 !?
 」

「ちょっとちょっとありさくん!?
 」

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えが、それぞれに反応する。

「何を言ってるんですかありささん！　管理人をやめるって、そんなのおかしいですよ！　ありささんは何も悪くないじゃないですか！」

「今回ばかりは姫ひめの小路こうじさんの意見に全面的に賛成するわ。管理人としてのあなたの能力には誰も疑いを抱いていないのに、なぜやめるなどと言い出すの。わたくし、そんなのはとうてい認められないわ」

「そうだとも、ちょっと落ち着きたまえありさくん。君が責任を感じることなんて何もないよ。君が発ほつ端たんになったとはいえ、これはあくまでも君には関わりのない問題なんだ」

「そんなことはありません！」

　ありさはあくまでもガンコに、

「未熟ですけど、ありさはこの学生寮の管理人です。みなさんたち寮生に、何かしら問題が起きたなら、それに対して解決する方法が見つからないなら、それは明らかに管理人として失格だと思います。なのでありさは、管理人をやめることで、責任を取らないといけないと思います！」

　いやいや、それはちょっと極端すぎるだろう──とは思うものの、筋が通ってない話ではない。十二歳とはいえ責任感の強いありさにしてみれば、むしろもっとも正しい形での決着のつけかたなのかもしれなかった。

「なので、みなさんお願いします！　すべての元凶になったありさはここからいなくなりますから、そのかわりに秋あき人とにいさまを、許してあげてください！」

「……ええっと……」

　弱りきった顔をする秋子が、僕、那須原さん、銀兵衛の方を、救いを求めるような目で見てくるけど。那須原さんも銀兵衛も途と方ほうに暮れるばかりだ。

　もちろん僕だって似たようなものである。意い図としたものではないとはいえ、大人のつまらない理屈を振り回して、罪のない子供を困らせてしまったようなこの気分……うわ最悪だ。穴があったら入りたい。ありさが純じゆん真しん無む垢くなキャラだけに、跳ね返ってくるダメージもひとしおである。

　かくなる上は、政治的な判断がどうとか、女の子同士の微妙な心理のやり取りが、とか言ってられないだろう。何かいい解決法は──

「いいアイデアがあるぜ」

　と。

　そのとき会長さんが口を開いた。

　テンパったり途と方ほうに暮れているばかりの僕らとはちがい、ひとりだけどっしりと構えて、いやむしろ面白いおもちゃを見つけた猫みたいな目をして、

「鷹たかノの宮みやありさが責任を取らなくても丸く収まる、すばらしい方法だ。聞きたいか？」

「……そんな方法があるんですか？」

　と、これは僕。

「だったら聞きたいですよもちろん。みんなが仲直りできる方法なんですよね？」

「おうよ。たぶん、これがいちばんキレイに解決できる方法だと思うぜ。全員が納得できて、誰も損しない、その気になれば今すぐ可能な、クールでパーフェクトなアイデアだ」

「ほんとにそんなアイデアが……？」

「なあに簡単なことさ」

　最高のいたずらを思いついた子供みたいな顔で。

　会長さんは人差し指を立てながら、その思うところを開陳する。

「ここにいる全員が、鷹ノ宮ありさと同じ立場になりゃいいんだよ。そうすりゃみんな平等ってもんだし、誰からも文句は出ねえ、ってもんだ」

「はあ。で、その方法っていうのは？」

「みんなハダカで姫小路秋人といっしょに寝りゃあいい
 」

「……は？」

「鷹ノ宮ありさだけがお前さんとハダカでいっしょに寝てたのが問題なんだろ？　だったら全員で同じことしちまえばいいじゃねえか。そうすりゃ誰からも文句は出ねえし、出させねえ、ってもんだ」

「ちょっとちょっと!?
 」

　あわてて割って入ったのは秋あき子こである。

「なに無む茶ちや苦く茶ちやなこと言ってるんですか生徒会長！　そんなトンデモアイデア、受け入れられるわけないじゃないですか！」

「なんでだ？　お前さん、いつも兄貴に夜よ這ばいしたいって言ってるだろ？　だったらハダカでいっしょに寝るくらいはどうってことねえだろうに」

「それはその、わたし個人としては問題ないかもですけど！　でも、他の人がお兄ちゃんとハダカで寝るだなんて、そんな──」

「鷹ノ宮ありさはもう既き成せい事じ実じつとしてやってるぜ？　つーかみんなで条件をいっしょにして横並びにして、それでもって仲直りにしよう、って言ってんだから、お前さん以外の連中も同じ条件をもらうのは当然のこった。もし仮にお前さんだけ兄貴といっしょにハダカで寝てもいい、ってことになったら、それはそれでまた問題が起きるだろ？」

「そ、それはそうかもですけど、わたしはともかく那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えさんまで──

あっ!?
 　ていうか生徒会長、全員ってことは、あなたもその頭数に入ってるってことですね!?
 　それはいけません、百歩譲ゆずって他の人ならともかく、生徒会長にそんな権利を与えた日には──」

「いいや。あたしゃ別に棄き権けんしても構わねえ」

　あっけらかんと言う会長さん。

「そんな権利をもらわなくたって、あたしはいくらでも姫ひめの小路こうじ秋あき人ととハダカで寝る算段をつけられるからな。むしろ自分の実力でオトコを落としてこそ女の冥みよう利りってもんだ。人様からもらう権利なんざ願い下げなくらいだぜ」

「そっ──じゃあ生徒会長はそれでいいにしても──」

「鷹たかノの宮みやありさ。お前さんはどうだ？」

　会長さんがありさに話を振って、

「あたしの提案したアイデアをどう思うよ？　あたしゃ悪くねえと思うんだがよ」

「すばらしいアイデアです！」

　ありさは鼻息を荒くしながら、

「みんな平等なら、みんな幸せになれます。もちろんありさは秋人にいさまの婚約者のつもりですので、にいさまが他の人とハダカで寝るのは、少し、残念ですけど。でも、デメリットよりもメリットの方がだんぜん大きいと思います。さすがは会長ねえさまです」

「……だ、そうだぜ姫小路秋あき子こ」

「うぐっ。で、でもそんな、無む茶ちや苦く茶ちやな話を通せるわけ──」

「わたくしは賛成よ」

「へあっ!?
 　那須原さんまで!?
 」

「会長にしては悪くないアイデアだわ」

　いつもの鉄てつ面めん皮ぴながら、那須原さんは大きくうなずいて、

「ただし条件をつけさせて頂ちよう戴だい。ひとつ、与えられた権利を行使する義務はない。ふたつ、権利を行使するのは今すぐでなくてもよい。みっつ、権利を行使した人に対して文句を言わない。よっつ。権利を行使できるのは一度だけ。……どうかしら生徒会長？」

「おうよ。いいんじゃねえか？　あたしゃ問題ねえぜ」

「それと生徒会長はほんとうに、今回の権利を棄権するのね？」

「おう、要らねえぜ」

「いいでしょう。ではわたくしは賛成に回るわ。──ぎんぎんはどうかしら？」

「ぼ、僕!?
 」

　銀ぎん兵べ衛えは上ずった声で、

「問われるまでもないよ、そんなのは認められるわけがないだろう！　というか常識で考えてくれたまえよ常識で。そもそもの発ほつ端たんは、いささかギクシャクしてしまった僕らの関係をどう修復するのか、という話だったろう？　ありさくんが秋あき人ととハダカで寝ていたのは単なるきっかけに過ぎず、問題の本質はもっと別にあるはずじゃないか。論理のすり替えも甚はなはだしい──」

「もはやそういう話ではないのよ、ぎんぎん」

　あくまでも冷静に那な須す原はらさん。

「とはいえまあ別に構わないわ。どうしても嫌だというのなら、生徒会長と同じく棄権すればいいだけの話。あなたが反対しようとするまいと、物事は粛しゆく々しゆくと進められていくだけのことよ」

「くっ──なんでそんな話に──」

「さあどうするのぎんぎん。わたくしとしては、あっきーとハダカで寝るべく四苦八苦しているあなたの姿を想像するだけでご飯が三杯はおかわりできるから、すでに元は取れているわ。というか仮にぎんぎんが反対したとしても、生徒会長のアイデアを実行に移すべくわたくしは働きかけるわ。あなたはひとりボイコットして、蚊か帳やの外にいてくれてもいいのよ。『与えられた権利を行使する義務はない』という条件を、先ほどわたくしがつけたばかりだし」

「ぐ……ぬ……」

「さあ。答えを聞かせて頂ちよう戴だい。まあもっとも？　この状況で出せる答えはひとつしかないとは思うけれど。ありささんの発言ではないけれど、デメリットよりはメリットの方が大きい提案のはずだから」

「っ……！」

　那須原さんに煽あおられて、銀兵衛は険しい表情で歯がみしていたけど。

　やがてため息をひとつして、髪の毛をわしゃわしゃしながら、

「……わかったよ。その条件を呑のもう」

「えええええ
 っ!?
 　銀兵衛さんまで!?
 」

「よっしゃ決まりだ」

　悲鳴をあげる秋あき子こをさえぎって、会長さんが決を下す。

「これで過半数の四人が賛成に回った。結論を先送りにしたところでどうせ紛ふん糾きゆうして決まりきらない問題だろうし、あたしの提案を採用とする。聖リリアナ学園の生徒会長であるあたしの裁定だ、異議を唱えるのであればそれなりの覚悟をしてもらうぜ？」

「そんなひどい！　横暴です！」

「お前さんにとっても別に悪い話じゃないはずだろ？　姫ひめの小路こうじ秋あき子こ」

　どうしてそこまで反対するのか理解しかねる、という顔で肩をすくめる会長さん。

「お前さんだって合法的に手に入れられるんだぜ？　お前さんの兄貴とにゃんにゃんする権利をよ。何せお前さんと姫小路秋あき人とは実の兄妹同士だ、普段だったら周りが全力で止めるところだろう？　一度きりとはいえ、誰にも邪魔されず、兄貴と甘い時間を過ごせる──かもしれねえんだ。こんな機会、今を逃したら二度と来ねえよ」

「む……ぐ……」

「というわけで決定しちまったんだが」

　会長さんが今度は僕の方を見て、

「なにか意見があれば聞くぜ、姫小路秋人。決まったこととはいえ、お前さんがいなけりゃそもそも成り立たない話だしな。お前さんの意志は尊重しよう」

「……尻尾しつぽを巻いて逃げ出す、っていう選択肢はありますかね？」

「ある。がしかし、できればそのルートは通りたくねえところだな。お前さんのヘタレなところは見たくねえし、そもそも問題の解決にならねえ。鷹たかノの宮みやありさのため、って意味も込みで、ここはひとつ納得してみねえか？」

「…………
 」

　頭を掻かいて、僕はひとつため息をつく。

「……ひとつ、条件を足していいですか？」

「おうよ。言ってみな」

「期限を切らせてください。そろそろ始まる夏休みの間だけ、その権利を有効とする、ってことでどうでしょうか」

「なるほどな。いいぜ、あたしは構わねえ。期限付きの方が面白みも出るってもんだし、姫小路秋人にかけられる負担もそのあたりが限度だろう。異議あり、ってヤツはいねえよな？」






　　　　＊







　……そういうわけで。

　何やら事態は奇妙な結論にたどり着いてしまった。

　いやしかし、場の空気もあってついオーケーしちゃったけど。これって相当に無む茶ちや苦く茶ちやな話の流れだよな……まあ権利の中身は『ハダカでいっしょに寝ること』であって、それ以上のことは特に何も規定はないわけであり、だったらそこまで問題があるわけでも…………
 と自分を納得させてみようとするけど、さすがに無理がある。ありさみたいな子供が相手ならともかく、今回は、ねえ？

　まあいいや。

　必ずしも権利が行使されるわけじゃないし、とりあえずは静観、ってことにするしかないんじゃないかな？

　それに強引なやり方ではあったし、負ふ債さいを先送りするようなやり方でもあったけど、僕らの学生寮にとりあえずの平和は戻ったことだしね。まずはそれでよしとするしかないかな、うん。
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「そういうわけで、ぼちぼち夏休みが始まるわけだが」

　翌日の夜、学生寮の食堂にて。

　食後の団だん欒らんを過ごしながら、会長さんがそう切り出した。

「お前さんたち、夏休みには何をしたい？　なんせあたしらにとっちゃ、一年を通じていちばんデカいイベントだからな。何かとやることは多いと──」

「はいはーい！　会長ねえさま！」

「おっ、威勢がいいな鷹たかノの宮みやありさ。手の上げ方が元気よくて大変よろしい」

　満足そうにうなずく会長さん。

「……で？　お前さんは何をやりたいんだ？」

「はいっ。ありさは、日本の夏を満まん喫きつしたいです！」

　ありさはふんかふんかと鼻息あらく、瞳をきらきら輝かせながら、

「ありさはここ最近、夏になると海外でお勉強をしていることが多かったのです。それはもう、日本の夏がどういうものだったか忘れてしまうくらいに、なんです。でも今年の夏は、ずっと日本にいられそうなので、ありさは全力で楽しみたいと思っています！」

「おう、よく言った。日本の夏は何かとイベントがてんこ盛りだからな、骨までしゃぶり尽くすぐらいの気持ちで挑まねえと、気合い負けして不完全燃焼になっちまうのがオチなんだよな」

「はい、その点はだいじょうぶです！　ありさはすでに気合い十分です！　夏を最高の感じで楽しみまくる用意は万端です！」

「うんうん、いいねえ。確かにお前さんからは気合いのみなぎってる感じがひしひし伝わってくるぜ。……んで？　具体的にはいったい何をやりたい？」

「具体的にですか？　えっと、それは……ええっと……たくさんありすぎて選べないというか……」

「欲張るのは大いに結構だが、やっぱ狙いってもんは絞しぼらねえとだし。何もかもぜんぶやるつもりにしたって、優先順位ってもんはつけなきゃいけねえだろう？」

「はうっ。ええと、それじゃあ、ええと……」

「意地悪をするものではないわ生徒会長」

　窮しているありさを見て、那な須す原はらさんが助け船を出した。

「夏にやるべきことは山ほどあって、そのどれもが魅力的で、順位などつけるのは野や暮ぼというものでしょう。わたくしたちが考えるべきはまず、やりたいことを逐ちく一いちあげていって、それらをいかに効率よく、なおかつ可能な限り取りこぼすことなく達成できるか、という点に尽きるのではないかしら」

「かかか、んだな、確かにその通りだ。んで？　そういうお前さんはいったい何をやりたいんだ副会長？」

「そうね……」

　那な須す原はらさんは少し考えてから、

「正直なところ、一般的な観点から見て夏に楽しめるぜいたくなことは、ほとんどやり尽くしたと言ってもいいわ。高級リゾート地での避ひ暑しよなどはもう飽き飽きだし、個人所有の島のプライベートビーチで時間をつぶすのも魅力を感じないし」

「おうおう、豪快だねえ。さすがは那須原重工のご令嬢、金のかかりそうなことはおおむねやりつくしてるってか？」

「人のことは言えないでしょう生徒会長。あなたの実家だってそんじょそこらの名門ではないのだから、似たような経験はしているはずよ。自家用ジェットはともかくとしても、別荘のひとつやふたつは持っているのでしょうし。なに不自由なくバカンスを過ごせるだけのバックボーンには生まれついているはずだわ」

「かかか、まあなあ、そうなんだよなあ。ぜいたくってやつは、やり慣れちまうとあっさり飽きちまうもんなんだよな、困ったことによ。……つーかまあ、ここにいる全員が言えることだよなそれは？　そこそこ以上に金持ってる家の連中ばっかだし」

　まあ確かに。

　憚はばかりながら事実である。

　会長さんの二に階かい堂どう家、那須原さんの那須原家、銀ぎん兵べ衛えの猿さ渡わたり家、秋あき子こがお世話になっていた有あり栖す川がわ家、ありさの実家であり僕がお世話になっていた鷹たかノの宮みや家……いずれも程度の差こそあれ、選よりすぐりの名家ばかり。夏のバカンス的なものは、飽き飽きしているとは言わないまでも、お腹なかがいっぱいになる程度には堪たん能のうずみなのだ。

　いやー。

　あらためて考えるとほんと豪勢だよな、ここのメンバーって。

「そういうわけで」

　と那須原さん。

「今年の夏は、いつもと少し趣しゆ向こうを変えていきたいと思っているわ」

「ほほう。というと？」

「ずばり、テーマは『庶民の夏』。これに尽きるでしょう」

　無表情ながら、声にはハッキリそれとわかる熱意を込めて。那な須す原はらさんは提案する。

「わたくしたちにとってこれまでまったく無縁であり、凡俗の人々のほとんどが経験してきた夏のイベントの数々……それらを徹底的に味わい尽くし、しゃぶりつくす。今年の夏こそはそうやってごく平凡な夏を過ごさなければ、とわたくしは心に誓うわ。しかも今回はわたくしにとって、実家を出てから初めての夏。この絶好のチャンスを、わたくしは決して逃すことはないでしょう」

「はあ、なるほど。ちなみにお前さんの言う庶民の夏ってのは、具体的にどういうもんなんだ？」

「知れたことよ。たとえば夏祭りに行って、縁えん日にちの屋台をのぞいて回るとか。海もしくは川に遊びに出かけて、炭火でバーベキューをするだとか。浴衣で花火見物に出かけるだとか。そういった、いかにも庶民がやっていそうなイベントがあるでしょう？　それらを逐ちく一いち制覇していくことこそ、今年の夏にわたくしたちがチャレンジしていくべきことではないかしら。ふふ、想像するだけでも血湧き肉躍おどる感覚を抑えきれないわ……嗚あ呼あ、早くそれらのイベントがやってこないかしら」

「ほほう、そっかそっか。そりゃ確かに魅力的なこったよなあ。夏とくれば外すことのできねえ、必須のイベントと言っていいだろうよ。……だけどな副会長」

　会長さんは苦笑いして、

「それって基本、日本人であればたいていの人間が経験してることだぜ？　庶民かそうでないかに関わらずよ」

「えっ」

　那須原さんは一回だけ目をぱちくりさせて、

「では生徒会長、あなたは経験しているとでもいうのかしら。夏祭りもバーベキューも花火見物も」

「ま、おおむね毎年な。ウチの実家は古い武ぶ家けだし、縁日やら花火やらは家の伝統行事みたいなもんなんだわ。そりゃもちろん別荘に出かけたり、プライベートビーチに出かけてバカンスをやったりもするけどさ」

「僕のところもそうさ」

　さらに銀ぎん兵べ衛えが続いて、

「京きよう都とにおいて猿さ渡わたり家は、それなりの名門として地域に根付いているからね。祭りなどの催もよおし事があれば参加しないわけにはいかないんだよ。というよりむしろ、催し事があれば幹事のような仕事が必ず回ってくるね」

「……というとぎんぎんは、屋台を回って買い食いをしたり、浴衣を着て花火を見物したりという素敵なイベントを、すでに掃はいて捨てるほど経験している、ということなのかしら」

「掃いて捨てるというのは大げさだけど、特に目新しいと思わない程度には毎年経験しているよ。むろん、それらのイベント自体はいつ経験しても楽しいものだからね、今年も何かしらの形でそういったものに関わっていければいいと思っているけど」

「わたしとお兄ちゃんも、小さいころは毎年お祭りとかに行ってましたね」

　そこで秋あき子こが割って入って、

「もちろん花火見物もしましたし、バンガローでキャンプとかもしましたよ。あ、それと水遊びなんかもしましたね。川で魚釣りをしたりとか、川で泳いだりとか──」

「川で泳ぐ？　それはつまり水着で、ということかしら」

「？　それはまあ、わたしは普通に現代人ですので。泳ぐ時は水着を着ますけど」

「なんですって……！」

　那な須す原はらさんは、背中から負のオーラを立ち上らせながら、

「姫ひめの小路こうじさんですら、そのようなうらやまシチュエーションを……いくらわたくしの家がそういったことに縁がなかったとはいえ、これはあまりにも痛烈な屈辱……となるとこの中でわたくしだけが仲間はずれということに？　いいえ諦あきらめるのはまだ早いわ、わたくしのマイエンジェルであるありささんは、海外暮らしが長いこともあって日本の夏を満まん喫きつしていないはず──」

「あ、ごめんなさいアナスタシアねえさま。ありさ、最近はとんとご無ぶ沙さ汰たですけど、小さいころは普通にお祭りとか行ってました。バーベキューとか川遊びとかも、やったことがあります」

「……っ！　ありささんまで!?
 」

　がーん、と絵に描いたような衝撃を受けている那須原さんだった。

　やりすぎなくらいの鉄てつ面めん皮ぴが売りの彼女にしては、なんかちょっとめずらしい光景である。

「まあなんにせよ、金のかかる夏の過ごし方に飽き飽きしてる、ってのはあたしも同じなんだよな」

　ショックで白くなっている那須原さんを引き継ぐ形で、会長さんが言う。

「野球の世界では『スモールベースボール』って言葉が流は行やってるし、それにならってあたしたちは『スモールサマー』を合い言葉にしようや。コンパクトに、それでいて濃密に、なおかつ日本の夏的なものをたっぷり味わい尽くす。それこそが今年の夏を最高のものにするための鍵になると思うんだが、どうよ？」

「いいと思います！　ありさは賛成です！」

「まあ生徒会長にしてはまともなことを言ってますよね。わたしも賛成です」

「うむ。僕としても否いなやはない」

　ありさ、秋あき子こ、銀ぎん兵べ衛えの三人が、次々に同意を示す。

「よっしゃコンセプトは決まったな。世の中ぜいたくなことばかりがすべてじゃねえ、人生の楽しみってやつは金で買うもんじゃなくて、自分で掘り起こすもんだってことを、あたしらは今回自ら証明していくとしようじゃねえか。……さて、そうなるとあとは、具体的に何をするかだが」

「ありさは合宿がいいです！　別荘とかリゾートっぽいところじゃなくて、もっと普通の、いかにも合宿、って感じのするところがいいです！」

「そうですね、いいかもしれませんね合宿。生徒会のメンバーにありさちゃんを足す感じで、みんなでわいわいしたいですね」

「うむ。となると、ここはいわゆる民宿というものを使うといいかもしれないね。高級リゾートホテルや使用人つきのコテージなどと比べれば、贅ぜい沢たくという点では及ぶべくもないが、民宿では経営者が家族ぐるみのサービスをしてくれると聞く。それに大抵の民宿は、客が宿泊する部屋と経営者の居住する空間にあまり差がないそうだから、『誰かの家にお泊まりしにいく』という感覚を最大限に味わえるはずだ」

「なるほど民宿か、悪かぁねえな。普通の高校生ってやつは使える予算も限られるだろうし、合宿で民宿を使う機会は多いにちがいねえし、本来ならそっちの方が王道ってもんだろうな。社会勉強って意味でもプラスに働きそうな予感がするぜ」

「あと、ありさは合宿に行くなら、ぜひとも海沿いにある民宿がいいです！」

「いやいやありさくん、海もいいけれど山にある民宿も捨てがたいよ。きれいな川で泳いだり、山に入ってハイキングするのは、夏に体験できるかけがえのないイベントだと思うのさ。カブトムシやクワガタを探すのだって、いささか子供っぽいかもしれないが、それはそれでアリだと思うね」

「海か山かで迷うなら、いっそのこと子供用のプールを使って水遊びをするのがいいんじゃないでしょうか。近所のお子さんがビニールのプールをふくらませたり、水鉄砲を撃ち合って遊んでいるのを見て、わたし昔からうらやましかったんです。年齢的にそろそろアウトになっちゃいそうですし、できるだけ早いうちに経験しておきたいイベントだと思ってるんですよね」

「ところで日本の夏といえば定番のアレだ、ひゅ～どろどろどろ～、的なものもあるわけだがよ。夏を遊び尽くすって意味ではやっぱりそいつも──」

「反対です。ありさは反対です」

「ですね。それはＮＧの方向で」

「うむ。確かに日本の夏の伝統的なイベントではあるが、僕は感心できないね。恐怖心をあおって娯楽を得ようなどというのは、じつに愚おろかしいと言わざるを得ないよ。もちろん僕がそういったイベントに恐怖心を持っているわけじゃないことは論ずるを待たないけど、悪い意味で馬鹿な真ま似ねは控ひかえるべきだ」

　わいわいがやがや。

　やいのやいの。

　何やら場がずいぶんと盛り上がってきた。

　うん、いいもんだね。

　やっぱりこうしてみんな仲良く、和わ気き藹あい々あいとしているのが一番いいと思うな。ちょっと前までは寮の空気が（ポーズとはいえ）ギクシャクしていたことを考えると、ほとんど極ごく楽らく浄じよう土どを眺めているような気持ちになるよ。『ハダカでいっしょに寝る権利』云うん々ぬんのこともひとまずは置いておけるし、いやあまったくもって晴れ晴れとした気分──

「よう姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

　と、そんな僕に声を掛けてくる会長さん。

「お前さん、さっきからほっこりしてるばかりでひとこともしゃべってねえが。何か意見はないのかい」

「ん？　僕ですか？」

「おうよ。お前さんにとっても他人事じゃあねえだろ。今年の夏にみんなで何するかを話し合ってんだからよ、アイデアのひとつも出してもらわねえと」

「ああいや僕は」

　苦笑いしつつ、

「この夏は何はなくともまず、勉強の時間に充あてたいと思ってますんで。あんまり遊びのことを考えるのはちょっと……みたいな」

「おいおいこの野郎」

　嫌そうな顔をする会長さん。

「この流れでつまんねえ意見を述べくさりやがって。お前さんそんなに優等生ぶりたいってのか？　んん？」

「ちがいますよ。僕はみんなとちがって頭の出来が悪いんで、授業のレベルについていこうとしたら夏休みに勉強するしかない、ってことなんですよ。テストの成績も可もなく不可もなくだし、夏休みぐらいは気合い入れて勉強しないと」

　なんせ僕の場合、小説家としての稼業もあるわけで。それも兼業作家にしてはけっこう締しめ切りを入れてるもんで、普段は勉強に身を入れる環境が整わないのである。授業中もノートをとるフリをしてプロットを練ってるぐらいだしね、夏休みぐらいは真面目に学生の本分を果たしてもいいんじゃないかと思うわけだ。

「勉強以外には、何もしないんですか？」

　秋あき子こが眉をハの字にして僕をのぞき込んでくる。

「生徒会長のセリフじゃないですけど、せっかくの夏休みなんですから。勉強以外にもこう、いろいろした方が楽しいんじゃないでしょうか」

「そうしたいところだけどね。なんせ僕は姫ひめの小路こうじ秋子の兄だってこともあって、けっこう周りの目があるんだよな。あんまり下手な成績を取ってると、そのうち後ろ指さされることになりそうだし」

「そんなあ……でもでも、お兄ちゃんがちょっと前まで担当してくれていた管理人の仕事は、今はありさちゃんがやってくれていますし。昔よりはぜんぜん時間も取れるようになってるんじゃないかと思うんですが」

「いや、それはそうなんだけどね。勉強だけじゃなくて、他にもいろいろ仕事が詰まっているというか……」

　これでも一応、僕は姫小路家の家計を担っている身であり、妹とふたりで暮らしていくための生活費を、現在と将来の両方にわたって稼かせがなきゃいけないのである──ということで、夏休みに小説の締め切りをけっこう入れてしまったのだ。勉強に仕事、どちらもおろそかにできるものではなく、そうそう遊んでいられるような立場でないことはご理解いただきたい。

「あ、でもさ、忙しくて身動き取れない、ってのは僕だけの話だから。他のみんなはぜんぜん、夏休みを楽しんでくれていいと思うよ。学生寮を開けっ放しにしておくのも不安だから、僕は主に留守番を担当してれば──」

「そんなのダメです！」

　即座に否定する秋子。

「お兄ちゃんもいっしょじゃないとダメです！　お兄ちゃんだけ仲間はずれみたいなことになるのはよくないです！　どこかへ遊びに行くなら、いいえ他の何をするにしたって、お兄ちゃんもいっしょじゃないと！　それはわたしだけじゃなくて、他のみなさんも思ってることだと思いますし！」

「そっか……そう言ってもらえると嬉うれしいな」

　しかし嬉しいのはいいとして、実際問題としてどうするべきか。

　みんなといっしょにいろいろ夏を満まん喫きつしたいのは山々だけど、仕事の重要度だって負けず劣らず高いわけで……。

「いい方法があるわ」

　と。

　そこで那な須す原はらさんが口を開いた。

　ショックを受けて白くなっていた状態からやっと復活し、青い瞳にいつもの自信を取り戻して、

「遊びと娯楽、勉強と仕事という、一見すると二に律りつ背はい反はんするふたつを同時に満たすことのできる、ナイスな方法よ。しかも夏を満喫するという最大のテーマもしっかり達成できるという……ふふ、こんな画期的な方法を思いつくなんて、わたくしは自分の才能が恐ろしいわ」

「はあ。ええとそれで？　方法ってのはどんな？」

「働くのよ」

　ズドーン！

　というＳＥが聞こえてきそうなくらいのドヤ顔で、那須原さん。

「……いや、だからさ。働かなきゃいけないけど他のこともしたくて、さてどうしようか、って話をしてるんだけど？」

「話は最後まで聞きなさい。わたくしの言っている『働く』というのはアルバイトのことよ。それも夏休み限定の短期のアルバイト」

「むうっ……？」

「たとえば、どこかの避ひ暑しよ地のペンションで雇ってもらうとか。あるいはいわゆる海の家で雇ってもらうのもいいわね。ともかくそういう場所で働けば、夏を満喫できる可能性がある上に社会勉強にもなるし、しかもお金まで稼かせげるわ。一度きりしかない今年の夏を特別なものにすることができるんじゃないかしら」

「なるほど。面白い意見だ」

　と銀ぎん兵べ衛えがうなずいて、

「那須原くんにしては目のつけ所がいい。確かに一石二鳥を、いやそれ以上のメリットを得られる可能性はあるね」

「確かにな。アリかもしれねえな」

　会長さんも同意して、

「知らない土地へ行って働いて、遊んで、新しい体験に身をゆだねる。清く正しい青少年にとって、これほど健全な夏休みの過ごし方も他にねえだろう。ちっとばかり盲点だったなこれは」

「ありさもぜんぜんありだと思います！」

　ありさもまた興奮気味に、

「もしどこかで住み込みでアルバイトをするなら、この学生寮で学んだことも生かせるんじゃないかと思いますし、何だか楽しそうです！　とてもいいと思います！」

「……ということですけど、どうですかお兄ちゃん？」

　さらに秋あき子こがまとめにかかる。

「お兄ちゃんの心配事はおおむね解消できますし、なかなか画期的なアイデアだと思うんですけど。ここはひとつ、乗ってみるのがいいんじゃないでしょうか？　あ、もちろんわたしも那な須す原はらさんのアイデアに賛成です」

「む……」

　立て続けに説得されて口ごもる僕。

　確かにねえ、総合的に見て悪くない提案だとは思うのだ。必要な要素はほとんど満たしているし、他に何か折せつ衷ちゆう案があるのかといえば、そんなもの皆かい目もく見当もつかないわけで。

　しかしあれだ、バイトすればお金にはなるし、労働するという条件は満たせるかもしれないけど。僕のやらなきゃいけない仕事っていうのは、そういうことじゃないんだよなあ。お金さえ稼かせげればなんでもいいってわけにはいかないのである、締しめ切りをたくさん入れちゃってる身としては。

　とはいえ。

「──なるほどね。いいかもしれないね」

　僕は両手を打って、

「いろんな要素をバランスよく満たすことができて、悪くないと思うよ。まあどっちかというと、高校生のイベントというよりは大学生のイベントって気がしなくもないけど。うん、でもいいよ。僕も賛成だな」

「ほんとですかっ!?
 」

「よっしゃ決まりだな」

　会長さんが身を乗り出して、

「お前さんたちの意見を聞きつつ、手配はあたしが担当しよう。どのくらいの期間になるかはまだ分からんが、今年の夏のメインディッシュにはなるだろうからな、みんなそのつもりで準備しといてくれや」





　……というわけで。

　今年の僕らの夏は、仕事と遊びと勉強を兼ねた、忙しいものになりそうである。

　思ってた以上にやることが多くなりそうで、僕としては戦せん々せん恐きよう々きようの気分だけど、まあ仕方がない。せっかくの夏を堪たん能のうしたいのは僕だって同じなのだ、仕事や勉強の遅れは気合いで取り戻すしかないよね、うん。





七月二十七日









　そんなわけで夏休みが始まり、僕らがやってきたのは某ぼう県けん某ぼう所しよにある海水浴場である。

　山が海にせり出す、いわゆるリアス式海岸に開けたわずかな砂浜を整備した、わりとマイナーな場所であり、おまけにお世辞にも交通アクセスはよくないため、わんさか海水浴客が訪れるわけではない。

　がしかしその分、砂浜の美しさや、海の青と山の緑が織りなすコントラストは非常に高いレベルにあり、映画のロケやグラビアの撮影などには極きわめて高い頻ひん度どで使用される場所だそうである。

「ちょうどいいバランスなんだよ」

　と力説するのは、冴さえ木き静しず香か女史だ。

「客が来すぎるわけでもなく、その逆でもない。もう少しアクセスがよければ客が押し寄せるだろうし、風ふう光こう明めい媚びさがもう少し並のレベルであれば閑かん古こ鳥どりが鳴いてるだろうな。まさしくその中間であったからこそ、この奇跡的な海水浴場が生まれたのだと──私はそう思っている」

　聖リリアナ学園二年Ａ組の副担任──いや、この場合はアレかな。僕らがこれからお世話になる海の家『しらはま』のオーナー一族、と言った方が通りがいいかもしれないな──ともあれ冴木先生は、キリッとりりしい美び貌ぼうを笑みほころばせながら、僕らに郷土の自慢を力説するのだった。

「いやまったくもって。あたしも同感ですよ」

　すると我らが生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしが大いにうなずいて、

「俗にまみれているわけでもなけりゃ、寂さびれているわけでもない。海水浴場に求められるのはまさに、この程よい加減なわけです。いや～あたしらは運がよかった。冴木先生のご実家が、まさかこんないい場所で海の家を経営してるだなんてねえ」

「なあに、礼を言うのはむしろ私の方さ」

　先生は一笑して、

「今年はアルバイト募集の結果が芳かんばしくなくてな。人手が足りないところに、お前さんたちがありがたい提案をしてくれたわけだ」

「なんのなんの。あたしらだって渡りに船、ってやつでしたよ。こんなロケーションのいい場所で働き口が見つかるなんざ、普通じゃちょっと考えられないくらいのラッキーですからね。しかも先生のご実家が雇い主となれば、これ以上スジの確かな働き口も他にねえわけですし。ありがとうございます本当、申し出を受けてくだすって」

「それはこっちのセリフさ。もとより我が校は他の学校とちがって、アルバイトはむしろ推すい奨しようされているからな。しかも教師が監督している下でとなれば、非行行為など行われる余地もないし、我が家の稼業を薄給で手伝ってくれるとなれば断る理由は何もない。しかもお前たちはそろいもそろって粒ぞろいの美形ときている。今年は売り上げ倍増間違いなしだろう」

「期待に応えられるよう、微力を尽くしますぜ」

　とか言いつつ、あっはっはと笑い合う会長さんと冴さえ木き先生。

　確かに僥ぎよう倖こうではあったのだ。

　教師のお墨付きの下で働けるというのは、これ以上ないほどに安心・安全であるし。いざという時には何かと融ゆう通ずうが利きくことも期待できる。時給の安ささえ気にしなければ、これほどホワイトな職場も他にあるまい。

　ひとつ気になることがあるとすれば、会長さんと先生のキャラが少しかぶり気味かな、ってことぐらいだけど……ま、いいよね。気にする人は僕ぐらいしかいないだろうし。

　ああそうそう。

　もうひとつ気になることがあるとすれば、

「ちょっと静しず香か。生徒会の子たちを働かせるのはいいけど、秋あき人とくんに無理をさせるのだけは遠慮してよ？　彼にはわたしの原こ──もとい、わたしとの仕事を優先してもらう必要があるんだから」

「すまんが薫かおる子こ、その件については私に言うのではなく、姫ひめの小路こうじ秋人と直接話し合ってくれ。いかに薄給とはいえ『しらはま』で住み込みのバイトをする以上、報ほう酬しゆうに見合っただけの仕事はしてもらわねばならん」

「ちょっとでいいのよちょっとで！　他の子たちよりもほんのちょっとだけ仕事を楽にしてもらうだけで、秋人くんはわたしとの仕事に時間を割さくことができるんだから！」

「さあて、そんなことは知らんな。私は彼を雇う経営者側の人間として、より効率よく彼を使役するまでのこと」

「そんなこと言わないで！　わたしたち友達でしょ!?
 」

「残念ながら、時として金銭は友情に勝まさる。我が家の経営も決して楽ではないのでな、君とは長い付き合いだが、そうそう融通を利かせてやるわけにもいかん」

「むうううう[image: ]
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 っ！」

　……そう。

　僕の担当編集者である神じん野の薫子さん。彼女もまた、今回のイベントに同行しているのだった。なんでも溜たまりに溜まった有給を消化して友人の家に逗とう留りゆうする傍かたわら、僕の原稿の取り立てに精を出すつもりなのだとか。

　でもって今のやり取りを見ても分かる通り、冴さえ木き先生と神じん野のさんは古い馴な染じみ同士であり、ともに聖リリアナ学園の卒業生なのだそうである。合あい縁えん奇き縁えん、縁は異いなもの味あじなもの、世の中は広いようでいて狭いというか、人のつながりは不ふ思し議ぎなものだよなホント。

　ていうか……こんなところまで仕事の取り立てをしに来るとなると、神野さんの業務の内容はわりと限られてしまうというか、ぶっちゃけ僕の仕事の中身がバレそうな気がしてひやひやするけど。まあしょうがないか。締しめ切りを引っ張ってる上に、こうして住み込みのアルバイトまでやるとなれば、そりゃ編集者としては気が気でないもんな。心の底からごめんなさいである。

「仕事始めは明日からだ」

　なおも食い下がろうとする神野さんを抑えて、冴木先生が言う。

「お前たちの部屋はもう用意してあるから、今日はじっくり骨休めしてくれ。旅の疲れが残ったままじゃいい仕事もできんだろうしな」






　　　　＊
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　冴さえ木き先生のご実家は、海水浴場から少し離れた見晴らしのいい丘の上に建っていた。

　民宿を兼ねているというその家は、意外なほどご立派な古いお屋敷であり、聞けば冴木家というのはかつてここら一体の庄しよう屋やであり、地じ主ぬしでもあったそうで。なるほど、ご立派な家をお持ちな道理である。

　ちなみに僕らは海の家で働くだけでなく、この民宿でもお手伝いをすることになる。オンシーズンの今は一年でもっとも宿泊客の多い時期であり、いよいよもって汗水流して働く必要がありそうだ。

　冴木先生の両親（ひどく温厚そうなご夫婦だった。意外だ）に出迎えられ、ざっと簡単なあいさつを済ませ、僕らご一行はようやく一息つけるか──と思ってたのだけど。

　ひとつ、ちょっとした問題が持ち上がった。

「大部屋をひとつしか用意できなくてな」

　冴木先生がすまなさそうに肩をすくめる。

「基本、お前たちには大部屋ひとつに雑ざ魚こ寝ね、という形を取ってもらわざるを得ない。お前たちはそろいもそろって良家の子女ばかりだし、いささか心苦しくはあるんだが……まあそれはそれ、心苦しいというだけで大した問題ではない。問題は──」

　と、僕の方を見て、

「ひとり、男子生徒が混じっていることだな。年頃の男女を、それも我が校の生徒たちを、同じ部屋に寝かすわけにはさすがにいかん。屋根裏部屋とか物置小屋ぐらいなら用意できるんだが、それはそれで可哀かわい想そうというものだし──」

「いえいえ先生、何をおっしゃいますか」

　秋あき子こがニコニコと、

「迷うことなんてありませんよ。お兄ちゃんは大部屋で、みんなといっしょに寝るのが当然です。ひとりだけ仲間はずれなんて、そんなのはよくないことです。ましてやちゃんとした別の部屋というならともかく、屋根裏だとか物置だなんて、そんなのは妹としてとうてい認められません」

「雇う側のこちらに不ふ手て際ぎわがあったのは認める。しかしながら私は一応、聖リリアナ学園の生活指導を担当している教師でもあるのでな。災わざわいの目はあらかじめ摘つみ取っておかねばならん」

「いやいや、何をおっしゃいますか冴木先生」

　さらに会長さんが進み出てきて、

「ここにいるのは名門・聖リリアナ学園のトップ、生徒会のメンバーばかりですぜ？　鷹たかノの宮みやありさだって、まだ年若いとはいえ学生寮の管理人を務める身だ。皆が皆、周りの連中に模範を示すべき立場にあるわけです。万が一にも、億にひとつにも、間違いなんて起ころうはずもありませんや」

「そうです生徒会長の言うとおりです。この姫ひめの小路こうじ秋あき子こ、神に誓って何も間違いが起こらないよう、全力で努めさせていただきますので。だから安心してわたしたちを同じ部屋に寝泊まりさせてくれていいと思います！」

「……いちばん信用ならんのはお前らふたりなんだが？」

　冴さえ木き先生はジト目で、

「姫小路妹は真しん性せいのブラコンで、二に階かい堂どうは究極の色しき情じよう狂きようだ。お前らふたりが姫小路兄と同じ部屋で寝て、何も起こらないとはとても思えん」

「えへへ。褒ほめても何も出ませんよう先生」

「まったくだ。人をおだてて何をさせようってんですかい？」

「褒めてもいないしおだててもおらんわ馬鹿者。ともかくお前らがいる限り、姫小路兄の無事が保証できん」

「そうは言いますけど先生、わたしたちはみんな、学生寮というひとつ屋根の下で暮らしているわけで。その上まことに遺い憾かんながら、わたしとお兄ちゃんは初夜をいまだに迎えていないという実績があるわけです。今さら目くじらを立てるのも妙な話だとは思いませんか？」

「そもそも先生はあたしのことを誤解してらっしゃる。あたしは確かにいい男といい女には目がねえですが、それでも空気ってもんは読みますぜ？　第一あたしゃ、大部屋で他人の目を盗んでこっそり、なんてのは趣味に合わねえ。ヤる時はもっと堂々と、開けっぴろげにヤれる時と場合を選ぶでしょうよ」

「そうは言うがなあ……ところでそっちのふたり」

　と話の矛ほこ先さきを那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えに向けて、

「さっきから我われ関かんせず、という顔で興味なさそうな態度を取っているが。お前たちはどうなんだ？　まさかとは思うが、この機を幸いにと姫小路兄をどうこうしようと狙っているわけじゃないだろうな？」

「何を言っているのかまったく意味不明だわ、先生」

　那須原さんは髪をかき上げながら鼻を鳴らして、

「姫小路さんや生徒会長はともかく、なぜわたくしが彼女たちと同類あつかいされなければいけないのかしら。わたくしとしてはむしろ、あっきーがわたくしたちと同じ部屋で寝ることに対して、積極的に異議を唱えたいぐらいだというのに。まあ、下したっ端ぱとはいえ彼もわたくしたちの仲間ではあるから、屋根裏や物置で寝るハメにならないように、なるべく便べん宜ぎを図るつもりではいるけれど」

「僕も那な須す原はらくんの意見に同意だね」

　銀ぎん兵べ衛えは両手を持ち上げる仕草をしながら、

「もちろん僕は秋あき人との親友であるからして、なるべく彼に利するべく行動は取るわけだが。それ以上のことをどうこうしようとしているなどと疑われるのは、極きわめて遺い憾かんであると言わざるを得ないな。どうしても疑いをかけるというのであれば、それ相応の根拠を示していただきたい」

「根拠と言われれば、確かに何もないんだが……」

　冴さえ木き先生は渋い顔で、

「教師の立場で言うことではないかもしれんが、どうもお前たちは信用ならんのだ、この点に関してだけは。もちろんお前たちの能力の高さについては何も心配していないし、この件を除けばむしろこの上なく信頼できるんだが……」

　分かりますよ先生、と僕は思う。

　さすがは生徒指導部に所属してるだけはある。いいカンしてるよ。

　もちろんこの場では口が裂けても言えないよなあ……僕とハダカで寝る権利なるものが存在し、実効性を持っている、なんてことは。

「だったらわたし、協力しましょうか？」

　と申し出たのは薫かおる子こさんである。

「わたしは静しず香かと同じ部屋で寝泊まりさせてもらうことになってるけど。わたしが秋人くんたちといっしょに寝泊まりすれば、それで解決するんじゃない？」

「……薫子が？」

「そうよ。わたしはこう見えて、みんなよりぜんぜんおねーさんなんだから。わたしが監督役を兼ねれば、滅めつ多たなことは起こらないわ。みんなはわたしにとっても可愛かわいい後輩ってことになるわけだから、その程度の仕事はちっとも苦にならないし。有給を返上して一肌脱いじゃうわよ？」

「ああ、うん。そうだな。機会があればまたいずれ」

「ちょっと何よ静香。何でそんな微妙な顔するのよ」

「何でも何も」

　冴木先生はいよいよ渋い顔をして、

「君はいい友人だし能力も十分にあるんだが、どうにも抜けたところがあるというか……正直なところ、こういう仕事に向いているとはまったく思えないのだが」

「何よう。長い付き合いであるわたしを信用できないの？」

「信ずれど用いず、という考え方も大切だよ薫かおる子こ。適材適所の概念からすると、この件について君の出番はない」

「むう……だったらこうしましょう。静しず香かもみんなといっしょに大部屋で寝泊まりすればいいのよ。これなら問題解決でしょう？」

「ごめん被こうむる」

「なんでよう」

「なんでも何もない。実家に帰ってきてまで、なぜそんな真ま似ねをせねばならんのだ？　そもそも生徒の自主性を重んじるのが我が校の伝統だ、必要以上に教師が首を突っ込むのは感心できん」

「だったら話は早いわ。結論はもう出てるじゃないの」

「……まあ、そうなんだがな……」

　深々とため息をついて、

「やむをえん。姫ひめの小路こうじ兄も込みで、全員で大部屋に宿泊するように」

「うす、承知しましたぜ」

「当然の成り行きというやつですねっ」

　会長さんと秋あき子こが我が意を得たりとうなずくところを、冴さえ木き先生が「ただし」と釘くぎを刺して、

「客室の状況次第では、部屋をもうひとつ空けるぐらいのことはできるはずだ。その場合は姫小路兄の身柄がらをそちらに移すからそのつもりで」





「……となると、チャンスはそう多くねえかな」

　冴木先生と神じん野のさんが去るのを確認してから、会長さんが舌なめずりをする。

「部屋がいつ空くか分からねえとなると、チャンスと言えるのは一日かそれとも二日か……いずれにせよ行動を起こすなら早いに越したことはなさそうだぜ」

「そうはさせませんよ生徒会長。お兄ちゃんの貞てい操そうをいただくのはこのわたし、姫小路秋子と決まっているんですから」

「くくく……捕食者プレデターと呼ばれたこのあたしに盾たて突つくなんざ、なかなかいい度胸じゃねえか。何なら勝負すっか？　お前さんの兄貴をどっちが先に手て込ごめにするか」

「望むところです。お兄ちゃんを真に愛するわたしが圧倒的な正義であることを知ってもらう、いい機会です」

「……いや。そういうことなら僕、今日からでも別の場所で寝ますけど？」

「かかか、冗談冗談」

「そうですようお兄ちゃん、真に受けないでくださいよう」

　わざとらしい笑みで弁明する会長さんと秋あき子こだった。

「さあて、そんじゃ今日はじっくり骨休めして、明日からの仕事に備えるとすっか！」

「まずはお布団を並べる順番を決めましょう！　わたしとお兄ちゃんが隣同士になるのは当然として──」

「何が当然なのか理解に苦しむわね。わざわざ近きん親しん相そう姦かんを促進するような並び順を、わたくしたちが認めるとでも思っているのかしら」

「まったくだよ。秋あき人との隣に布団を並べるのは、親友であるこの僕をおいて他にはいないだろうに。なにせ僕と秋人はかつて、実際に布団を並べて寝たこともあるのだからね。経験と実績という点からいってもそれが妥だ当とうだろう」

「あっ、あの、ありさも、できれば秋人にいさまの隣がいいです！　今度はぜったいに、服を脱ぐクセを出さないようにしますので！」

　修学旅行の初日みたいにはしゃぐ一同を尻目に、僕は内心でため息をつく。

　僕らの雇用期間はひとまず、お盆を迎えるまでの二～三週間ほど、ってことになっているけど。それまでの間、果たして何事もなく平穏無事に過ごせるかどうか……不安な気持ちに駆られつつ、それでもメンバー中ただひとりの男としてしっかりしなきゃと思いつつ、いろんな意味で腹をくくる僕なのだった。





七月二十八日（前編）









　翌日は晴天。

　絶好の海水浴日和びよりである。

「今日はかなり客足がよさそうだな」

　朝の七時、海の家『しらはま』の店内にて。

　僕らの監督役＆指導役でもある冴さえ木き先生が、開店前のミーティングを始めた。

「初日から忙しくなるかもしれんが、よろしく頼むぞ？　早いうちに仕事を覚えて、きっちり給料分の働きをするように。……ふむ、しかしなかなか似合ってるじゃないか」

　新人バイトたちの格好を眺めて、冴木先生がニヤリと一笑。

　僕らはみな、そろいもそろってＴシャツに短パンなどの軽装に身を包み、『しらはま』のロゴがプリントされたエプロンを装着していた。『しらはま』で働くスタッフの、これが伝統的なユニフォームなのだそうである。

　秋あき子こを筆頭に、普段は基本的にきれいめの服を着ているお嬢さん連中ばかりだから、こういう格好をするとなんともいえない違和感がある──のと同時に『ああ夏休みのアルバイトをしにきたんだな』という実感が湧いてきて、なおかつちょっとやる気も出てきたりするから不ふ思し議ぎなものだ。

「何だか新鮮な感覚ですよね、こういうのって」

「んだねぇ。あたしゃ人を使うのには慣れてるが、使われるのには慣れてねえしなあ。とはいえ悪い気分じゃねえぜ」

「ありさはいつもエプロンをしてますし、ぜんぜんいける感じです。すぐにでもみなさんのお役に立てそうな気がします！」

「ところで素そ朴ぼくかつ今さらな疑問なのだけど。ぎんぎんは実家の事情でアルバイトが禁止されているのではなかったかしら」

「禁止されているのは報ほう酬しゆうの伴うアルバイトだよ。ギャラの発生しない労働に関してはその限りではないし、僕の給料に関しては、今回びた一文受け取らないという契約にしてもらっている。こういう貴重な体験を逃すことこそ、むしろ猿さ渡わたり家のしきたり的にはマイナスだからね、せいぜい張り切ってやらせてもらうさ」

　などなど。

　思うところは僕と同じなのか、メンバー全員がいつもよりテンション高く、良好なモチベーションでもって今日という日に臨のぞんでいるのが見て取れる。

「さて、お前たちの仕事の振り分けだが……」

　冴さえ木き先生による人材の配置は、以下の通りだ。

　厨ちゆう房ぼうに入るのは、秋あき子こ、銀ぎん兵べ衛え、ありさの三人。

　ホールを担当するのは、僕、会長さん、那な須す原はらさんの三人。

　まあ、妥だ当とうと言っていい判断じゃないかな？　さすがに教師だけあって、人の適性はよく見えているみたいだ。もちろんこの配置は、状況を見て臨りん機き応おう変へんに調整していくことになるだろう。

「お前たちのことだ、飲み込みは早いだろうし、すぐに戦力になってもらえるものと期待している。よろしく頼むぞ？」

　先生のゲキに色よく返事をし、みんなそれぞれの持ち場につこうとして、

「姫ひめの小路こうじ兄。ちょっとこっちへ」

　なぜか僕だけが呼び止められた。

「何ですか先生？」

「うむ。お前たちの手前、口ではああ言ったが──」

　小声で耳打ちしつつ、

「こう言っては何だが、率直に言って私はとても不安だ。学生寮の連中は飛び抜けて優秀だが、こういう職場に必ずしも向いているタイプばかりだとはとても思えなくてな。とはいえ上う手まくコントロールさえできるのなら、最上級のパフォーマンスを発揮してくれるのも間違いない。今の私の気分を三さん国ごく志しでたとえるなら、呂りよ布ふを部下に持った劉りゆう備びの気分だ」

「なるほど。言わんとするところは分かります、はい」

「そこで頼みがある。お前の力で、あいつらがどうにか上手く立ち回れるよう、面倒を見てやってもらえんか」

「僕が？　ですか？」

「私も何かと忙しくてな、ずっと付きっきりで監督するというわけにもいかんのだ。それにウチの父と母は歳のせいか、どうにも若い者に甘い。正直なところ、教育係としてはまったくアテにならん」

「はあ。そうなんですか」

「そこでお前の出番だ。お前は何だかんだいって常識的な感覚と判断力を持ってるし、まずまずしっかり者でもある。元々は寮長もやってたわけだし、まとめ役としての適性は十分だと言えるだろう」

「いやー、高く買っていただけるのはありがたいんですけど……先生は知ってるでしょ？　僕の仕事と神じん野のさんが追っかけてきた理由。この場にいるだけでもスケジュールがけっこうヤバい状況なんで、これ以上仕事が増えるのはちょっと……」

「もちろん薫かおる子こには内緒だ。あれは怒ると意外に怖いのでな。それとお前のバイト代にはちゃんと色を付けるつもりだ。働きに応じた当然の報ほう酬しゆうとして」

「いや、しかしですね」

「お前しかいないのだ。任せたぞ？」

　というわけで、最後には強引に押し切られてしまった。

　うーむどうしたものか。引き受けるにしたって、僕とて専門家ではないのだから、やれることは限られるわけで。せいぜいみんながとんちんかんなことをやらかさないよう、目を配ることしかできないだろう。

　まあいい。

　確かに僕は、いつの間にかそういうポジションのキャラになってるし、適任にはちがいない。むしろみんなの仕事が上手に流れさえすれば、僕は確実に楽ができるようになるわけで、そうなれば執筆に多くの時間を割さけるかもしれず──ふむなるほど。考え方次第では悪い話でもないのか。上う手まくすれば給料も上がるらしいしね。

　よし。

　それでは不ふ肖しよう・姫ひめの小路こうじ秋あき人と、謹つつしんでお役目を頂ちよう戴だいし、いろんな人の輝かしい未来のために一肌脱ぐとしますか！






　　　　＊







　ごく短い研修を受け、おおむね仕事の流れを掴つかんだところで、海の家『しらはま』は開店の運びとなった。

　とはいえ、まずはお客さんが入らないことには仕事にならない。

　そして僕らご一行が臨時のバイトとして入ってるため、それなりに人員の余裕はある。

　さらには他のライバル店に負けないためにも、店の良さをアピールするための役職──つまり客引きをするスタッフが必要である。

「おう。だったらあたしに任せときな」

　自信満々に名乗りを上げたのは会長さんだった。

「まだ早い時間だしな、放っておいても客がわんさか入ってくる、みたいな展開にはなりにくいだろう。ここはあたしが獅し子し奮ふん迅じんの活躍をして、この店の売り上げに貢献してみせようじゃねえか」

「会長さんが、ですか……？」

「おいおい姫ひめの小路こうじ秋あき人と、そんな不安そうな顔すんじゃねえよ。あたしゃお前さんたちの上に立つ生徒会長なんだぜ？　たとえ経験したことがなくたって、大抵の仕事は人並み以上にできらあな」

「まあそれはそうなんでしょうけど」

「心配すんな。この海の家には、そんじょそこらのアイドルなんざ目じゃないくらいのきれいどころがそろってんだ。きっちりアピールさえできるなら、順番待ちの行列ができる程度には客入りが見込めるはずだぜ」

　と言って、自信満々に単身、表に出て行った。

「……相変わらずのビッグマウスですね、あの人は」

「むしろわたくしは、あの会長が大口を叩たたいてない時を見たことがないわ。『口から先に生まれた』という言葉の典型というか、全身がすべて口だけでできているというか」

「とはいえ、したたかで抜け目のない人物だからね会長さんは。あれだけ言うからにはきっと、口ほどにもある成果を上げてくれるんだろうさ」

「お客さんがたくさん来てくれて、商売繁盛になるといいと思います。ありさたちもがんばりましょう！」

　残りのメンバーたちはそんなことを言いつつ、会長さんの出陣を見送る。

　はてさて、どういう結果になることやら。

　いつもの日本刀こそぶら下げてないものの、眼帯はつけてるし、肉食獣っぽい雰囲気も相変わらずだし。客寄せというよりはむしろ客避よけになりそうな気がしなくもないんだけど。まあ客が入らないなら入らないで、残った僕らはお客さんが入った時のシミュレーションでもして熟練度を上げればいい。むしろ会長さんが客引きに手こずってくれた方が好都合──とか思っていたら。

　ほんの二十分後にはもう、店内は押すな押すなの大盛況になっていた。

　スタッフ一同、てんやわんやの大騒ぎである。

　冴さえ木き先生のご両親はもちろんのこと、本来なら厨ちゆう房ぼうを担当するはずだったメンバーまで駆り出さなければ、接客もままならないほどになってしまった。

「ちょ、ちょっとこれは忙しすぎるんじゃないでしょうか、お兄ちゃんっ!?
 」

「うーん、そうだねえ……」

「お客の入りがいいのは結構なことだが、これでは適正なサービスを提供することができそうにない。ましてや僕らの仕事に関する習熟度も低いとあっては、このペースで営業を回していくのは無む謀ぼうと言わざるを得ないよ」

「そうね、ほどなく破は綻たんするのは目に見えているわね」

「商売繁盛はものすごくいいことだと思いますけど、ちょっとペースが速すぎる気がします～！」

　というわけで、いったん客の入りを制限しよう、ということになった。

　店の営業をみんなに託し、わずかな隙すきをみつけて表に出る。

　ずらりと並んだお客さんの先、客引きに精を出している会長さんの姿を見て──わずかな時間で満員札止めになった理由を、僕は理解した。

　あーそうだ、そうだった。

　これがあったんだよね、会長さんには。

「会長さん」

「あら秋あき人と様。どうされました？」

　ちょうど今しがた新たな客を列に加えた会長さんが、こちらを向いて微笑ほほえんだ。

　そしてこの語調を見てもらえればもう分かってもらえるだろう──現在の彼女はいわゆる裏バージョンに変身していた。

　眼帯を外し、トレードマークの肉食獣的な笑みの代わりに上品極きわまる微笑みをうかべ、ご丁寧に栗くり色いろのヅラまで被かぶって、見事に化けおおせている。ついでに小道具として麦わら帽子まで装着し、良家のお嬢さまっぽい態を演じているあたり、まったくもってしたたかであると言わざるを得ない。
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「……なるほどね、そういうことでしたか。そりゃあお客さんが大量に引っかかるわけですよ、会長さんのそれを見せられちゃね」

「ふふ、ありがとうございます」

　会長さんは夏の太陽に負けないくらいの、弾けんばかりの笑顔をつくって、

「客引きの仕事となれば、やはりこちらの方が断然ウケはよろしいですから。もちろんいつものキャラでも十分にモテるのですが、あちらは初見でいきなり、というのは難しく、それなりに段階を踏んでいく必要がありますので……今回のような短期戦にはあまり向かないのですよ」

　と、そう言ってる間にも、そばを通りかかったカップルの男の方が、会長さんに目を奪われて立ち止まり、女性の方から耳を引っ張られたりしている。ベタだなあとは思いつつも、僕も逆の立場だったらそうしちゃうかもなあ、と納得するわけで、

「ところで中の様子はいかがです？　商売繁盛していますでしょうか？」

「あ、はい。実はそれなんですが。どうにもこう、会長さんの客引きの成果が現れすぎてて、正直あっぷあっぷな状態でして。もうちょっとお客さんの数を制限できたらな、って思ってまして、はい」

「そう、ですか。お店のためにと思って、わたし一生懸命にがんばったのですけど……それが裏目に出てしまったのですね。悲しいことです……」

「あ、いや。ええと」

　目を伏せて悲しげな声を出す会長さんに、僕は言葉を詰まらせてしまう。なんか調子狂うなあこういうの。

「うふ、冗談ですよ秋あき人とさま」

「えっ？」

「実はわたしも、ちょっとお客さまを捕まえすぎたかな、と思っていたところなんです。調子に乗って、ついつい仕事に励はげみすぎました。お客さまを呼び込みすぎても逆効果だということは分かっていましたのに……ごめんなさいね」

「ああいえ、そういうことでしたら。まあ仕事の成果が出すぎて反省するってのもあべこべな話ですし。とりあえずいったん客引きを止めて、接客の方に集中しましょう。それでいいですか？」

「ええそうですね、そうしましょう」

「一段落したら、また会長さんに客引きの腕前を発揮してもらうことになると思いますし。その時にまた、思う存分に仕事をしちゃってください。このくらいの行列なら、しばらく時間があれば消化できるはずだから──」

「あ、ごめんなさい。実はこれでも列を制限しておりまして。もう少し列が減ったら並びに来る、と予約していただいたお客さまも、相当な人数になるのです」

「げ。てことはあれですか、たとえこの行列を消化したとしても、あとからあとからわんさかお客さんがやってくる、ってことですか……？」

「そういうことになります」

　おおう、なんてこった。

　恐るべきは会長さんの客寄せ能力の高さよ……この時点でもすでに、冴さえ木き先生としてはしめしめといった感じだろうなあ。現場の下したっ端ぱ労働者は阿あ鼻び叫きよう喚かんだけど。

「というわけで、わたしはしばらくこの場に留とどまりたいと思います。予約されたお客さまにも、新たに並ぼうとするお客さまにも、それなりの説明が必要でしょうし」

「ですよねえ。すいませんがよろしくお願いします」

「いえいえ。お気になさらず」

　とか言ってる間にも、ナンパ目的と思おぼしき男ふたり連れがそばを通りかかり、会長さんを見て足を止め、なにやら相談していたりする。ホントに寄せ餌としての能力が高いなこの人……普段のあのキャラはむしろ、必要以上に男を惹ひきつけないようにするためのカモフラージュなんじゃないか、って思えてきたよ。

「ていうか会長さん」

「はい？」

「いま気づいたんですけど。ひょっとして実家で暮らしてた時は、そっち
 が標準だったんですか？　外に出る時だけ、眼帯と日本刀のキャラで通していたとか」

「ふふ、さてどうでしょうか。何でしたらご自分で確かめてみてはいかがです？　わたしと一晩ともに過ごせば、どちらがわたしの地の顔なのか明らかになると思いますが」

「いえ。遠慮しておきます」

「それは残念」

　言って、ころころ笑う会長さんだった。

　ううむ……相変わらず食えない人というか、謎な人だ。

　開けっぴろげなようでいて、実はいちばん素顔を見せていないのは会長さんなんじゃないだろうか……いやでもそう考えることは、会長さんの思おも惑わくどおりという気がしてくるし。ていうかこうしてあの人のことに思考を割さいている時点で、術中にハマってしまっているようにも思えてくる……。

　何にしても一ひと筋すじ縄なわではいかない人だよな、と改めて思いつつ、僕は行列を縫ぬって店内に戻るのだった。
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　行列をあるていど調整し始めてから、店内はやや落ち着きを取り戻してきた。

　注文や調理のペースが適正なものに近くなってきた、というのもあるけど……根本的にウチのメンバーはスペックの高い連中ばかりだから、というのが大きい。ピンチに際してスイッチが入ると、ものすごい勢いで環境に適応し始めて、あっという間にベテラン店員のような働きぶりを示すようになってきた。

「ラーメン二人前、カレーライス一人前、お好み焼きと焼きそばもそれぞれ一人前ずつ入ります！　それにビールとウーロン茶も！」

「三番テーブル、片付け終わってます！　六番と七番も一分あればなんとか！」

「かき氷三人前あがってるよ！　しょうが焼き定食と唐揚げ定食もあと少し！」

　こうなるともう、ホールとキッチンの区別もほとんど意味がなくなってくる。スタッフ全員が入り乱れ、やれる仕事に片っ端から手を付けては、片付けていく。

　頼もしく、勇ましく、そして戦意に満ちた声が、店内を所狭しと駆け巡る。店員のテンションが乗り移ったのか、お客さんたちの注文も気前よく、そして食事を平らげるペースもひどく速い。

　そうしてざっと一時間後。

　ようやく行列を消化し、一息つけるタイミングが訪れた。

　十分ほどではあるけど、僕らは交代で休憩に入ることにする。馬鹿みたいに忙しかったけど、実はまだお昼のピーク前。今のうちにすこしでも休んでおかないと、今日一日を乗り切る前にリタイアしかねない。

　でもってこの休憩時間も、僕にとってはある意味仕事の時間、ということになりそうだった。

　例によって仕事の合間のわずかな時間を見つけ出し、バックヤードの休憩室へと向かう。

　そこに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子でうなだれているメンバーがひとり。

「那な須す原はらさん。だいじょうぶ？」

「……あっきー？」

　真っ白になった明日のジョーみたいな格好をしていた生徒会副会長は、力なく首を上に向けて、

「ふふ。燃え尽きたわ、とっつぁん。真っ白にね……」

「うん。お約束のボケをありがとう」

「ふ……そうね、確かにお約束よね。ここまでキレの悪いボケをかますなんて、わたくしの十六年の人生においても前例がない事態よ……」

「いや？　いつもこんな感じだと思うけど君って」

「……ッ!?
 　そんなはずはないわ、上かみ方がた漫まん才ざい協きよう会かいにおいて将来を嘱しよく望ぼうされているこのわたくしが、この程度のボケしか繰り出せないなんてこと、そんなことがあるわけないのよ。これは陰謀よ。おそらくはＣＩＡかＫＧＢあたりの……ふふ、とうとうこのわたくしの居所をつかんで、先手を打ってきたというわけね。だけどそうは問屋が卸おろさないわ、かくなる上はわたくしの最終奥おう義ぎ、一いつ子し相そう伝でんのあの技をもって──」

「あーいや。無理はしないで。しゃべりながら打開策を練ってるのは分かるけど、なんか出口が見つからなさそうな感じだから」

　苦しそうな那な須す原はらさんを、僕はあわてて止める。

　キャラは相変わらずだけど、やっぱり調子は悪そうだよなあ。いつもだったら彼女、もう少しまともな返しをするよね？　冗談にしたって、上方漫才協会のホープを自称してるぐらいなんだし。

「とりあえず隣、いいかな？　あ、それとお茶をもらってきたから、いっしょに飲もう」

「……そうね。そうさせてもらおうかしら」

　那須原さんがペットボトルのお茶を受け取り、僕は隣の椅子に腰掛ける。

　ふたり並んでお茶を飲みながら、沈黙の時間を過ごすことしばし。

「……やっぱ無理だったねえ」

「……そうね。無理だったわね」

　僕が遠慮がちにポツンと漏らし、那須原さんは素直に認める。

　何が、と問われれば他でもない。

　海の家『しらはま』でのアルバイトが、である。

「那須原さんが夏休みのアルバイトを提案した時は、『ああひょっとして家事全般はぜんぜんダメだけど、アルバイトだったら大丈夫なのかな』とか思ってたんだけど。まったくそういうことはなかったんだね」

「ふふ。自慢じゃないけれど、わたくしの家事オンチは筋金入りよ。やってみれば意外に何とかなるんじゃないかなー、という一いち縷るの望みに賭けて、今日という日に臨のぞんだのだけど……残念ながら神はわたくしを見放したようだわ」

「……ちょっと分の悪い賭けだったんじゃないかなあ、それ」

「仕方がなかったのよ。あの日、夏休みに何をするのかという話し合いにおいて、わたくしは『できない子』の烙らく印いんを理り不ふ尽じんにも押されようとしていたわ。その事態を打開するためにも、何らかのアピールをせざるを得なかったの」

「でも、もっと他にやり方はあったんじゃないかな。あと、別に理不尽に烙印を押されかけた、って事実もないと思う」

「要するにわたくしは見み栄えを張りたかったのよ」

「そういうのは考えなしにやっちゃダメです」

「そうよね……」

　ふう、とため息。

　ほんとに調子悪そうだけど──まあそれもやむなしか。周りのメンバーたちが獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せる中で、ひとりだけ右往左往し、上げた成果といえば皿とグラスを割ったことと、客の注文を取りちがえることぐらいとなれば、さすがに鉄てつ面めん皮ぴ美少女の表情も曇くもるというものだ。

　今日のところは調子が悪い、ということで、他のみんなはあまり気にしてないみたいだけど。このままの状態がつづけば、いずれ那な須す原はらさんの家事能力に関する無能さが明るみに出るのは時間の問題。自分の弱点を隠している立場の彼女としては、そういう事態は極力避けたいはずだ。

「それにしても徹てつ頭とう徹てつ尾び、家事の適性がないんだなあ、那須原さんって」

「……そうね。我ながらびっくりするほどにね」

　僕としてはかつて、那須原さんの弱点を知り、その弱点を克服するべく助力する──家事全般のやり方をこっそりレクチャーする──と約束した身であり、だけど日々の忙しさにかまけてぜんぜん約束を果たせなかった身でもある。

　基本的には那須原さんの自じ業ごう自じ得とく、にはちがいないけど。

　できることなら何とかしてあげたい。

「ホールとキッチンの仕事は無理として……じゃあレジ打ちを専門にやるとかも、だめ？」

「だめでしょうね。経理とか簿ぼ記きとかの仕事ならできるでしょうけど、レジ打ちはたぶん無理。それはもう家事の範はん疇ちゆうに入ってしまうわ」

「レジ打ちが家事の範疇、ってのも妙な話だけどね……じゃあさ、今から気合い入れて仕事を覚えていくとか？　トライ＆エラーを繰り返していけば、人間誰しも学んでいけるものだし。失敗は成功の元、の精神でさ」

「どうかしらね。わたくしが仕事をマスターするよりも、使えないバイトの烙印を押されてクビになる方が早いと思うわ」

「となると、会長さんに代わって客引きの仕事をするとか。那須原さんだったら、立ってるだけでもお客さんが釣れるだろうし」

「そうね。そのくらいしかないわね……」

　と言いつつも、那な須す原はらさんの表情は浮かない。

　たぶん、彼女としてはひとりだけ使えないっぷりを発揮していることが、悔しくて仕方ないのだろう。そして『自分にもできる仕事』を代わってもらうんじゃなくて、『自分にしかできない仕事』をこなすことで面目躍如したいにちがいない。

　うん。

　凹へこんでいるからなのか、今日の那須原さんはわりと感情が素直に表に出るよな。なんか新鮮な感じでいいんじゃないだろうか。こういう女の子が相手であれば、僕も手助けするモチベーションが一段あがるというものである。

　さあて、一体どんな手で傷心の彼女に救いを差し伸べるべきか？

　少し考えたのち、僕は妙案らしきものをひとつ思いついた。

「じゃあさ那須原さん。漫才でもやる？」

「……まんざい？」

　めずらしくきょとん顔をする那須原さん。

「まんざい、とはどういうことかしら」
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「どういうことも何も。漫才って言ったら、意味するところはひとつしかないと思うけど」

「……ぜんざいの仲間か何か？」

「あんこの中にお餅が入ってる甘いやつじゃなくて。むしろ今のやり取りの方」

「……？」

「君、前からやりたいって言ってたでしょ？　僕とコンビを組んでお笑い業界に殴り込みをかけたいとかどうとか」

「ええ、言っていたわ。それが何か？」

「たとえばだけどさ、僕と君とが漫才を披ひ露ろうして、余よ興きようがわりにするなり、客寄せにするなりしてさ。そうしたらひょっとすると、この海の家の営業にかなり貢献できるんじゃないか、って。他の人にはたぶんできないだろうからね、そういうのは」

「……とすると、つまり」

　なおもきょとん顔のまま、

「あっきーがわたくしと漫才コンビを組んでくれる、ということなのかしら」

「うん。さっきからそう言ってるんだけど」

「……！」

　下積みの長かった女優がいきなり主演に抜ばつ擢てきされた、みたいな顔をする那な須す原はらさん。

「まさかの提案だわ。あっきーの方からコンビ結成を申し出てくれるなんて。わたくし、夢でも見ているのかしら」

「そこまで奇跡的なことが起きたとは思わないけど……」

「そんなことはないわ。わたくしのアプローチに対してあなたはずっと素そっ気けなかったし、最近ではちょっと諦あきらめかけていたところもあったのよ。お笑い業界の歴史に残るであろう名コンビ誕生の可能性を摘つんでしまうのは痛恨の思いではあるけど、相あい方かたにやる気がないのであれば何を言っても無駄だし、あっきーが別の人生を歩むことも、それはそれで仕方のないことだと思い始めていたところだったわ」

「は、はあ」

　ちょっとびっくりである。

　那須原さん、ホントの本気で言ってたのか、漫才コンビの話。

　それともこれって、彼女のいつものボケなのかな？　ちょっと判断つけづらいな……。

「がぜんやる気が出てきたわ。さっそく台本を考えてネタ合わせをしましょう」

「いやいやちょっと待って。そんないきなりは無理だから。それにぼちぼち休憩時間も終わっちゃうし」

「もはやこの時間は休憩のためのものではないわ。わたくしたちにとっては立派に仕事のうちよ。売り上げに貢献できる方法を思いついた、ということで、他の人たちには理解を求めることにしましょう」

「どうかなあ……理解を得るのはちょっと大変な気が……」

「仮に余よ興きようがわりにするなら、それ相応のレベルは求められるでしょうし、曲がりなりにもプロフェッショナルとしての仕事、ということにもなるわ。ましてわたくしたちが結成するコンビのデビューともなれば、下手なネタを披ひ露ろうすることなんてできないでしょう。伝説の序章にふさわしい、世間がアッとおどろくようなパフォーマンスを示す必要があるのよ」

「……いちおう言っとくけど、期間限定だからね？　今後もずっと君と漫才をやるのか、って言ったら、そういうわけじゃないからね？」

「問題ないわ。わたくしのレベルの高さを知れば、むしろあなたの方からコンビ継続を申し出てくるでしょうから。チャンスさえ与えられれば、あっきーの考えを百八十度変えるだけのパフォーマンスを示すことなんて、造ぞう作さもないことよ」

「それはどうかなあ……これまでけっこう何度も君のボケを見てきたけど、わりと微妙だな、ってずっと思ってたよ？」

「ふふ。本当に楽しみだわ」

　那な須す原はらさんは僕の評価をスルーして、

「一体どんなネタを披露しようかしらね。正統派の漫才もいいけれど、コントの方向に持っていくという手もあるかも……ああそうだわ、舞台に上がる時の衣装をどうするかも考えないと。とはいえこんな事態は想定してなかったから、ごく普通の服しか持ってきていないし……今すぐ注文すればオーダーメイドが間に合うかしら……」

　何やら生き生きと、今後の予定を考え始めていたりする。

　うーん……いつもの調子を取り戻してくれたのはいいけれど、ちょっと効果がありすぎたのかも？　コンビ結成を持ちかけたのは早まったか。

　ていうか僕、忙しい忙しいと言っておきながら、どんどん自分から仕事を増やしちゃってるような気がする。お人ひと好よしもほどほどにしておかないと、そのうちほんとに自分の首を絞めることになりそうだよな──と反省しつつも、那須原さんをフォローできたことについては大いに満足してしまうのであった。
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　持ち回りで全員が休憩を取り終わり、お昼のピークがやってきた。

　職場のボス（冴さえ木き先生のお父さんとお母さんだ）から聞いたところによれば、今日の調子だとビジータイムは午後三時ぐらいまで続くかも、とのことである。

　となると、いよいよ気合いを入れないとここは乗り切れないかもしれないな……兜かぶとの緒おを締しめて集中していかないと。

　それからほどなくして、目に見えてお客さんの流れが増えてきた。

　会長さんの仕業ではない。二に階かい堂どう嵐あらしはこの時間、ホールに入っている。だからこれは百パーセント天然の、混じりっけなしの混雑だ。

「ウーロン一、ラムネ一、オレンジジュース二！　おあとフランクとじゃがバターがそれぞれ一人前ずつ入るぜ！」

「追加のギョーザと唐揚げ、今から出ます！」

「ごめんなさいお皿足りないです！　どなたかヘルプお願いします！」

「カレーとラーメン、あと二分待ってくれ！　それとお米が足りなくなりそうだから誰かよろしくお願いするよ！」

　倒れるヒマもないくらい忙しい、と思ってたさっきまでより、さらに輪をかけてすごい状況になってきた。入れるお客さんのキャパは変わらないけど、注文と消費の速度が比べものにならないくらい速くなっている。いやはやこれは……想像はしてたつもりだけど、想像以上に、飲食業って大変な戦場なんだなあ。

　とはいえ、僕らの仕事に対する習熟度は上がる一方。疲労度を気力でカバーできれば、まだまだなんとかなるはず──と思ってた矢先だった。

「おーいぎんぎん、さっきのフランクとじゃがバターはまだかい!?
 」

「その前のカレーとラーメンもまだですか!?
 　お客さんから催さい促そくきてます！」

　どうにか流れていた現場が一カ所、滞り始めた。

　銀ぎん兵べ衛えが担当しているキッチンである。

　よし、どうやら出番だな。長年の親友である彼女のピンチとあれば、駆けつける僕もいちだんと気合いが入るというもの。あいつには借りもたくさんあるし、こういう時にこそ返しておかないとね。

「銀兵衛！」

　例によってどうにか時間をやりくりし、キッチンに駆け込む。

「だいじょうぶ!?
 　手を貸そうか!?
 」

「いいや。それには及ばないよ」

　バックオーダーを山ほど抱え、溺おぼれる寸前みたいな形相で業務をこなしているのだろう──と思いきや。親友の反応は、思いのほか落ち着いたものだった。

「大変ではあるが、ここは僕に任された職場だ。僕の責任できちんとこなしてみせるさ」

「いやでもさ、わりと調理が遅れ始めてるというか。今はまだ平気だけど、そのうちお客さんからもクレームが来そうな感じというか」

「ふむ。確かに」

　忙しく立ち働きながらも、銀ぎん兵べ衛えは冷静に、

「とはいえ雑な仕事をすることはできないからね。僕は僕の持ちうる最大限の力を、今の業務に注ぎ込むつもりだ。その結果として調理が遅れるのであれば、それはやむをえないところだろう」

「いや、それはそうなんだろうけど──」

　と言ったところで僕は気づいた。

　キッチンであるからには、調理器具や調味料などは一通りそろってるのが当たり前だし、事前に研修を受けた際にそれは確認したはずなんだけど。なんか見覚えのない包丁とかフライパンとか、香辛料とか調味料とかが、所狭しと並んでる気が……。

「オーナー夫妻に掛け合ってね」

　僕の視線に気づいたのか、銀兵衛が説明する。

「僕が必要と判断したものを急きゆう遽きよ、可能な限り集めてもらった。僕の申し出をすぐさま受け入れてくれたオーナー夫妻の度量には、感謝と敬意を表したい」

「……？　というと？」

「オーナー夫妻には申し訳ないのだけど」

　と前置きしてから、

「正直なところ、この店で出す料理の数々は、一般的なレベルと比較して高いものとは言えなかった。いやもうはっきり言ってしまうと、ぜんぜん美お味いしいものではなかったんだ」

「そりゃまあ……ねえ？」

「もちろん分かってはいるさ。海の家とは本来そういうものだ。低コストの商品に高い付加価値をつけて売るのも、商売という観点からすれば至し極ごくまっとうなことだろう。だがしかし、現在のこの海の家の経営は、果たして本当にうまくいっていると言えるのだろうか？」

「うまくいっている……ようには見えるけどね。ご覧の通り、お客さんは満員御礼の状態だし」

「うむ。確かに満員だ。押すな押すなの大盛況と言ってもいいだろう。だけど来年や再来年以降はどうかな？　今日のような商売繁盛っぷりを再現できる保証はあるのかい？」

　ないだろう。

　ぶっちゃけたところ、今こうしてお客さんがわんさか来てくれてるのは、ホールに出ているメンバーがきれいどころぞろいだからであり、あるいは会長さんが行ったプロモーションの成果が今も続いているからである。海の家『しらはま』が、他のライバル店にくらべて特別にレベルの高い店というわけじゃない以上、結論は明らかだ。

「今の僕はしがないアルバイトに過ぎないが」

　銀ぎん兵べ衛えはいよいよ忙しく働き回りながら、

「できることなら、雇用主に対して可能な限りの利益を供与したいと思っている。そして無給で働いている以上は、ただ働くだけじゃなくて、何かしら自分のキャリアにとってプラスになることをやっておきたい」

「というと、具体的には何を？」

「この店の改革さ。ごく平凡な海の家である『しらはま』をコンサルティングして、売り上げを倍増させる。その上で十年、二十年先も安泰と太鼓判を押せるだけの経営基盤を築き上げる」

「な、なんか壮大な話になってるなあ……」

「そうでもないだろう。猿さ渡わたり家を継ぐ立場の人間としては、その程度の商才は発揮できてしかるべき。まして料理は僕の得意分野のひとつだからね、結果は出して当然と考える次第さ」

　絶え間なく手を動かしながら、

「さて、それで話が最初に戻るわけだが。ここが飲食店である以上、もっとも重要視すべきは料理のはず──なんだが、多くの海の家がそうであるように『しらはま』もまた決して美お味いしい料理を提供しているわけじゃない。やはり何よりもまず、そこを改善しておかなければ、他でどんな工夫をしてもけっきょくは空むなしいだけだ」

「でもさ銀兵衛。正直言って、海の家ではそれほど手の込んだ、コストの掛かる料理は出せないだろう？」

「もちろん限度はあるだろうね。だけど限られた予算と時間で料理を美味しくすることは、決して不可能じゃない」

「ふむ……？」

　よくよく見ると、銀兵衛がいま作っているのはカレーライスである。

　いや、作っているという表現は語弊があるか。カレーというものは本来、仕込みの時点で調理のほとんどが終わっている料理だ。温めてごはんの上にかければそれで終わりのはずである。

　だけど銀兵衛はそこに、どこからか取り寄せた香辛料をその場でブレンドして加え、何やらアレンジをしているのだった。そしてその成果だろう、安物のレトルトだったはずのカレーが、ひどく鮮烈な、良い香りを放つものに変身していた。

「スパイスの類というのは、決して原価の高いものではないからね。上手に仕入れをすればかなり安く手に入るのさ。そしてカレーという料理は、わずかなスパイスの加減で劇的に味が変わる料理の代表なんだ。……よし待たせたね、カレーライス一丁あがり。さて次は──」

　銀ぎん兵べ衛えが目を向けたのは、ぐらぐらとお湯の煮立つ大鍋。

　そこではラーメン用の麺が茹ゆでられていて、そばにはスープの入ったラーメンどんぶりも用意されてるんだけど……んん？　これもまた、『しらはま』が本来出していたはずのラーメンとは少し違うような？　どこにでもある袋入りの生ラーメンだったはずなんだけど、妙にいい香りがするぞ。

「カツオやアジやサバの節粉。それと焦こがしラードを足してみた。応急処置のようなものだが、効果は劇的だよ。香りと旨うまみが大きく変わるからね。むろん、いずれもさして原価は高くないものだ」

　言って、銀兵衛はお湯から麺を上げた。

　手慣れた様子で湯切りをして、どんぶりに盛りつける。

　おお……なんだこれ。応急処置とか言ってるけど、少なくとも香りの雰囲気に関しては、そこらの本職のラーメン屋と比べても遜そん色しよくのないものに変貌しているじゃないか。もちろんどんぶりのデザインや具の種類なんかは元のままだから、ぱっと見の印象はそこまで変わらないのだけど、わずかな工夫で大幅にレベルアップしたことは動かしようのない事実だろう。

「とはいえ、おままごとのようなものさ」

　次の料理に取りかかりながら銀兵衛は笑う。

「オーナー側の許可は取っているし、順調にいけばアルバイト期間中にかなりの実績を上げることはできると思うけど。言ってはなんだが、しょせんは海の家ひとつの売り上げが上下するだけのことだ。報ほう酬しゆうのない仕事にそこまで力を入れる理由にはならない。だが仮にそうだとしても、ただのお遊びでやりたくはないのさ。なにせ僕は凝こり性なのでね、何事も半はん端ぱにやるのは好まないんだ」

「……銀兵衛」

「うん？　なんだい？」

「君、将来はフードコーディネーターでも目指してみたら？　実家の家業を継ぐよりも、その方がぜんぜん生き生きと仕事をしそうな気がする」

「ふふ、それもいいかもしれないね。考えておこう。──さて、そろそろ君も持ち場に戻りたまえ秋あき人と。試行錯誤の研究を重ねながらだから、いささか調理の速度は落ちるかもしれないが、最終的にこの店を利することになるのは保証する。一時的に営業効率は落ちるかもしれないし、皆にも心配をかけてしまうだろうけど、ご理解いただければ幸い、といったところだね」

「分かった。みんなにはそう伝えておくよ」

「よろしくお願いする。わざわざ気にかけてくれてありがとう、秋人」

　銀ぎん兵べ衛えの笑顔を見届けてから、僕はキッチンを後にする。

　さすが、というべきかなんというか……僕よりも次元がひとつ上の、それもちょっと斜め上気味の発想をする親友だよあいつは。二週間もあれば『しらはま』はきっと、海の家には似つかわしくない、知る人ぞ知る名店に変貌していることだろう。そうなった時の冴さえ木き先生の反応が見物だな、とほくそ笑みつつ、僕は自分の仕事に戻るのだった。
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　そんなこんなのあれこれを経つつ、ようやくピークの時間が終わりつつある。

　とはいえ会長さんの客引き効果のおかげもあってか、引き続いて客足はよい。スタッフがみんなでそろって一息つく、という状況にはほど遠く、一人ずつが交代で休憩に入るのが精一杯だ。なんだかんだで店じまいするその瞬間までは、気の抜けない時間が続くことだろう。

　かく言う僕も、ローテーションからして次には休憩の順番が回ってきそうである。息をつく間もなく働いてきたし、柔らかい椅子と一杯のお茶が心の底から恋しい。うーん、早く休憩時間になってくれないかなー。

　待ち焦こがれつつ、時計とにらめっこしながら労働に勤いそしむのだけど。待てども待てども休憩の時間が回ってこない──というのはつまり、現在休憩に入ってるメンバーがなかなかバックヤードから出てこない、ということなのだけど。はてさて、一体どうしてしまったのだろうか？　疲れがたまってついウトウトしちゃってるとか？

　本来僕が休憩に入るはずだった時間が、十分、二十分と過ぎるにつれ、さすがにちょっと心配になってきた。

　居眠りしちゃってるだけなら問題ないとして、それ以外の理由で出てこれないのだとしたら？　たとえば過労で倒れちゃってるとか。バイト初日から全力で忙しかったし、あり得ない話とは言い切れないよな……。

　だんだん居ても立ってもいられなくなってきた。

　他のみんなに断りを入れてから、バックヤードの休憩室をそっとのぞいてみると──

「いやあ、本当にありさちゃんは偉いねえ」

「本当、本当。ありさちゃんは立派だよ」

「いえ、そんなことないです。ありさなんて、他の人に比べればまだまだです。みなさんの足を引っ張らないようにするのが精一杯です」

　……ほっ、よかった。特に何事もなく、元気にしているみたいだ。

　でも妙なことに、ありさがひとりで居るわけじゃなくて……後ろ姿しか見えないけど、あれって冴さえ木き先生のお父さんとお母さん、だよな？　あのふたりもいつの間にか休憩に入ってたのか。

「足を引っ張らないようにするのが精一杯だなんて、ほんとに控ひかえめな子だねえ。今時の若い者は、みんな自分のことばかり考えてて、謙虚さってものが足りないというのに。なあ母さん？」

「ええ、ええ、そうですよ。お父さんの言うとおりですよ。ありさちゃんは本当に立派ですよ。まだまだ小さい子供なのにねえ」

「立派だなんて、とんでもないです。勉強の足りないことばかりで、まだまだ未熟なんだなって思う毎日です。……あの、ところでそろそろ休憩時間が終わってしまうので。ありさ、お仕事に戻らないと……」

「おお、そうだそうだ。ところでありさちゃん、おまんじゅうは好きかい？　なあ母さん、確かまだ残ってただろう、あのおいしいやつ」

「ええ、ええ、お父さん、確かにまだ残ってますよ。ささ、ありさちゃん、このおまんじゅうはね、知り合いの和菓子屋さんが作ってる、とってもおいしいおまんじゅうなの。よかったら食べてちょうだい」

「あ、ありがとうございます、いただきます。……じゃあこのおまんじゅうをいただいて、それからお仕事に──」

「ところでありさちゃんや。聞けばお前さん、外国帰りなんだってね。帰国子女、というんだったっけな」

「すごいねえ、外国帰りだなんて。じゃあ出で稼かせぎに行って、帰ってきたってことなのかい。そりゃやっぱ偉いねえ、まだほんの子供だってのに。しかも夏休みだってのに遊んだりせずに、こうしてうちで働いてくれてるなんてねえ、さぞかし大変だろうに」

「いえあの、外国へは出稼ぎではなくて、勉強をしにいってました。それにここで働かせてもらうのも、勉強のうちだと思ってるので、大変とは思ってないです。それに学生寮のみなさんと働けるのは、とても楽しいことです。苦労なんて、ぜんぜんありません」

「おう、おう、なんとも健けな気げな話じゃないか。こんなありさちゃんがせっかく働いてくれてるんだ、儂わしらもその心意気には応えてやらにゃならん。今日からありさちゃんの給料を倍にしようと思うんだが、どうかね母さん？」

「ええ、ええ、もちろん大賛成ですよお父さん。こんな子にたくさんお給料をあげないなんて、バチが当たるというものですよ。むしろ倍じゃなくて三倍ぐらいあげてもいいんじゃないですかねえ」

「いえ、あの、だいじょうぶです。ありさ、みなさんと同じお給料で……」

　ふむ。

　このシチュエーションはあれか。おじさんおばさんの茶飲み話に捕まってしまった、っていう構図か。ありさは誰にでも好かれるタイプだけど、ご年配の方々には特にウケがいいからなあ。

「あの、ごめんなさい。ありさ、そろそろお仕事に戻らないと──」

「いやいやいけないよ、ありさちゃん。もっとしっかり休んでくれないと、お前さんを預けてくれてるご両親にも申し訳が立たないよ。なあ母さん？」

「ええ、ええ、お父さんの言うとおりですよ。休むのも仕事のうちですよ」

「はうう、でも、もう休憩の時間は過ぎちゃってますし……それにありさの次は、秋あき人とにいさまが休憩に入ることになってますから、にいさまをお待たせするのは……」

「ところで母さんや。儂は思うんだが、ありさちゃんみたいな子が儂らの孫になってくれたら、とてもうれしいことだと思うんだがのう」

「ええ、ええ、分かりますよお父さん。いっそのことありさちゃんが我が家の家族になってくれないか、って思いますよねえ、ええ」

「へあっ!?
 　あ、ありさがですか!?
 」

「そうだよ、ありさちゃんがだよ。なにせウチの娘の静しず香かは、どうにも色っぽい話には縁がなくてねえ。器量は悪くないはずなんだが、見合いを勧めても鼻を鳴らすばかりで興味を示さんし……」

「そうなんですよねえ。あの子はひとりっ子でね、早くいい旦那をみつけて跡継ぎをつくってくれんと困るんだけどねえ」

「儂らそれまで生きていられるかのう、母さん……」

「死ぬまでには孫の顔を拝みたいですよねえ、お父さん……」

「あ、あのっ、元気出してください！　おふたりのお孫さんにはなれませんが、おふたりのためになることなら何でもします！　なので元気を出してください！」

「おやまあ、やさしいこと言ってくれるじゃないか。やっぱりいい子だねえお前さんは」

「まったくですよ。ありさちゃんほどいいお子さんは、世界中どこを探したっていやしませんよ、ええ」

「ところで母さんや。冷蔵庫にスイカが冷えてただろう？　あれをありさちゃんに出してあげなさい」

「ええお父さん、そう思ってもう用意してあるんですよ。ちょっと待っててねありさちゃん、おいしいスイカを今から持ってくるからね」

「あ、ありがとうございます。あのでも、そろそろお仕事──」

「いやいやいけないよ、ありさちゃん。もっとしっかり休んでくれないと、お前さんを預けてくれてるご両親にも申し訳が立たないよ。なあ母さん？」

「ええ、ええ、お父さんの言うとおりですよ。休むのも仕事のうちですよ」

「ええとでも、もう休憩の時間は過ぎちゃってて……」

　……なんか、だんだん状況が見えてきた。

　一見すると、『ちょっと耄もう碌ろくしかけているご夫妻が、似たような話題を繰り返しつつ、孫ほど歳の離れた女の子を茶飲み話に付き合わせている』構図に見えるけど。たぶんこれ、わざとやってるよあの人たち。

「ところでありさちゃんは、シュークリームは好きかい？　知り合いに腕のいい洋菓子屋さんがあるんだが──」

「ウチの静しず香かも、決して子供が嫌いなわけじゃないはずなんだがねえ、自分の子供ということになると、どうにも二の足を踏むみたいで、それでいまだに孫のひとりも──」

　思えば今日、ありさは働きづめだった。

　それも大人と同じ仕事量をこなそうと張り切っていて、そのがんばり屋さんっぷりに頭は下がるのだけど、年齢的にはどうしたって無理がある。その影響は見た目にもハッキリと表れていて、休憩に入る前の彼女はずいぶんと顔色が悪そうだった。しかも早め＆長めに休憩を取るように勧めても、頑かたくなに断り続けて、懸命に働いてたんだよな。

　で、おそらく。

　ご夫妻もそのことに気づいて、あの手この手を駆く使しし、ありさを引き留めているんじゃないだろうか？

　だとしたらナイス判断である。意外にガンコなところもあるありさは、こういう時に限っては僕の言うことを聞いてくれないのだけど、けっこうお年を召したご夫妻が相手となれば話は別だ。究極のいい子キャラであるありさは、敬老精神だって人並み以上に持ち合わせているのだから。

「あの、ごめんなさい。もっとお話ししたいのは山々なんですが、ありさそろそろお仕事に戻らないと──」

「ごほっ、げほっ。むういかん、持病のシャクが出て咳せきが……ごほっ、げほっ」

「だ、だいじょうぶですか!?
 」

「おや困りましたね。お父さんはいったんそれが出てしまうと、女の子に背中をさすってもらわない限り治らないんですよねえ。なんでも現代の医学では解明できない、原因不明の難病だとかで……」

「分かりました！　ありさ、背中をさすります！　こんな感じでいいですか!?
 」

「おうおう、気持ちいいねえ。おかげでずいぶんと楽になったよ」

「ありがたいねえ、ありさちゃんがいてくれると大助かりだねえ」

　ありさとご夫妻の様子を確認して、僕はそっと休憩室を後にする。

　この分だと僕が休憩に入るタイミングはなさそうだけど、子供の負担をなるべく軽くするのは年長者の役目。その点も計算に入れた上でのご夫妻のファインプレーなのだろうし、僕もありさの保護者としてその意は汲くまないとね。

　さて、それじゃもう一踏ん張り、アルバイトを頑張るとしますか！
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　そんなこんなで迎えた夕暮れ時。

　海の家『しらはま』の営業は、無事に終了の運びとなった。

「おつかれさまです、お兄ちゃん！」

　椅子に背を預けてへばっている僕に、妹が声を掛けてくれた。

「飲み物、なにかお持ちしましょうか？」

「あー……うん。お願い。じゃあ冷たいお茶を」

「はい！　ちょっと待っててくださいね！」

　そう言って秋あき子こが持ってきてくれた麦茶を飲んで、ようやく人ひと心地ごこちついた気分になる。

「……ていうか秋子」

「はい。なんでしょう？」

「お前って、タフだねえ」

「はいっ。体力には自信あります！」

　その笑顔には一点の曇くもりもなく、肌色も艶つやっ艶つやで、今すぐ夜勤のアルバイトをよろしくと頼まれても嬉き々きとしてこなしてしまいそうである。

　他のメンバー全員が、あの会長さんですら例外なくヘバっている中、である。

「確かに秋あき子こは頑丈な子だったよなあ。昔から病気とかもあんまりしなかったし。兄妹ふたりで遊んでる時でも、お前から疲れてやめちゃう、ってパターンは記憶にないし」

「ふふ、実はそうなんですよ。そしてそのことは、お兄ちゃんのお嫁さん候補としても極きわめて重要なアピールポイントになっていることを、秋子は今のうちに強く強く主張しておきたいと思います。家庭を守る女は、何よりもまずタフさがないと務まりませんからねっ。あ、あと頑丈な身体をしていると、たくさん子供が産めます！」

「こら。どさくさに紛れてまたそういうことを言う」

　叱ってはみるものの、しかしひどく納得できる主張でもあった。

　それは今日一日、メンバー全員の仕事っぷりをそれとなく見守っていた僕が、ひいき目なしに断言できる。

　そもそも海の家のアルバイトに関しても、秋子がもっとも飲み込みが早く、もっとも精力的に業務をこなしていた。ミスらしいミスもなく、常に笑顔で明るい接客に徹てつし、仲間をよくフォローしてもいた。

「うーん、でも確かにね。完璧な仕事っぷりだったよ今日の秋子は。文句のつけようがない、って言っていいんじゃないかな」

「でしょう？　そうでしょう？」

「傍はたから見てて、まったく危なげもなかったし。ほんとに今日が初めてなのか、ってくらいに堂々としてたし」

「えへへ、ですよねえ？　わたしもそう思います」

「どれだけ忙しくてギブアップしそうになってもさ、秋子がぜんぜん疲れも見せずに縦横無尽に働いてるのを見ると、なんだか元気が湧いてくるというか。ああ、こっちももっと頑張らなきゃな、って思わされて、限界のさらにもうちょっと先まで行けそうな気がしてくるんだよね」

「うふ。わたしの有能さを認めてもらえましたか？」

「そりゃあもう、おったまげるくらいに認めたよ。他のみんなも口にこそ出さないけど、秋子の働きっぷりには舌を巻いてるだろうし、感謝もしてると思うね。秋子がいなけりゃ、たぶん今日の営業はどこかで破は綻たんしてたんじゃないかな」

「むふふ。もっともっと、もっともっと褒ほめてください」

「いやー、秋子ってほんとに頼りになるよなあ。どうか今後も『しらはま』のエースとして僕たちを導いていってくれ。お前がいないともう、僕たちはやっていけないと思うんだ」

「いえいえ、それほどでもないですよう」

「いよっ、大統領！　日本一！　秋あき子こは人類史上最高の妹だよ！」

「でへへへへ
 ……」

　だらしない顔で笑み崩れて、身体をくねくねさせる秋子。

　そんな彼女に僕も笑いかけながら、

「いやあ本当、頼りになるいい妹を持ったよ僕は。これだったら今回のバイトの件に関しては、秋子のことは放っておいても大丈夫だよな？」

「えっ？」

　笑顔のまま固まる秋子。

「僕がいなくても、僕がサポートせずとも、秋子はちゃんとひとりでしっかりやっていける。他のメンバーだとそうはいかないから、何かと気にかけてなくちゃいけないんだけど、秋子に関しては問題ないよね？」

「えっ、えっ。それってどういう……」

「会長さんはどう転ぶか分からないし、那な須す原はらさんは危なっかしいし、銀ぎん兵べ衛えは凝こり性すぎて足下がおぼつかないし、ありさはまだまだ子供だし。他のみんなはそれぞれ、盤石ってわけにはいかない。その点、秋子は何も心配ない。手の掛からない仲間がひとりでもいてくれるのは、ほんとうに心強いよ」
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「……ええと。お兄ちゃんの言ってることを総合するとですね」

　秋あき子こは冷や汗をかきながら、

「つまりお兄ちゃんはこの先、海の家でのアルバイト中ずっと、わたしのことを構ってくれない、ということでしょうか……？」

「そうだね。まあそういうことになるかな」

「…………
 」

　秋子はなおも表情を強こわばらせている。

　と思いきや、急に背中を丸めて、

「うううっ!?
 　こ、これはどうしたことでしょう！」

「えっ？　な、何が？」

「わたしの身体に憑ひよう依いしていた働き者の霊が、たった今どこかへ行ってしまいました！　これでは明日以降、きびきび働くことができません！　ああ何ということ……残念です、残念すぎます。これではお兄ちゃんの手を煩わずらわせてしまうことに……」

「清すが々すがしいくらいあからさまだなあ」

　僕の白い目にもへこたれず、秋子は猿芝居を続けて、

「ごめんなさいお兄ちゃん。そういうわけですので、ちゃんと秋子のことを構ってくれないと、とても困ったことになりますよ？　お皿を割ったり、飲み物をこぼしたり、注文とは別の料理をお客さんに出したりしちゃいますよ？」

「こら。冗談でもそういうことを言うんじゃありません」

「だいじょうぶです、お店にはちゃんと被害が出ないようにしますから。お皿は割れても問題ない使い古しのを選びますし、こぼすのはお水だけにしておきますし」

「とにかくそういうことだから。今回の僕はけっこう手いっぱいで、秋子だけでも安心して見ていられると、正直かなり助かるんだよ。だから駄だ々だをこねないで、今日みたいにしっかり仕事をしてほしいな」

「むうう」

　ふくれっ面をする秋子だけど、それもつかの間。

　しばし黙考した後、真面目な顔で口を開いて、

「ではこうしましょうお兄ちゃん。わたしはお兄ちゃんのリクエストどおり、明日からも今日と変わらずちゃんと働くことにします」

「うん。それでこそ僕の妹だ」

「そして想定外の仕打ちを受けているにもかかわらず、そんな風に前向きな発言をできるわたしは、とてもいい子だと思うわけです」

「うんうん確かに。いい子なのは間違いないね」

「なのでわたしとしては、お兄ちゃんからそれ相応のご褒ほう美びをもらうのは、これはもう至し極ごく当然の権利というか、もはや義務だと思うわけなのですが。そのあたりお兄ちゃんはどのようにお考えなのでしょうか？」

　ふむ。

　やっぱそうきたか。

　なんとなく、こんな展開になるんじゃないかとは思ってたんだけどさ。

「じゃあ聞くだけは聞いてみようかな。どんなご褒美がほしい？」

　どうせこの妹のことだ、キスしてくださいとか抱っこしてくださいとかいっしょの布団で寝てくださいとか、そんな要求を出してくるに決まっている。もちろんこっちとしてはそんな要求を呑のめるはずもなく、言下に断るしかないのだけど、

「はい。お兄ちゃんがケガをすることも病気をすることもなく、無事にこの夏のアルバイトを終えること。それがわたしの望みです」

　……んん？

　え？　なんだって？

「お兄ちゃんがケガをすることも病気をすることもなく、無事にこの夏のアルバイトを終えること。それがわたしの望みです、って言ったんですけど……だめですか？　秋あき子このお願いは聞いてもらえませんか？」

「あーいや。聞くも聞かないもないというか、最初から僕はそのつもりだ、っていうか。僕に限らず、誰だって健康でいたいだろうし」

「よかった。じゃあ約束ですよ？　ケガとか病気はもちろんですけど、無理をするのもだめですからね？」

「ああうん、そりゃもう。余裕で約束するけどさ」

　戸と惑まどいつつ、僕はさらに問い返す。

「ええとじゃあさ。キスしてくださいとか、そういうことは要求してこないの？」

「はい。要求しませんよ」

「抱っこしてくださいとか、いっしょの布団で寝てください、とかも言ってこない？」

「はい。言いません」

「……はっ？　ひょっとしてそういう初歩的な要求はすっ飛ばして、一気に結婚してくださいとか言ってくるつもりだな？　その手には乗らないぞ？」

「いえ、そういうつもりもありませんけど……」

　むむう？

　これは異常事態だぞ？

　天下無双のブラコン妹が、こういう状況で無茶な要求をしてこないなんて。さては雹ひようが降ってくるのか、それとも槍やりが降ってくるのか……。

「そんな真剣に悩んだ顔しないでくださいよ、お兄ちゃん」

　秋あき子こは困り笑いをして、

「わたしはただ、お兄ちゃんのことが心配なだけですってば。だって、近頃のお兄ちゃんはちょっと頑張りすぎですもん」

「頑張りすぎ？　僕が？」

「だってそうでしょう？　わたしを引き取ってくれてからこっち、お兄ちゃんはずっと働きづめじゃないですか。わたしといっしょに暮らすための準備を整えてくれたり、生活に必要なお金を稼かせいできてくれたり。それだけならまだしも、生徒会に入ってあれこれ仕事をしたり、いつのまにか学生寮の寮長みたいな立場になってたり。ありさちゃんが管理人になってくれて、だいぶ楽になるかな、って思ったら、今日なんかもお兄ちゃんやっぱり忙しそうでしたし。他のみなさんのことをずっと気にかけて、ずっと見守っていましたよね？　たぶん、冴さえ木き先生から頼まれたのだと思いますけど」

「あー。うん。お察しの通りで」

「お兄ちゃんは何だかんだで頼りになるし、人がいいから、そういうのをあたり前のように引き受けてて。そういうお兄ちゃんもわたしは好きですけど、でもそれと同時にずっと歯がゆくも思ってて、できるだけお兄ちゃんの支えになりたいとも思ってたんです。もちろんわたしだって、お兄ちゃんにいろいろ負担をかけてしまっている側ですから、肩身は狭いのですけど……でもだからこそ、今はある意味、わたしにとってはチャンスといいますか。こういう時こそ、少しでもお兄ちゃんのお役に立ちたいといいますか、お兄ちゃんの足を引っ張らないよう、しっかり自分の務めを果たすことで、せめて貢献したいというか──ええとすいません、何だか自分で言ってて纏まとまらなくなってきましたけど、ええとつまりわたしが言いたいのは」

　真摯に語っていた秋子が、そこで力強くうなずいて、

「お兄ちゃんが、心身ともに健康で、無事でさえいてくれれば。それがいちばん嬉うれしいことでして。なので、わたしにとってのご褒ほう美びは、そういうことでして、ハイ」

「……そっか。なるほどね」

　うん。

　これでようやく腑ふに落ちた気分。

　いや、そんなこと言っちゃ失礼だよな。秋子はひたすら僕のことを思って、こう言ってくれてるんだから。たぶん、本当はもっと僕に甘えたいだろうし、いつもみたいにいろんな要求もしたいだろうに……逆に言えば、それだけ僕がテンパってるように見える、ってことか。僕のことをいちばんよく見ている彼女の発言だ、しっかり真面目に受け止めないといけないよな。

「わかったよ秋あき子こ。なるべく忠告に従うことにする。ありがとね、わざわざ気を遣つかってくれて」

「とんでもないです。わたしの方こそ、お兄ちゃんにはいつも感謝、感謝です」

　いやしかし何だ。

　こんな風に〝普通〟の秋子が急に表に出てくると、ちょっと戸と惑まどっちゃうよな。ブラコン色の薄い秋子って、僕の記憶にある六年前の彼女の姿だし、最近ではかなりのレアキャラになりつつあるし。

　ていうか、秋子からブラコン変態発言を取り除いたら、ただの最高の妹になっちゃうというか。それは望むところのはずなんだけど、いざその可能性を目の前に提示されると……ねえ？　なんだかちょっと……。

　嬉うれしいけど素直に喜べるかと言われればそうでもない、痛いたし痒かゆしの気分を覚えつつ、何にせよ秋子にあまり心配をかけないようにしなきゃな、とあらためて心に決める僕なのだった。





七月二十八日（後編）









　へとへとに疲れた海の家のバイトが終わり、夜を迎えて。僕ら学生寮ご一行に、ようやくスイッチを切り替えられるタイミングが訪れる。

　むさぼるように夕食を掻かき込み、ついウトウトしそうになるのを我慢して風呂を済ませるころには、みんなそろって限界が訪れた。

　誰からともなく無言で布団を敷き始め、次から次へとシーツにくるまり始める。

　タフネスを誇った秋あき子こでさえ例外なく、である。

　もはや睡眠を取らない限り、指の先一本動かすのも、息をするのさえ億おつ劫くうな有様。周りのみんながあっという間に寝息を立て始める中、僕の意識もまたあっという間に闇の中に引きずり込まれていくのだった──。





　……という感じで一日が終わってくれるのなら、まだしも幸福な部類に入るのだろうけど。しばらくの仮眠を取ったのち、僕は目を覚まして布団から起き出した。

　寝付けないわけじゃない。

　むしろまったく逆で、正直今日ぐらいは泥のように眠りたいところなんだけど。身体が、状況が、それを許してくれない。基本的に僕は毎日原稿を書く習慣が身についているし、神じん野のさんに対しては、一日ごとに原稿の進み具合を報告するという約束をしちゃっているのだ。

　豆電球がひとつだけ点ついた暗い部屋の中、僕はもぞもぞとノートパソコンを取り出し、テーブルに向かう。

　あくび混じりにシステムを起動。ワープロソフトを立ち上げて、さあ孤独な戦いの始まりだ。昨日進めた原稿を読み直しながら、頭を仕事モードに切り換えようと努める。

「…………
 」

　と言っても、さすがにすぐには無理だ。眠いし疲れてるし。そもそも慣れない環境だし。この状況ですぐさま切り替えられるほどには、僕はまだプロフェッショナルになりきれていない。

　そう、慣れない環境といえば。

　だだっ広いこの大部屋もそうだけど……何よりもやっぱり、僕の周りでずらりと布団を並べているメンバーたちだよな。

　秋子に那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えに会長さん、それからありさまでもが。そろって身を横たえ、すやすや寝息を立てているんだ。

　あらためて考えると、なんだかすごい画えヅラである。

　ほんの半年前までは、こんな状況に自分が置かれるなんて、夢にも思わなかったよな。

　作家としてはもうデビューしてたし、妹を取り戻す準備を着々と整えてたし、その準備もクライマックスに近づいてはいたけど──それでもまだ、そのころの僕はどうにか普通の高校生と呼べる範囲に収まってたはずで。だけど今はもう、ちょっと無理だよなあ。これでもまだ普通だよ、って言ったら袋だたきにされそうだ。

　なんにせよ、気になる。

　いや、もちろんヘンな意味ではないんだけどね？　僕にとってここにいる彼女たちは皆、とても大切な人なんだから、間違っても妙な気は起こしたりしないよ。僕は一応、それなりに立場のある人間で、しかも冴さえ木き先生をはじめとするいろんな人に頼られてる身でもあるんだし。まさかそんな破は廉れん恥ちなことなんて、ねえ？

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「──ぷ」

　くくく。

　あはははは
 。

　なーんてな？

　そんなお上品な考え方をするとでも思ったか？

　よし。そろそろいいだろう。

　女どもは疲れ果てて眠りこけ、起き出してくる気配は微み塵じんもない。

　バカな連中だ。すっかり普段の僕に──いや、この俺にだまされて油断しやがって。

　確かに常日頃の俺は、いかにも草食系の、毒にも薬にもならない雰囲気を醸かもし出している。だがそれは、あくまでも世の中を渡っていくために都合がいい、という理由があるからに過ぎない。

　よくよく考えてもみろ。

　俺の周りにはイイ女がずらりと揃そろっていて、しかもひとつ屋根の下で暮らしていて、おまけにどいつもこいつも警戒心ゼロときてやがる。いやむしろ、進んで俺にアプローチをかけてくる輩までいる始末だ。

　人畜無害を演じている方が好都合であり、またそれが功を奏しているからこそ、あえて素そっ気けない態を演じてはいるが……そんな状況でまともな男が何も反応しないなんて、そんなことがあり得ると思うか？

　いいや断言できるね。

　そんな馬鹿げた事態はあり得ない。

　いや、あってはならない。

　男たるもの、据すえ膳ぜんは食ってしかるべし。

　ただし状況は選ばなきゃならん。チャンスがあったからといって手当たり次第に食い散らかしていちゃあ、そりゃただの動物だ。

　男たるものは、いや少なくとも俺が俺であるためには、そんなダボハゼどもと同じステージに身を置いてはならない。

　エサを目の前にぶら下げられてもすぐには食いつかず、最適の、最良の状況が訪れるのを冷静に待って、粛しゆく々しゆくと行動に移る。それがクールってもんだろ？

　そして今、絶好の機会が訪れた。

　女どもは昼間の激務で体力を消費し尽くし、普段の俺の姿にコロリとだまされ、男の前で無防備な姿をさらすという愚を犯した。

　頃合いだろう。

　もし仮に、女どもがヒスを起こして苦情を申し立てることがあっても、処理できるだけの用意と算段は整っているから問題ない。

　さあて、どいつから食ってやろうか？

　アナスタシアか、銀ぎん兵べ衛えか、嵐あらしか、ありさか──いいやこの際だ、いっそのこと全員まとめて一気に面倒をみてやるのも悪くない──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　なーんてね。

　そんなわきゃーない。

　妄想の世界から舞い戻ってきて、僕は「ふう」と一息つく。

　うーん。

　いかんなあ。

　実を言うとこれって、あんまり褒ほめられたものではない、僕のクセなのだ。

　原稿を書き始める前の、ちょっとした儀式なのである。

　新人作家の僕が言うのもおこがましいけど……作家ってやつは、作品の世界の中に入るために、何かしらのステップを踏む必要のあるタイプがほとんどを占める。

　そりゃそうだろう？

　何の切り替えも必要なく、日常生活を送るのと同じテンションで、呼吸するみたいにすらすら原稿を書ける作家なんて、ほんの一部の天才だけだ。そして僕は残念ながら、その一部には含まれていない。

　つまり先ほどの妄想はそういうことなのだ。

　可能な限り気分を盛り上げ、作中に入り込むために必要な、涙ぐましい努力なのだ。

　なんせ僕の書いてるジャンルが、官能小説と呼んでいいレベルのものだから。執筆モードに入る前後はどうにもこう、暴走しちゃうんだよなあ。お見苦しいところをお見せして申し訳ない。

　今夜の執筆作業が終わるまで、ずっとこんな感じになるかもしれないけど、どうかご容赦願いたい次第だ。

　さて。

　それではぼちぼち仕事モードにも入ってきたことだし、始めるとしようか。

　いま書いているのは『禁じられた愛の物語』の続編。愛する妹・秋あき菜なと離ればなれにさせられた主人公の秋あき男おは、ひどくすさんだ生活を送るようになり、酒もタバコも女もやりたい放題の、立派なちんぴらに身を落としてしまっている。最愛のものが手元にないというやり場のない怒りと悲しみを、自分の身を傷つけることで癒いやそうとしている──そんなシチュエーションを、現在は執筆中だ。

　盛さかり場ばの用心棒としてその日暮らしを送っている秋男には、愛人がいる。

　その名を軽かる井い沢ざわエカテリーナ、という。

『ねえアッキーオ』

　四畳半のカビ臭い部屋の、窓の手すりの部分に腰掛け、全裸にバスタオル一枚の扇情的な姿で。エカテリーナは冷たく、抑よく揚ようのない声で言った。

『あなた、いつまで昔の女を引きずるつもり？』

『……何の話だ？』

『とぼけないで。毎日抱かれていればそのくらいのことは分かるわ』

　ツインテールにした金髪をかき上げ、青い瞳でこちらをじっと見つめながら。エカテリーナはさらに続ける。

『わたくしのくちびるを奪う時も、わたくしを愛あい撫ぶする時も、わたくしの中で果てる時でさえ。あなたの目はわたくしの向こうに誰かの姿を映しているでしょう？　何もわたくしひとりだけを見ていなさいとは言わないけれど、抱いてる時ぐらいは自じ重ちようしたらどうなの？　でなければこちらも興ざめするというものだわ』

『……ふん。言いがかりはよせ』

『言いがかりなどではないわ。そもそもアッキーオ、あなたという人は──』

『片腹痛いな。化けの皮を被かぶった女からの説教など願い下げだ』

『？　どういう意味かしら？』

『お前が解体の憂き目にあった軽かる井い沢ざわ財ざい閥ばつのひとり娘であることは、調べがついている。俺の実家である殿との大おお路じ家とコネクションを結びたがっていることもだ。おおかた父親の命令でホステスに身をやつし、俺に近づこうとしたんだろうが……残念だったな』

『…………
 』

『不意を突かれて声も出ないか？　残念だったな目的を果たすことができなくて。この俺を甘くみた報いだ』

『……知っていて──その上で、抱いたというの？』

『ああ、なかなか具合がよかったぜ？　お前が俺の敵だと分かっていなければ、もう少し抱き心地ごこちを楽しんでやったんだが。その点だけはいささか悔くいが残るよ』

『──この人でなし！』

　逆上したエカテリーナが、憤ふん怒ぬの表情で飛びかかってくる。

　が、もとより秋あき男おの相手になるはずもない。眉ひとつ動かさずにエカテリーナの関節を取り、布団に組み伏せる。

『きゃあっ!?
 』

『ふん、みじめだな。没落した名家の令嬢の末路とはこういうものか……』

『くっ──殺しなさい！』

『殺す？　まさか、誰がそんなもったいないことを。お前にはまだ利用価値がある』

『冗談じゃないわ。もう誰かに利用されるなんて真っ平ごめんよ。これ以上他人からいいように使われる人生を続けるぐらいなら、もういっそ──』

『俺の女になれ。エカテリーナ』

『えっ？』

　秋男の言葉に、逃れようともがいていたエカテリーナの動きが止まる。

『お前はいい女だ。俺のパートナーにふさわしい』

『なっ、何をバカな……誰があなたなどと！』

『没落した財閥などには興味がない。お前の後ろで糸を引いている連中も眼中にない。が、お前には惹ひかれている。この俺が、ただひとり惚ほれた女のことを、わずかな間とはいえ忘れてしまうほどに、な』

『ふん。誰がそんな世よ迷まい言ごとを信じると？　わたくしとあなたは敵同士だというのに』

『ああ、確かにな。お前と俺の関係を考えれば、普通は誰も信じはしないだろう。だがエカテリーナ、他ならぬお前が信じたがっている。口とは裏腹に』

『このわたくしが？　言いがかりも大たい概がいに──』

『俺は毎晩、何度も何度もお前を抱いた。お前もまた、誰よりも激しく俺を求めてきた。それがすべてだ。誰を偽ることも叶かなわぬ真実だ』

『…………
 っ』

『素直になれエカテリーナ。自分を偽るのはもう、今日で終わりにしよう』

　くちびるを噛かみ、顔を背そむけるエカテリーナ。

　が、それも長くは続かない。

　やがて彼女の口がちいさな声をもらす。

『……約束、して』

『なにを？』

『わたくしだけを見てくれると。わたくしだけを愛すると。そうしてくれるなら──』

『ああ。お前だけを見る。お前だけを愛する。誓って約束しよう』

『……アッキーオ！』

　涙を流し、エカテリーナが激しく求めてくるのへ、秋あき男おはそれに倍する激しさで応じる。

　むろん秋男の中にあるのは、目の前の女に対する愛情でもなければ、欲情ですらない。

　彼にとって大切なのは、愛するべきなのは、ただひとり妹の秋あき菜なだけ。内心でほくそ笑みながら秋男は決意を新たにする──遠からず妹を必ず取り戻す。そのためには何でも利用する。まずはこのエカテリーナが、数多く必要な手て駒ごまのひとつになってくれるだろう。優秀な手駒にするためにも、今はせいぜい楽しませてやらねばなるまい。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふむ」

　そこまで書いて、僕は声に出して一息つく。

　さてどうしたものかな。

　ちょっと安っぽい気がしなくもないけど、まずまずこんなところだろうか？　エンジンの掛かり始めにしてはむしろ上出来な部類に入る気もする。

　さしあたっての問題は、僕がアウトロー的な小説に慣れていないことと、身近な人間を登場人物のモチーフにしているために、素に戻るとモニョッとした気分になってしまうところだろうか……まあこれぞ職業病というか、作家の業ごうというやつであって、この道で生きていく対価として受け入れるしかないところなんだけど、

「ふふ。いけない人ね、あっきー」

　──背筋が凍った。

　後ろからささやき声。

　振り返らずとも誰なのかは分かる。

「夜中にこそこそ起き出して何をしているかと思えば。まさか小説を書いてるなんてね。それも官能小説だなんて」

　背中に寄りかかられる感触と、首に回される両腕。そして首筋をくすぐる吐息。

「いや。ちがうんだ那な須す原はらさん。これには理由が──」

「理由？　ええあるでしょうね理由ぐらいは。誰が何をするにしたって、理由のないことなんて何ひとつないでしょうから。今ここで問題にするべきなのは」

　指先が僕の頬ほおを這はう。

　その動きはまるで、熱帯に生息する極彩色の蛭ひるのようで。

「あなたがこんな小説を書いているということ。そしてこれまでそれを隠してきたということ──ちがうかしら？」

「いや待って。誤解だ。聞いてくれ。これは」

「弁明など聞きたくはないし、そもそも無用だわ。わたくしがいま言いたいことは、とてもシンプルなひとことだけ」

　そうして彼女は口にするのだ。

　僕の耳元に、悪魔のささやきを吹き込むべく。

「わたくしの奴ど隷れいになりなさい。そうすれば、わたくしは今夜見たことをすべて忘れてあげるわ。そしてあなたはこれまで通りに人生を送っていくことができるでしょう」

「ど、奴隷？　何を馬鹿な──」

「嫌だというのなら、ええ別に構わないわ、それならそれで。その時は宣言どおりにわたくしはあなたの秘密を明かし、皆に真実を知ってもらうまでのこと。そうなった時が見物よね？　あなたがこれまで隠していたこと、隠した裏で何をやっていたかを知って、皆がどんな反応をするのか」

「っ!?
 」

「そうしてもし仮にそうなった時、わたくしは皆にこう提案するでしょう。あっきーの秘密を全員で握って、全員であっきーを奴隷として所有しましょう、って」

「ふ、ふん、ばかばかしいね。そんな提案、みんなが受け入れるわけがない」

「さあどうかしらね？　自分で言うのも何だけれど、わたくしは口が達者だから。その程度の交渉は難しくもなんともない、と個人的には思っているけれど？　まあ、あなたがばかばかしいと思うなら、きっとそうなのでしょう。あなたの中では、ね」

「…………
 っ」

「まあわたくしは別にどちらでもいいのよ、どちらにせよあなたを奴ど隷れいにすることには変わりないのだから。ねえあっきー、あなたはどちらがお好みなのかしら？　わたくしひとりに知られ、わたくしひとりに所有されるのと。わたくし以外の人間にも知られ、みんなからもてあそばれるのと」

「ま、待ってくれ、ちょっと──」

「待たないわ」

　那な須す原はらさんの右手が、左手が。僕の身体をまさぐり始める。

「くっ!?
 　な、なにを!?
 」

「じっとしていて」

　驚くべきことに、彼女のテクニックはひどく的確だった。

　知りうるはずもないだろうに、僕の急所を狙って、やさしく、執しつ拗ように。

「──ううっ!?
 」

「黙って。皆が目を覚ますわ」

　耳たぶをくすぐるささやきが、僕の理性をとろかしていく。

　肌に触れるやわらかい感触。

　酸っぱいような、甘いような、不可思議だけどひどくよい匂い。

　那須原アナスタシアという少女の、渾こん然ぜん一いつ体たいとなったエキスが、まるである種の酸みたいに、僕を急速に浸食していくのだ。

　限界はあっさり訪れた。

「やんっ」

　猛もう然ぜんと振り返り、僕は那須原さんを押し倒す。

　目が合った。

　那須原さんはいつもと変わらない。

　ひどく落ち着いた、酷なほど冷静な瞳で、じっと僕を見つめてくる。

　彼女の目に、僕はどんな姿で映っているんだろう──きっと脂あぶら汗をだらだら流し、これから指でも詰めさせられるちんぴらみたいな顔をしているにちがいない。

　豆電球に照らし出された、那須原さんの身体。

　浴衣の肩口のあたりがはだけ、白くてやわらかそうな胸元が、きわどいところまでさらけ出されている。僕の喉が湧いてもいない唾つばを飲み込もうとして上下する。

「ふふ。いいわよ」

　那な須す原はらさんが笑う、

「好きにしてくれて、無む茶ちや苦く茶ちやにしてくれて構わない。わたくしがすべて受け止めてあげるから」

「…………
 」

「何ならわたくしが、あなたを無茶苦茶にしてあげようかしら？　そうしたらもう、きっと後戻りできなくなるわ。あなたを何度も何度も、最後の一滴まで、わたくしの中で果てさせてあげる」

「…………
 」

「そうしてあなたは爪の先から髪の毛一本まで、このわたくしのものになるのよ。まさかこの期に及んで嫌だとは──」

　みなまで聞かなかった。

　無我夢中で覆おおい被かぶさると、那須原さんは抑えた音量で、しかし明らかにそれと分かる嬌きよう声せいをあげる。

　その甘い声に僕はよりいっそう昂たかぶり、目の前の女をむさぼり尽くすべく、精力のすべてを注ぎ込んで──
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　……。

　…………
 。

　………………
 。

「はっ!?
 」

　目が覚めた。

　いつの間にかうつらうつらしちゃってたらしい。キーボードの上に、恥ずかしながらよだれの跡が尾を引いている。

　うーむいかん。昼間の疲れに身体が耐えられないみたいだな。やる気はみなぎっているつもりなんだけど、首から下がぜんぜんついていけない。

　頭を掻かきつつ後ろを振り返る。

　そこには僕以外の学生寮のメンバーたちが五人、呼吸すら忘れたみたいに静かに寝入っている。

　むろん、そこには那な須す原はらさんの姿もあった。他の誰よりもしっかり熟睡しているらしく、むろん起き出してきて僕の背中にしなだれかかってくるなんて、夢か空想以外にはとうてい考えられない。

　うわー。

　なんか今ごろになって顔が熱くなってきた。

　いかんいかん。モチーフは身近なところから、ってことで、那須原さんを参考にしたキャラを描いてたものだから。夢の中にも思いっきりそのイメージが影響しちゃったらしい。何ともはや、参ったなあ。

　いちおう僕の名誉のために言わせてもらうけど、常日頃からあんな妄想にふけっているわけじゃない。那須原さんを、生徒会の仲間であり同じ寮生である彼女を、そんな妄想のタネにするなんて、けしからぬことだ。官能小説のキャラクターのモデルにしてるのも、やむにやまれずという面は少なからずあるのであって、その点はぜひとも考慮していただければ幸いである。

　あーくそ。

　そんな風に心の中で弁明してる間も、心臓はドキドキしっぱなしだ。中身はともかくとして、那須原さんが文句のつけようのない美人だけに、今後は何かと意識してしまうことになるかもなあ……ええい、これも小説家の業ごうとして受け入れるしかないのかっ？

　悲嘆に暮れつつ深呼吸。

　いろいろダメージを負った僕だけど、締しめ切りは待ってくれない。今日の分のノルマはどうあってもクリアしないと寝られない。

　とはいえ、このままさっきのシーンの続きを書くのは、さすがに筆が進みかねる。ここはひとつ、書きかけの別のシーンに移るのが最善の策ではあるまいか。僕は物語を頭から尻尾しつぽまで順番に書いていくのではなく、思いついたシーンを時系列無視でどんどん書いていって、最後にパズルみたいに組み上げていくタイプなので、こういう時はとてもありがたい。

　テキストファイルをスクロールしていくと、おあつらえ向きのシーンを発見した。

　該当のシーンはこんな感じだ。

　妹を奪われて以降、雌し伏ふくの日々を過ごしている主人公の秋あき男おは、ある日、とある昔なじみと再会する。

　秋男はその友人のことを、疎遠になってからも常に気にしていた。相手の友人もまた、秋男との友ゆう誼ぎを片時も忘れてはいなかったゆえに、ふたりの仲は急速に回復。かつてのように親しく交流を持つようになる。

　しかし友人──名を蟹かに沢さわ金きん之の助すけという──は、秋男がかつての秋男とはまるで別人のようにすさんだ生活を送っていることを知り、その更正のために粉ふん骨こつ砕さい身しん、尽くすことになるのだが……

『いい加減に目を覚ましたまえ、秋男！』

　雨降りしきる横町の片隅で、金之助は魂から声を振り絞しぼる。

　だがしかし秋男は街灯の照らし出す下、傘も差さずに皮肉げな表情をつくって、

『いい加減に、とは何のことだ？　金之助』

『とぼけても無駄だよ。君が妹くんを取り戻すためにあれこれ画策していることは、すべて僕の知るところだ。馬鹿な真ま似ねはやめたまえ』

『ふ──』

　だがしかし秋男の表情は、よりいっそう皮肉めいた色を増していくばかりで、

『何か勘違いをしているようだが、俺は別に隠していたわけじゃない。その気になればいくらでも隠し通せたことだし、お前に知られぬよう手を打つことはできたんだぜ？　金之助』

『……どういう意味だい？』

『分からないか？　決まってるじゃないかそんなもの。最初からお前を俺の画策に取り込む気だったからだ』

『何を馬鹿な。それこそまったくもって馬鹿げた話だよ』

　金之助は悲痛な顔で首を振る。

『秋男。君のやっていることは、仮に法から問われないにしても、信義には十分すぎるほど悖もとる行為だ。僕が君を手助けすることなんてない』

『そうかな？』

『そうだとも。むしろ僕は君の親友として、君を止める義務さえある』

『いいや。俺はそうは思わない』

　秋あき男おはしかし悠然と、むしろ勝ち誇っているかのように。親友の主張を真っ向から論破する。

『お前は俺についてきてくれるよ、金きん之の助すけ。それは、俺とお前のこれまでの付き合いをひとつひとつ洗い出していけば、すぐにでも明らかになることだ』

『…………
 』

『そもそもお前とこの街で再会したのは偶然じゃない。お前は偶然を装ってはいたが、真実はちがう。俺に会うために、はるばる故郷を捨ててやってきたんだろう？　調べはもうついている』

『…………
 』

『お前が男ではなく女であることをいちばん最初に見抜いたのも、俺だった。その俺の目が狂うことはない。お前のことは俺が誰よりもよく知っているんだから』

『……確かに君の言うとおりかもね。だが、僕はそれでも──』

『金之助。俺を見捨てるな。俺の支えになれ』

　そのひとことに、少年の面影を強く残す美女は激しい動揺を示す。長い付き合いである彼女の思い人が、こんな形で助力を要請してくることなど、かつて一度もなかったのだ。

　くちびるを噛かみ、葛藤に立ち尽くす金之助。

　その肩を、その胴を。秋男はそっと抱いた。

『──!?
 　な、なにを……！』

『嫌か？』

『嫌とか好きとかそういう問題じゃないっ。こんな往来でこんな真ま似ねは……よくないことだ……！』

『構わないさ。お前が相手なら』

『……っ』

　もとより弱々しかった抵抗は、それで完全にやんだ。

　ふたつの影は寄り添ったまま、雨音だけがリズムを奏でる。

『……ひとつ、条件がある』

　やがて金之助の口が、ひどく細い声を紡ぎ出した。

『その条件を呑のんでくれるのなら、君に従おう秋男。でなければ僕は、今日この日をもって君と袂たもとを分かつ』

『条件とは？』

『僕を女にしてほしい。他の誰でもない、君の手で。それが僕にとってただひとつの、かけがえのない願いだ。たとえ君に、心に決めた女性がいたとしても──』

　沈黙。

　雨脚を強める夜の空。

　そして。

『……分かった。お前がそう望むのなら』

　秋あき男おは強く強く、親友を抱いた。

　金きん之の助すけもまたそれに応え、すがるように秋男にしがみつく。

　雨降りしきる横町の片隅で、街灯の照らし出す下。友と友という関係を超え、男と女の関係へと、ふたりは共に一歩を踏み出したのだった。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふむ」

　そこまで書いて、僕は声に出して一息つく。

　さてどうしたものかな。

　いちおう構想どおりに書いてはいるんだけど、なんとなくピンとこないような気がしなくもない。

　展開が安易すぎるだろうか？

　それとも舞台設定がいまいちしっくりこないのか？

　とはいえ話の流れが固まっているところへ急にいろいろ弄いじるのは無む謀ぼうだし、締しめ切りとの兼ね合いを考えても、この場面に時間を取りすぎるのはまずい──んだけど、決して軽いシーンでもないからなあ。ここは無茶を承知の上で、抜本的な改造に踏み切るのもひとつの手──

　その時だった。

　背中に誰かの気配を感じたのは。

　反射的に振り返ろうとして、

「み、見るなっ！」

　ちいさな、しかし鋭い声に、僕の動きはこれまた反射的にストップする。

「その声……銀ぎん兵べ衛えか？」

「うぐっ」

　くぐもった声に確信する。背後にいるのはやはり、長年連れ添った親友に間違いない。

「くそっ、なぜ気づくんだ君は……！」

　視認できない背後から、銀ぎん兵べ衛えの怨えん嗟さじみた悪態が聞こえてくる。

「何やら仕事らしきものに集中してるようだったから、平気だと思ったのに」

「いやそんなこと言われても……ところでどうしたの銀兵衛？　ぐっすり眠ってたように見えたけど、実は寝付けていなかったとか？　だったら話し相手にでもなろうか？　僕は君とは逆で、仕事中なのにうつらうつらしちゃっててさ。会話でもしてれば眠気も覚めてくれるんじゃないかと思うし」

「いや。作業はぜひ続けてほしい。こんなところまで持ち込んでくる仕事だ、さぞかし切せつ羽ぱ詰つまっているんだろう。僕は君の邪魔をしたいわけじゃないんだ。そんなことを僕は望んでいない。その代わり、と言っては何だが──」

　言いかけて、しばらくの沈黙があった。

　いやに長いその間に、僕は「？」と振り返ろうとして、その気配を察したらしい銀兵衛の両手があわてて僕の頭を押さえにかかる。

　さらにそのまましばし。

　さっきよりもっと長い間を経て、背中にぬくもりが生じた。

　生ぬるい風が吹き込んできたとか、にじみ出た汗が背中を伝ってきたとか、そういう感触では断じてなく。数瞬の後、ぬくもりの正体が人肌のそれだと知り、ぬくもりの発生源がひとつしかあり得ないことに思い至り、あやうく声をあげそうになって、

「黙って。お願いだから」

　切実な訴えにあわてて口を閉じる。

　とはいえこの状況で何も問いたださないわけにはいかない。寝ね間ま着き代わりのＴシャツ越しにだけど、ひどくひどく銀兵衛を直に感じられる、ってことはつまり、おそらく、銀兵衛は一枚の衣類も身に纏まとってはいないということで、こんな状況で達観していられるほどに僕は悟りを開いてるはずもなく。

「……あのさ銀兵衛」

　ボリュームを極限まで落とした声で、

「君、ひょっとして服、着てな──」

「皆まで言わないでくれ」

　銀兵衛の声もまた、蚊の鳴くようなそれであって、

「さもなくば僕はここで悶もん絶ぜつの極きわみの末、たいして長くもない人生を憤ふん死しという形で終えてしまう。一生のお願い、ということでもいい。今後君に対して無茶なことは決して言わないと誓ってもいい。だからせめて、今は、今だけは。このままでいさせてほしい」

「と、言われても……」

「お願いだよ秋あき人と。この通りだ」

　そこまで懇願されては、さすがにノーとは言えなかった。

　いや。たとえ言葉による意思表示がなかったとしても、やっぱり拒絶することはできなかっただろう。背中を伝う彼女の震えに、僕は極度の緊張を感じ取っていた。ほんの少しつついただけでも、あるいはただこのまま会話を重ねているだけでも、彼女の均衡を危うく保っている何かがはじけ飛びそうだったのだ。

　豆電球の明かりだけが灯ともる部屋の中。僕はノートパソコンに向かって執筆を再開する。

　たぶん、言葉は何も要らない。

　銀ぎん兵べ衛えもまた、それを望んではいまい。

　正直かなり無茶な状況とは思ったけど──偉いもので、そこは気心の知れた親友同士。服を着ていない女の子に背中から抱きつかれているという状況にも、我ながらびっくりすることに、だんだん慣れてきた。

　もちろん、昼間の疲れからくる眠気が影響していたんだろうし、何より銀兵衛がそう願ったから、というのもあったのだろうけど……僕は原稿の続きを書き始めることに成功したのだ。
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　これこそがきっと、僕と彼女が親友でいられる所以ゆえん。

　誰にも理解されないかもしれないけど、でも、これが僕らの、ありのままの、そしてあるべき姿。

　ぬくもりを背に、僕はキーボードを叩たたく。

　風の音も寝息もシャットアウトして、僕は自分の生み出したキャラクターを、秋あき男おと金きん之の助すけの物語を、前にも増したノリのよい筆致で、急ピッチに書き進めていく──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「はっ!?
 」

　目が覚めた。

　知らず知らずのうちにウトウトしていたみたいだ。よだれの跡こそなかったものの、ほっぺたに触れるとキーボードの跡がくっきりついてしまっている。

　あわててモニターを確認すると……うわしまった、なんてこった。画面いっぱいに解読不能な記号がびっしり羅列されてしまっている。こいつを復旧するのはけっこうな時間のロスだぞ？

　バックスペースキーを必死こいて押しながら、僕はさっき体験したことを思い返す。

　いやー。

　おかしな夢だったな、それにしても。

　まさか銀ぎん兵べ衛えとあんなことをする夢を見るなんて。もう繰り返し思い知らされてることだけど、やっぱ疲れてるんだなあ僕。

　夢の中だったからまだしも冷静でいられたけど、よくよく考えるとなかなかどうして、とんでもない内容だったぞ？　銀兵衛がハダカで抱きついてくるとか、一体どんな妄想狂の見る夢だ、って話である。那な須す原はらさんの夢に引き続いてどうかしてるな僕。

　まあお察しのとおり、金之助のモデルは銀兵衛だったりするわけで、そしてけっこう僕は作品の中に入り込むタイプの物書きなわけで。その影響であんな夢を見てしまった、というのは理屈としては分かるんだけど。それにしたって頭を抱えたくなるというか、ダッシュで逃げ出したくなるというか、とにかく何でもいいから雄お叫たけびをあげたくなるというか。

　閑話休題。

　ちょっと落ち着こう、僕。

　まだまだ仕事はたくさん残ってるんだ。こんなところで取り乱していたら先が続かない。明日の朝になって、銀ぎん兵べ衛えとしっかり目を合わせて話せるかどうか心配になってくるけど、とにかくそれも明日以降の話、ってことにしておいて。今はまず、目の前のことをひとつずつクリアしていかなくては。

　深呼吸をひとつ。

　無理やり思考を切り替えて、次になすべきことを考える。

　金きん之の助すけのパートについては、いちおうの区切りがついたと判断して。やはりここは気分転換の意味もかねて、別のシーンに移ってみるとしようか。

　テキストファイルをスクロールしていくと……おっ、このシーンなんかは頃合いなんじゃないかな？

　妹を取り戻すべく、着々と準備を進める主人公の秋あき男お。

　順調に見えたその道のりだったが、やがてひとつの壁にぶち当たることになる。

　秋男が用心棒を務めていた横町の、顔役である女丈夫──名を三さんノの宮みや楓かえでという──が、秋男の思おも惑わくを知り、揺さぶりをかけてきたのだ。

『ネタは割れてんだぜ？　お前さん』

　楓の根城である、広壮な屋敷の一室で。

　秋男は今、最大の窮地に立たされている。

『……何の話だ？』

『おいおいとぼけようってのかい？』

『とぼけるも何もない。心当たりがないからそう聞いている』

『ふうん、そう来るかい。そうかそうか』

　脇きよう息そくによりかかり、立て膝に姿勢を崩して、楓はニヤニヤ笑いを続けている。

　だが表情に反してその眼光は鋭く、傍かたわらに置かれた段だん平びらが無言でにらみを利きかせている。無造ぞう作さに着座しているようにみえて隙すきは皆無。たとえ今この瞬間、四方八方から刺客に襲われたとしても、あっさり返り討ちにしてのけるに違いない。

　なにせ三ノ宮楓といえば、女だてらに名の知れた剣客。並のやくざ者であれば目を合わせただけで膝が笑い、にらまれでもした日には失禁して命乞いをすること請うけ合いの、極きわめて危険な相手だ。

　が、秋男は微動だにしない。

　楓の視線を真っ向から受けてもなお揺るがず、じっと端座している。

　とはいえ、もし仮にこの女丈夫と決闘に及んだとして、果たしてどれほど抗することができるか。負けるつもりは毛頭ないが、かといって勝算があるかと言われれば、彼としても否いなである。こうして誰の邪魔も入らず、一対一で対面していよいよ痛感するが……この三さんノの宮みや楓かえで、並大抵の使い手ではない。

『なあ秋あき男お。お前さん名字を何といった？』

『大おお久く保ぼだが。なぜそんなことを聞く』

『そいつァ世を忍ぶ仮の名だな。お前さんの本当の名前は殿との大おお路じ秋男。知る人ぞ知る名家の嫡ちやく男なんだ。でもってお前さんには妹もいるんだったよな？　その妹がいま預けられているのが鳥とり栖す川がわ家。こいつも殿大路家に勝まさるとも劣らない名門だな──おっと変な気は起こさないでおくんな？』

　秋男が思わず放った殺気を、しかし楓は悠々と受け流して、

『あたしゃ今ここでお前さんとチャンバラやらかす気はねえ。お前さんの素す性じようと目的は割れている、ってことさえ分かってもらえればそれで十分なんだ。なあ？』

『……っ』

　ちいさく舌打ちする秋男。

　いずれそうなるかもと覚悟はしていたが、やっかいな相手に弱みを握られたものである。仮にこの楓に打ち勝ったとして、三桁を数える彼女の子分どもを相手にするのは困難。そもそも握った秘密を一対一で明かすからには、楓もそれなりの手は打っているとみるべき。この状況では下手に動かないのが得策か。

『そう、それでいい。あたしゃ賢い男は大好きだぜ？』

　にやりと笑い、楓は立ち上がる。

　そのまま歩を進めて秋男のそばにしゃがみ込み、彼のあご先を指でつまんで持ち上げて、

『さて。あたしはお前さんの弱みを握り、行動を縛った。煮て食うも焼いて食うもあたしの思うがまま、ってわけだが……』

『お前の情夫になれ、とでも？』

『分かってんじゃねえか』

　問答無用だった。

　楓の、思いの外やわらかいくちびるが、秋男のそれを奪う。

　激しく。それでいて繊細に。

　秋男はしかし小ゆるぎもせずそれを受け入れ、数十秒にもおよんだ接せつ吻ぷんはようやくの一区切りをつける。

『くく……いいぜ、お前さんのその目』

　楓は剣客とは別の、妖よう艶えんな女の顔をのぞかせ始めながら、

『死んでもぜったいに屈しねえ、ってツラしてやがる。だがそういう強情な男を落とすのもまた一いつ興きようってもんだ』

『好きに使えばいい、俺の身体など。この渡世に身を落とした時から、あらゆる覚悟はできている』

『くくく。まったく芯の強い男だぜ。だったらその心意気、あたしが試してやろう。お前さんが落ちるのが先か、あたしが落ちるのが先』

　皆まで言わせなかった。

　腹を決めた秋あき男おのくちびるが、今度は逆に楓かえでのそれを奪う。

　楓を押し倒し、硬い畳の上にもつれ込み、首筋に舌を這はわせると、たちまち甘いあえぎ声が喉をふるわせ始める──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふむ」

　そこまで書いて、僕は声に出して一息つく。

　さてどうしたものかな。

　これだけ濡ぬれ場ばが続くと、さすがにワンパターンばかりになってしまいそうで気が気じゃないけど。今のところその点はクリアできてるかな？　うーんどうだろうか、あとで読み返してみないと、気づくものも気づけないというか。

　しかしまあ、お察しのとおり、いま書いてるキャラのモデルは例のあの人なんだけど。ここまで工夫もなく似せちゃうと、さすがにちょっとアレかなあと思わなくもないというか何というか。今さらな話ではあるけれど、この原稿はいずれ雑誌掲載なり書籍になるなりして世に出る予定なわけで、あまりにもキャラを寄せすぎるといずれ自分の首を絞めることになりそうな予感がする。

　といっても三さんノの宮みや楓に限らず、他のキャラだって似たり寄ったりの出自なわけで、今さらひとりやふたりネタバレしそうなキャラが増えても影響なさそうな気も……いやいやそんなわけがない、グレーなキャラがひとり増えるたび、ブラックに近づいていくのが道理であって、

「なるほどねえ。こういうことだったわけだ」

　血の気が引いた。

「こいつは言い訳できねえな姫ひめの小路こうじ秋あき人と。灰色どころか混じりっけのない真っ黒ってやつだぜ。なあおい？」

　ショックで身体が固まってしまって首を回すことすらできないから、目で見て確認することはできないけど。もちろん今さら確認するまでもない。僕の肩に腕を回し、原稿でびっしり埋まったモニターを眺めながら、獲物を捕らえた狐きつねみたいにニヤついているのは。おそらくもっとも弱みを握られてはいけなかったはずの相手。

「色事にはまったく興味ありません、みたいなツラしといてよ。まさか頭ん中じゃこんな妄想をかましてやがったとは恐れ入るぜ。つってもまあ、逆にちょっと安心したけどな？　お前さんときたらホント、修行僧か何かかってくらいにそっち方面にはストイックだったからなあ、んん？」

「……いえ。その。これはなんというか。誤解です」

「誤解もへったくれもねえよ。たとえ天地がひっくり返るような壮大な言い訳があったとしても、お前さんのやってることには変わりがねえ。動かぬ証拠、てえより単純に現行犯逮捕だしなこいつは」

「待ってくださいちがいます。話を聞いてください。これには深い訳が」

「いや、それこそ誤解はしてもらいたくねえんだがよ？　あたしゃ別にお前さんを責めたりしてるわけじゃねえ。むしろ喜ばしいことだし、めでたいことだとも思ってんだぜ？　お赤飯を炊いてもいいくらいのもんだ」

　言いながら、会長さんの指先が僕の背中を、つつつ、となぞる。

　あやうく声を上げそうになるのを必死にこらえると、会長さんは「いい子だねえ」とでも言わんばかりの顔で、

「だけどよ、水くせえじゃねえか姫ひめの小路こうじ秋あき人と。夜中にひとり頭を悩ませて、しこしこ執筆作業なんてのは、いかにも寂さびしいってもんだ。お前さんはあたしの部下でもあるし、ひとつ屋根の下に暮らす仲間でもあるんだからよ。助けが必要ならそう言ってくれりゃいいのになあ」

「？　助け？　ってなにを？　僕は別に助けなんか──」

「馬鹿言っちゃいけねえ。お前さんの書いてるそういう小説ってのは、頭の中の想像だけで書いててもリアリティが出ねえ、ってもんだ。実際に体験してみてこそ、読者を唸うならせるだけの作品を生み出せる。だろ？」

「──っ!?
 」

「おっと。騒ぐと他の連中が起きちまうぜ？」

　会長さんの手が僕の胸元をまさぐり、あやうく声を上げそうになる。

「つってもあたしゃ、お前さんを脅しつけるつもりはねえ。そもそもあたしゃ無理やりってのは好きじゃねえんだ。お互いが同意の上じゃねえと、思う存分にテクニックを発揮することもできねえしな。何よりこういうのは男と女の共同作業なわけで、ふたりの呼吸が上う手まくそろってねえと最高のプレイができねえ、ってもんなのよ」

　会長さんの誘惑を、しかし僕は聞いているだけで精一杯だった。会長さんの手が胸元だけでなく、全身をまさぐり始めていて、そのあまりの妙技に声が漏れるのを抑えるだけで必死だったからだ。

「くく、そう硬くならなくていい。あたしに任せておけば、きっと悪いようにはしねえ。……いいやそれどころか、お前さんの方からあたしを求めてくるようになるのも、そう遠い先じゃねえだろうさ。信じられねえか？　心配すんな、そのうち嫌でも信じざるを得なくなる」

　事実だった。

　まったくもって言うだけのことはある、会長さんのテクニックはすさまじいのひとことに尽きた。ありとあらゆる快楽をほじくり出そうとする指先に、僕はあらがう意志と力を失い、身をゆだねていく。

　会長さんはそんな僕を見て満足そうに目を細め、繰り出す指先をいよいよ激しく、巧みに、僕を骨の髄まで堕おとすべく侵略を開始するのだった。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「うへえ」

　寝ぼけ眼まなこをしぱしぱさせつつ、僕はキーボードから顔を上げる。

　またこのパターンか……いくら疲れてるからって、ちょっとひどすぎるなこれは。

　生あくびをかみ殺しつつ、豆電球ひとつきりの暗い部屋を見渡すと。会長さんを含めて全員が熟睡している様子。ま、そりゃそうだよね。いくらなんでもあんな文字どおり夢みたいな展開になるわけがない……って言いたいところだけど、会長さんの場合はなんか普通にああいうのがありそうで困るというか。ていうかそもそも今の夢を見せたのは他ならぬ僕の脳みそなわけで、それを思うと頭を抱えたくなるというか、のたうち回りたくなるというか。

　さておき。

　ここまで夢見が悪いと、さすがに調子の悪さを実感せざるを得ない。土台、寝オチ連発のこの状況で仕事を続けようってのが無茶な話なんだけど、ノルマはきっちりこなしておかないと気持ち悪いというか、いやはや習慣ってやつは偉大だね。偉大だけど怖いよね。これだけボロカスな状況でも、やっぱ身体が動いちゃうもん。眠気よりも使命感みたいなのが勝まさっちゃうもん。そういう意味では、いちおう僕は僕自身をプロの端くれとして認めてやってもいいのかもしれないけど。

　とりあえずこういう時の定番、深呼吸をしてみる。

　それから水差しを使って喉を潤し、さらにタオルを湿して顔をぬぐって。

　よし。

　ちょっとだけどリフレッシュできたな。さあ仕事に戻ろう。

　三さんノの宮みや楓かえでとのシーンの続きを書くのはさすがにアレなので、いつものパターン発動。テキストファイルをスクロールして、次に取りかかるべきシーンを探していく。

　となるとまあ、やっぱりこのシーンかな？

　幾人もの女たちと逢おう瀬せを重ねる中、秋あき男おは裏社会において次第に確固たる地位を築いていく。

　妹を取り戻す機は熟そうとしていたし、妹のためであれば鬼にでも修羅にでもなる覚悟はできていた彼だけど。ただひとりだけ、後こう顧この憂いといえる存在があった。秋男がある時期身を寄せていた家の娘であり、彼との間に一時期は婚約の話まで持ち上がっていた少女──鷲わし寺でらまりさだ。

『なぜです!?
 　なぜなんですにいさま！』

　まりさの悲痛な声に、しかし秋男は冷たくかぶりを振る。

『分かっているはずだ、まりさ。こうしてどうにか人目を忍んで再会することはできたが、もはや俺とお前との立場はちがいすぎる。お前は名家の令嬢、俺はお天道様の下を大手を振って歩けないはぐれ者。お前だけでなく、世話になった鷲寺家にも迷惑をかける』

『そんな、そんなことありません！　父さまも母さまも、秋男にいさまに一日も早く戻ってきてもらいたいと思っていて、そうなる日を首を長くして待っています！』

『それはあの人たちが今の俺を知らないからだ。俺がどうやって今日この日まで生き延びてきたかを知れば、あの人たちは決して俺を許すまい。そもそもまりさ、お前はまだ子供だ』

『確かにまりさは子供です！　ですがすぐに大人になります！　にいさまの足を引っ張るようなことはしないです！』

『あきらめろ。俺がお前を連れていくことはない。お前はここに残していく』

『いいえ！　いいえ！』

　涙を散らして首を振りながら、まりさが懐ふところに飛び込んでくる。

　だが秋男は、突き放しこそしないものの、その肩を、その胴を、抱いてやることはしない。少しだけ悲しげな瞳でかつての婚約者を見下ろし、淡々と声をかけるのみだ。

『お前には幸せになってもらいたいんだ、まりさ。俺といっしょにいては、お前に苦労をかけることになる。ご両親の言うことをよく聞いて、いい伴はん侶りよをみつけて、温かい家庭をつくる。そんなお前の未来を、俺は願っている』

『まりさの幸せは、にいさまと共にあります！　にいさまのいない人生になんて、なんの意味もないです！』

『聞き分けてくれ。俺はもう、お前のそばにいる資格のない男なんだ。こうしてお前の前に現れることからして、俺はもう十分すぎるほどに禁を犯している……さあまりさ、いい子だから』

『いやです！　ぜったいにいや！』

　駄だ々だをこねるかつての婚約者を、苦笑しながら、それでも温かいまなざしで見下ろしていた秋あき男おだったが。

　その瞳が不意に、裏社会を生きる者特有の冷酷さを帯びて、

『時間だ。お別れだよ』

　必死にしがみつきながら、強く強く首を振るまりさ。

『さあ。離しておくれ。俺はもう行かなきゃならない』

　まりさはなおも首を振る。何度も、何度も。

『どうしても言うことを聞かないか。ならば……俺は、お前を殺あやめてでも、ここを立ち去ることになる』

『……っ!?
 』

『俺が言葉どおりにする男だと、お前は知っているはずだ。できることなら俺も、そんな真ま似ねはしたくなかったが』

『…………
 』

『これが最後だ。離せ』

　まりさは秋男の本気を悟った。

　このままだと、彼は確実に言葉どおりにするだろう。

　まりさにとって、死などは恐ろしくもなんともない。秋男から捨てられることに比べればなんということもない。だが、愛する男に罪を犯させるわけにはいかなかった。

　その想おもいが、まりさの腕から力を奪う。

　もとより非力な拘こう束そくはいま、完全にその効果を失い、秋男はなんの抵抗にもあわず自由を得る。

　肩をふるわせながら俯うつむくまりさ。

　秋男はその姿を一いち瞥べつだけして、無言で踵きびすを返し──そこで足を止めた。

　服の裾を、弱々しく握る手があった。

　強引に引き戻そうとするそれであったなら、秋あき男おは宣言どおり力ずくで排除していたにちがいない。が、そのあまりに儚はかなく、非力な手に、彼は半なかば強制的に、その場に縫ぬい止められたのだ。

『お情けを、ください』

『……まりさ？』

『この先ずっと、なんて言いません。今夜だけ、たった一晩だけ。いっしょに過ごしてもらえませんか』

　俯うつむいた顔はそのまま。

　止まらぬ震えだけが、先ほどに倍して、

『これが最後のお願いです。……まりさを、大人に、してください』

『…………
 』

　聞ける願いではなかった。

　彼女は大恩ある家門の息女であり、しかもまだ子供である。良家の婿を迎え、貞てい淑しゆくな妻として一族を護まもっていく責務もある。

　だが。

『分かった。願いをかなえよう』

　おそらくそれは、修羅に墜ちた秋男の、最後の人間らしさであったろう。言下に振り切るのが正しい道だとは理解している。だが、彼はまりさの決死の懇願を、どうしても切り捨てることができなかった。

『にいさま……うれしい……』

　ふたたびしがみついてくる少女を、秋男は受け入れた。

　まりさの肩を、胴を抱きしめ、そのままくちびるを奪うと。ぎこちなく、しかし夢中で応じてくる。まるで母の乳をもとめる赤子のように。

　いつしかちらつき始めた雨が、瞬く間に足を速めていく。

　雨煙が街を白く塗りつぶしていく中、ふたりの影もまた、景色と同様に溶け合っていくのだった──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふむ」

　そこまで書いて、僕は声に出して一息つく。

　さてどうしたものかな。

　ちょっとワンパターンっぽいのが続いたから、雰囲気の変わったシーンを書いてみたんだけど。うまくいってるだろうか。

　いや、でもよくよく考えると、金きん之の助すけとまりさのシーンは割と似通った感じにはなっちゃってるかも……いやでもしょうがないんだ、金之助とまりさのポジションって、何気に共通点が多いしさ。どちらも主人公とは古い知ち己きで、なおかつ現在の時間軸では住んでる場所がかなり離れてるんだよね。まあ某誰かさんと某誰かさんをモデルにしてるからね、いろいろ被かぶってくるのはやむをえないよね。

　とはいえ、である。

　作者の身の回りを参考にしすぎてるきらいがあるとはいえ、展開的に主人公最強のモテモテになっちゃうのはしょうがないところかな。だって、やっぱ好きだもんねみんなこういうの。エンタメ系はもちろんのこと、巨匠と呼ばれてる作家だって、あるいは有名な賞を取ってる作品だって、ワンパターンだとかご都合主義だとか言われながらも、この手の物語を紡いで評価されてるわけだし。

　そもそも僕の場合はかけだしのひよっこで、おまけに一家の大黒柱を担う身なので、選よりすぐりしてる余裕なんかないんだけどさ。書けるものを、書ける中でいちばん面白いと思えるものを、無我夢中で書いていくしか──

「くすくす。いけない人ですね、にいさまは」

「!?
 」

　不覚だった。

　夢中になって作品に向かい合うあまり、背後の気配にまったく気づかなかった。

「真夜中に起き出してきて何をしているのかと思ったら、こんな小説を書いているなんて。とてもとても、いけないことだと思います」

　鷹たかノの宮みやありさ。

　僕の婚約者──ということに一部ではなっている、まだ十二歳の女の子。

「にいさま。このまりさというキャラクターは、ありさがモデルですよね？」

「いや待て。ちがうんだ、これは──」

「なにもちがわないです。言い訳しても通用しないです。これはどうみてもありさですし、だからにいさまはいけない人です」

　ぐうの音も出ない。

　言い訳できないというのは正直、僕自身も感じていることであるし。しかも他の登場人物は僕とほぼ同年齢であるのに対して、ありさは年齢的にも完全にアウト。

「ねえ、にいさま」

　背後からしなだれかかりながら、ありさが耳元でささやく。

「ひょっとしてにいさま、欲求不満ですか？」

「なっ!?
 　なんてこと言うんだありさ！」

「だって、そうとしか思えないです。こういういやらしい小説を書く理由が、他に思いつかないです」

「いや、そんなことないよ。別に僕は趣味で書いてるわけじゃない。これには訳が」

「では、その訳をありさに聞かせてください」

「いやそれは」

　言えるわけがない。

　僕がこういう内容の小説を書いてるのは内緒だし、内緒だからこそこれだけきわどいシーンも書くし、身近な人をモデルにもするのだから。

「言えないんですねにいさま」

　ありさは我が意を得たりとばかり、いよいよ僕にしがみついてくる。今にも鼻歌を口ずさみそうに機き嫌げんよく、犬の尻尾しつぽみたいに両脚をぱたぱたさせて、

「はむっ」

「!?
 　ちょっとありさ!?
 」

「声をあげてはだめです。他のみなさんが起きてしまいます」

「いやいやいや。ちょっと待ってよほんとに！」

　声をあげるのは当然だった。

　なんせありさのくちびるが、僕の耳たぶを甘噛がみして、はむはむしたのだから。そんなことされて声をあげない人間がいたらぜひ紹介してもらいたい。賭けてもいいけど、そいつだってぜったいに声をあげる。

　なぜならありさの甘噛みには、ただそれだけで震えが走ってしまうほどの快楽が秘められていたのだから。

「くすくす。気持ちいいでしょう？」

　ありさは僕の耳たぶを、今度は指でいじりながら、

「ありさに任せていただければ、もっともっと気持ちいいことをしてあげます。ありさ、いろんな勉強をしてきましたから、そういうこともちゃんと知ってるのです」

「ちょっと!?
 　それは聞き捨てならないぞ!?
 　どういうことなのかお兄ちゃんに説明しなさい！」

「分かりました。じゃあにいさまの身体を使って説明してあげます」

「身体を使って？　何を言って──」

　みなまで言えなかった。

　ありさが耳たぶに息を吹きかけてきて、それが信じられないほどの悦楽を生み出して、またしても声をあげそうになったからだ。

　必死に声を殺す僕をくすくす笑いながら、

「にいさまの小説の中で、まりさはお願いしてましたよね。まりさを大人にしてほしい、って。でもそれは、おかしいと思います。にいさまはすぐにありさを子供あつかいしますけど、こういう方面に関してはにいさまの方がぜんぜん子供だと思うからです」

「そ、それってどういう──」

「なので今夜はありさが、にいさまを大人にしてあげます」

「えっ!?
 　いやそれはマズいって絶」

　やっぱり最後まで言わせてもらえなかった。

　ありさの指が、僕の背中を、腕を、太ももを這はい、そのたびに電撃が走ったような感覚に襲われる。ありさのテクニックは絶妙だった。ていねいに、念入りに、僕の身体から快楽をほじくり出していく有様は、もはや熟練の妖女のそれである。僕はただ、波間に揉もまれる枯葉のように翻ほん弄ろうされるしかない。
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〝小悪魔〟

　そんな言葉が一瞬だけ浮かび、すぐさま押し寄せる快楽に流されていく。

　薄暗い部屋の中、一歩間違えれば他の仲間たちが目を覚ましてしまうという背はい徳とくにまみれながら、僕は可愛かわいい妹分だと信じて疑わなかった女の子の手て管くだに、まんまと籠ろう絡らくされてしまったのだった──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「……またか」

　悪夢から覚め、自分自身に呆あきれざるをえない僕だった。

　いったい何度繰り返せば気が済むのやら、って話である。しかも今度は、純粋無垢の化身たるありさまで毒牙にかけて……那な須す原はらさんが知ったら軽く首を絞められそうだよな。あるいは逆に、夢の詳細を根掘り葉掘り聞き出そうとしてくるかもだけど、もちろんあんな夢は僕にとって黒歴史そのもの。いまこの瞬間をもって永久封印確定の、きわめて危険な代物だ。

　それにしても今日って日は、なんていうとんでもない一日なんだろう。大事な仲間たちとのあんな夢を立て続けに見ちゃうなんて。夢の中のありさじゃないけど、やっぱ欲求不満なんだろうか、僕って。

　いやまあね？

　心身ともに疲れ果てた上、小説を書くための俺様モードを降臨させて、なおかつきれいどころがそろって同じ部屋で寝てるんだからさ。そりゃこれだけの状況が並んでいれば、予期せぬことが起こるのもしょうがない、とは思うよ？　正直さ。

　とはいえ、どんな理由があろうと越えてはいけない一線、ってものはあるわけで。今回の僕はそれすら大幅に踏み越えてるんじゃないかという気がして、正直めっちゃ不安です。僕の夢の中身をもし仲間の誰かに見られたなら、ぶっちゃけ人生終わるレベルだと思います。いやほんと綱渡りしてるよなあ今回は。

　よし。

　決めた。

　根性入れよう僕。今度こそ、決して居眠りなんかしない。今度眠ったらもう二度と目が覚めないくらいの気持ちでやってやる。今この場所を夏の民宿だと思うからいけないんだ。酷寒のエベレスト山頂付近、吹雪の中でビバークしている最中だと思え。そうすれば気楽にまぶたを閉じることなんてできないはずだ。

　さあ集中できたか？

　ちょっと待ってくれ。あと十秒ほしい。

　待てない。あと五秒だ。五、四、三、二、一。

　……おっけー。

　気合い注入完了。僕はいま、一睡即死の状況に身を置いた。謹つつしんで執筆に挑もう。

　テキストファイルをスクロールして、次に取りかかるべきシーンを探す。濡ぬれ場ばを続けてきて、しかも結果ろくなことになってないから、ちょっと毛色の変わったシーンに取りかかるとしようかな。

　そう、たとえばここなんかどうだろう？

　今回僕が選んだのは、夢の中のシーンである。

　あ、申し訳ない。こんな言い方をすると分かりにくいか。ええとつまり『禁じられた愛の物語』の続編の、作中の話ということだ。

　主人公の秋あき男おはある日、夢を見る。

　再会を願ってやまない、妹の秋あき菜なの夢。

　まさに夢にまで見た再会に──いやつまり夢の中で妹と再会した、という意味だ。度たび々たびややこしくてすいません──秋男はようやく安息の時を得る。

　あくまでも夢の中ではあるものの、彼にとってそれは、あまりにも甘い蜜にまみれた世界であり、未来であり、何ら疑うことなく、全力で、耽たん溺できしてしまうのだ。

　その中で、秋男はついに念願であった、妹とふたりきりの、静かで平穏な時を過ごしていた。

『お兄ちゃん。わたし幸せです』

　春の日差しがゆるりと降り注ぐリビングで、ふたり並んでソファに腰掛けながら。

　おそらく世界でいちばん愛し合っている兄妹は、なんてことのない会話を交わしている。

『こんな日が来るなんて、思ってもみませんでした。温かで、何も起こらない暮らし。誰にも邪魔されず、誰を邪魔する必要もない生活──そして何より、お兄ちゃんがいつもそばにいてくれる。嗚あ呼あ、なんて素敵なんでしょう……』

『僕も幸せだよ』

　妹の頭を撫なでながら、兄の方もまた満たされた笑顔で、

『金も名誉も要らない。何か犠牲が必要ならば喜んで支払おう。お前を手に入れることができるなら──お前さえそばにいてくれるなら、他に何も要らないんだ、僕は』

　痛つう痒ようを感じないわけではない。

　外道と呼ばれ、数多の人々を踏みにじり、手の届くものすべてを利用して、やっとここまでたどり着いた。

　恨む者もいるだろう。さげすむ者もいるだろう。

　が、それこそ彼が自ら踏み外してきた道。選べる道は数あれど、選ぶべき道はひとつしかなかったのだ。

　痛つう痒ようを感じないわけではない──だが後悔はひとつたりとてない。

　これこそが、いまこの手にあるものこそが、望んできた、あるべき世界。

『お兄ちゃんお兄ちゃん』

『ん。なんだい？』

『今日のお夕飯は何にしましょうか』

『そうだなあ。お前は何が食べたいんだ？』

『わたしはなんでも。お兄ちゃんの食べたいものであれば、喜んで作りますし、喜んでごいっしょします』

『なんでもいい、っていうのがいちばん困るなあ。そんなこと言ったら僕だって、お前が食べたいものだったら何でもいいよ、って話になっちゃうしさ』

『なるほど。じゃあそうですね、餃子ぎようざなんてどうでしょうか』

『餃子かあ。うーん、もちろんおいしい料理だし、僕も大好きだけどさ。でもどうしてもね、ニオイが残っちゃうからね、ちょっと怖いよね』

『確かにそうですけど。じゃあですね、ローストビーフなんてどうでしょうか』

『おおなるほど、いいアイデアだね。ナイフを入れた瞬間に肉汁があふれ出る、できたてのローストビーフ、僕は大好きだよ』

『じゃあ決まりですね！』

『いやでも待てよ？　せっかくローストビーフなんて贅ぜい沢たくなものを作るからには、ちゃんとした肉を用意したいよね。でもちゃんとした肉を買うとなると、やっぱりそれなりに予算も掛かるわけで、クリスマスみたいな特別な日ならともかく、今日みたいな何でもない日にそういうのはちょっと微妙な気がしなくもないというか』

『なるほど一理あります。じゃあですね、いっそのことパスタなんてどうでしょうか。お金も手間もそんなに掛かりませんし、なによりおいしいですし。困った時はパスタ、これは鉄板だと思います』

『パスタかそうか、その手があったな。庶民の味方的な料理だし、僕にとっても大好物の部類に入るし。なかなかいいアイデアなんじゃないか』

『そうでしょう、そうでしょう』

『だけどなあ……確かに王道ではあるんだけど、もうひとつ決め手に欠けるというか。こうして議論しているからにはやっぱ、それなりに鮮やかな結論が出ないと、なんとも腰砕けな感じになりそうな気がするんだよね』

『ふむふむ、おっしゃるとおりですね』

『だろう？』

『ところでお兄ちゃん。わたし気づいたんですが』

『なんだい？』

『ひょっとしてお兄ちゃんは、わたしの提案にいちいち難癖をつけて、ただ単純に意地悪をして楽しんでるだけなんじゃないか──という疑問がいま、ふつふつと湧いてきてしまって困っているんですけど。わたしの愛するお兄ちゃんはそんなことをする人じゃないと信じていますが、万が一ということもあるのでいちおう念のため確認させてください。わたしの予想は外れてますよね？』

『いやごめん。ばっちり大正解』

『むむむうううう
 っ!?
 　せっかくわたしが、たぶんそうだろうと思いつつもあえて遠回しに逃げ道をつくりながら訊きいてあげたのに！　どうしてそうやってわざわざ地雷原の真ん中を正面突破してくるような真ま似ねをするんですか！　信じられません、ほんっと信じられません！　お兄ちゃんのあほ！　いけず！』

『あっはっは。まあまあ』

　ムキになる妹を適当にあしらいながら思う。

　もちろん彼女だって、本気で怒っているわけではないだろう。兄の目的が、ただ他た愛あいもない会話を続けたいという、その一点のみにあることを、妹はちゃんと理解している。

　なんせ、夕食のメニューを考える時間なんて売るほどあるのだ。

　そもそも前提として示したとおり、妹といっしょに食べられる料理だったらなんだっていい。どんなみすぼらしいものでも、どんなゲテモノでも、妹とふたりで楽しめるのであれば、いかなる天上の美味にも勝まさる。

　何を食べるのかという、その気になれば一秒で決まることを、大切な人と共にじっくり考える幸せ。

　ついに手に入れたそれを心の底から堪たん能のうするべく、兄はなおも内容の薄い会話を続ける。

　妹もまた兄の意を汲くみ、一見すると頭の悪そうな会話に、あえて乗っかっていく。

　それは夢にまで見た、夢の中でのひと時。

　春の日差しがゆるりと降り注ぐリビングで、ふたり並んでソファに腰掛けながら。兄妹の睦むつみ合いはいつまでもいつまでも終わらない──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふむ」

　いったんキーを叩たたく手を止め、書いた原稿を読み直す。

　さてどんなもんかな。

　あくまでも夢の中の話とはいえ、作品の雰囲気はそれなりに変わった──と思いたいところだけど。主人公の秋あき男おはこれ以降、血で血を洗う闘争に身を投じていく予定なわけで。むしろ直前のシーンがほのぼのしている分、直後のシーンの殺伐さが引き立つというか。まあそういう演出効果を狙ってやってるんだから、当然の結果なんだけどさ。

　うーん。

　まったくもって今さらなんだけど、作品全体のテンションがちょっとギスギスしすぎかなあ？　こういう方向の作家性を売りにしていっていいものかどうか、迷うところではある。

　そもそも登場人物に我ながら芸がなさすぎる。ほとんど周りにいる人たちのコピーだから、半なかば私小説みたいな形になってる気がしなくもないし。このまま作家として食っていくつもりなら、あまり引き出しを空にしてしまうのもよくないんじゃないかと思うけど、いやでも駆け出しの僕が出し惜しみした作品で勝負するなんて、それこそ百年早いとも思うわけで。

　たぶん、もっと時間に余裕があれば、自主的にリテイクを出してもいいところなんだろうけど。ご存じのとおり締しめ切りは尻に火がついた状態なわけで──

「なにをしてるんです？　お兄ちゃん」

　背筋が凍った。

　……のは、しかし一瞬のこと。僕だって馬鹿じゃない。人並み程度には学習能力を備えている。

「いや別に。大したことじゃないよ」

「そうなんですか？　ひょっとして暑くて寝苦しいとか？」

「まあね。そんなところ」

「ふむふむ。今日は暑いですもんね」

　と言って僕のとなりに座り込んだのは、他でもない。僕にとって世界でいちばん大事な妹、姫ひめの小路こうじ秋あき子こである。

「わたしも何だか暑くて目が覚めちゃいましたので。もしよかったら、おそばに居させてもらってもいいですか？　お邪魔はいたしませんから」

「ん……まあいいけど」

「わあい♪　じゃあここに居させてもらいますねっ」

　秋あき子こが両手を挙げてよろこぶのを横目で見ながら、なるべくそっけない風を装って。僕は作業を再開する。

　よし。

　今度は落ち着いて対応できたぞ？

　今日という日は断続的に見る夢に振り回されて、精神的にへとへとになってきたからなあ。ここらで冷静な立ち回りをしないと、原稿が書けなくなるレベルで消耗してしまう。ま、これまでの夢とちがって、この秋子は色っぽいことをやってこなかった、ってのはあるんだけどさ。……ていうかしょせんこれは夢の中の話なんだし、上う手まくやれたかどうかなんて意味ない気もするけど。まあいいか。それも含めて夢だもんな。

　さて、小説の続きをどうしよう。

　自己判断で原稿を書き直したい欲求には駆られるけど、締しめ切りがやばいのでその案は却下。となると、現状の路線で突っ切るしかないんだけど、ここから先どんな展開に持っていくのが正解だろう？

　物語は終盤、様々な登場人物やその周辺を巻き込んでの、一大闘争に向けて突き進んでいく予定だけど。まず真っ先に考えるのは、誰を退場させて誰を生き残らせるか、なんだよな。派手にたくさん死なせた方が盛り上がるし、最後はオールスター総出演する方が熱い展開にもできるし、

「お兄ちゃん、小説を書いてるんですね。お兄ちゃんにそんな趣味があるなんて知りませんでした。しかもこんな夜中に起き出してまで執筆するということは、けっこうのめり込んでいる趣味なんですね」

　横にいる秋子が口を開く。

「しかも兄妹が登場するシーンを書いてるなんて、まさかまさかの展開です。でも秋子的には、なかなかいい塩あん梅ばいですよっ」

「んー？　んーそうだねー」

　生返事で応じて、さらに思索を続行する。

　たくさん死なせてオールスター総出演、にするのは確定として。そこからさらに物語を劇的にするアイデアはないだろうか？　ふむ、そうだな……究極的にはたぶんこれだな。妹の秋あき菜なを死なせる、あるいは秋菜が秋あき男おを裏切る展開に持っていく、という手はどうだろう？　たぶんこれが考え得る限り最大級のどんでん返しだと思うんだけど。あとは作者である僕が登場するメタ展開とか、そういう飛び道具的なものしか思いつかない。でもそこまでやったらたぶん読者はついてこれないよね。

　とはいえこういう展開って、ちょっとばかりエンタメ方向に舵かじを切りすぎかもしれないな。いちおう僕が書いてるジャンルって、直なお本もと賞しようよりは茶ちや川がわ賞しようの方向だし。面白いかどうかばかり考えて書くと、かえって足下をすくわれる結果になりそうな気もする。担当編集の神じん野のさんは、僕の若さに任せた情熱みたいなものを評価してくれてたっぽいし、むしろ筆の赴おもむくまま、整合性とかあまり考えずに書いていった方がいい結果がでるのかも、

「ところでお兄ちゃんが書いてるこの兄妹って、わたしとお兄ちゃんにそっくりじゃないですか？」

　ふたたび話しかけてくる妹。

「しゃべり方もよく似ていますし、やりとりなんかはほとんどそのままですし。しかもとっても仲がよさそうで……むふふ、秋あき子こ的にはとってもいい傾向だと思います。お兄ちゃんが禁断の兄妹愛に目覚めてくれていることの、これはひとつの証明と言えるのではないでしょうか」

「んー。そうねー」

　構わずアイデアを練り続ける僕。

　だけどアレだ、筆の赴くままに書いていいのは、生活のことを考えなくて済む芸術家だけだ、と僕は思っている。守るべきものがある人間、まして僕のようにはっきりと生活の手段として小説を書いている人間は、きっちり売れる方向、つまりは娯楽性の高い作品を書いていく方が、勝率も生存率も高いはずなのだ。

　ところがどっこい、現実の僕は芸術性（らしきもの）を評価されてデビューしていて、だけどほんとにそれで食っていけるのだろうかと自問自答した結果、いま書いてる本みたいにエンタメ方向にちょっとすり寄ったりしているものの、舵をそちらに回しきることもできなければ、筆が遅くて納期も遅れるという始末。このいわば、適性と嗜し好こうがかけ離れている状態というのは、いったいどうすれば解消できるんだろうか。

　無理かな？

　難しいかな？

　でもそれを克服できないことには、どのみちこの先の未来もないわけで、

「だけどお兄ちゃんはいまいち詰めが甘いですね。せっかくのフィクションなんですから、もっとこう、大胆な内容にしちゃってもいいんじゃないかと秋子は思うわけです。兄妹ふたりでまったり時間を過ごすシーンも素敵ですけど、やっぱり濃厚なラブシーンがあってこそ、わたしたち兄妹は輝きを増すんじゃないでしょうか。たとえばですね、思い切ってぶちゅーっ！　とやってしまって、がばあっ！　と押し倒しちゃって、そしてふたりでめくるめく夜を──」

「……あのさ秋あき子こ」

「あ、どうぞお気になさらず。ぜんぶただの独り言ですから。お兄ちゃんはどうぞ、作業の方を続けてください」

「いや、そうは言うけどね……」

　無茶言うんじゃないよ、と思う。これだけ妄想だだもれのスピーカーがとなりにいて、それでも集中を途切れさせない人間なんて、そうそういるわけが、

「…………
 」

　と、そこで僕は口を閉じた。

　なんだろう？

　何かおかしくないか？

　これまでのパターンどおりであれば、これは夢の中の話であって、これまでは夢の中に出演してきたみんなにいいように弄ばれてたから、今回ばかりはそうはいかないぞと決然たる態度で臨のぞんだつもりだったんだけど。なんかこう、なにかちがうような。

　変な日本語になるけど、違和感がなさすぎて違和感があるというか。

　もっと言うと秋子の質感──しゃべり方、行動、態度に至るまでが、妙に現実感を帯びてるというか。

「？　どうしました？」

　怪け訝げんそうな秋子の声。

　このあたりでようやく意識の焦点が合ってくる。

「なあ秋子」

「はい」

「ちょっと僕のほっぺたをつねってみてくれないか。思いっきり。遠慮なく」

「へっ？　なんでそんないきなり？」

「いいから。やってみて」

「はあ。お兄ちゃんの頼みでしたら、まあ」

　戸と惑まどいながらも、秋子は僕のほっぺたに手を伸ばす。

　ぎゅっ。

　ぎゅぎゅっ。

　ぎゅぎゅぎゅぎゅうううう────
 っ。

「あのお兄ちゃん」

「なんだい」

「痛くないんですか？　言われたとおり思いっきり遠慮なくつねってるんですけど」

「いや痛いよ。いろんな意味で。──ありがとう、もう大丈夫だから」

「あ、はい」

　おずおずと指を離す秋あき子こ。

　うん。

　まずいねこの状況。

「あのお兄ちゃん」

「なんだい」

「どうしてほっぺたをつねらせたりしたんです？　まるで今のこの状況を夢じゃないかと疑ってるみたいですけど」

「いやいやなに言ってるの。ただ単にちょっと眠たかったから、それで眠気覚ましをお願いした、ってだけのことだよ」

「それになんだか、おでこのあたりが脂あぶら汗でてかてかになってますけど」

「脂汗だなんて人聞きが悪いなあ。普通の汗だよこれは、あくまでも。ほら今日は暑くて寝苦しいだろ？　それでつい、ふとした瞬間にたくさんの汗をかいてしまうのさ」

「あと、ものすごく顔色が悪いように見えますけど」

「いや別に顔色が悪いなんてことはないよ。豆電球ひとつの暗い部屋だからね、たぶんそのせいでそんな風に見えるんじゃないかな」

　しれっと答えながら、内心では心臓ばくばくである。

　うわー。

　やっべー。

　夢なら早く覚めてほしい。いや夢じゃないから困ってるんだけどさ。

　いま僕のとなりにいる秋子。まぎれもない本物だ。

　うとうとしながら仕事を続けたのが裏目に出てしまった。夢と現実の区別がつかなくなるという、脳みそお花畑なことをやらかして、その上もっともあってはならない展開を招き寄せてしまった──僕の書いている小説を、いちばん見られてはいけない人間に見られてしまうという、大失態を。

　もちろん秋子は、僕が小説を書くことで日々の糧かてを得ていることを知らない。

　まして僕のペンネームが新しん藤どう光こう一いち郎ろうであることなんて、知るよしもない。

　だけど悪いことに、秋子は新藤光一郎の大ファンで、しかもその代表作である『禁じられた愛の物語』を愛読していたりする。

　そしてより悪いことに、『禁じられた愛の物語』は禁断の近親愛をテーマにした小説であり、モデルにしているのは僕と秋あき子こであり、今まさにこの場で書いている原稿は『禁じられた愛の物語』の続編である。

　まずい。

　ちょっとシャレにならない。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　骨の髄まで冷えこんだ僕とは対照的に、秋子の声はひどくうきうきしていて、

「ところでわたし思ったんですが。お兄ちゃんの書いてるその小説って、『禁じられた愛の物語』に似てませんか？」

　そして今度こそ僕は本気で凍りつく。

　こういう時に限ってなんで妙に鋭いかなあこの妹は！　見られたのはちょうどキャラの名前を出してないシーンだったし、あわよくばごまかしきれるかもしれないという淡い期待がなくもなかったのに！

「でもってお兄ちゃん。わたしいま気づいたんですが」

「ほ、ほほう。何に気づいたの？」

「よくよく考えるとですね、『禁じられた愛の物語』の主人公とヒロインの名前が、秋あき男おと秋あき菜ななんですよね」

「へ、へえ。そうなんだ」

「そうなんです。わたしとお兄ちゃんの名前とよく似てるんです」

「そうかな？　似てるかな？　秋の字がかぶってるってだけだと思うし、世の中にはいくらでもそういう名前はあると思うけどなっ」

「いえいえそんなことないですよ、似てますよ。それでですね、わたしとしてはですね、なんて素晴らしい偶然なんだろうって思ってて。この小説の内容はわたしとお兄ちゃんの未来を示しているにちがいない、みたいな感じで感動して、それで新しん藤どう光こう一いち郎ろうのファンになったところもあるんですけど」

「へえ、そうなんだ。すごいね。知られざる真実ってやつだね。……ところでさ、そろそろいい時間になってるし、布団に戻って寝た方がいいかもね？　明日のバイトもぜったい忙しくなるだろうしさ」

「だいじょうぶです。わたし体力には自信ありますから」

「いや、秋子がだいじょうぶでも僕がね？　ふああああ
 ……ほら、あくびもこんなに出ちゃうしさ。早く寝よう寝よう」

「今は大事な話をしていますので。もう少しだけ付き合ってくださいお兄ちゃん」

　なんとか逃亡を図ろうとするものの、妹の真剣な顔に押し切られてしまう僕。

　うううマズいぞ？　普段であれば口車に乗せてなんとでもごまかせるだろうに、気が動転してて本来の調子が出ない。こういう時はどうやって対処してたんだっけ僕？　だめだぜんぜん思いつかな、

「お兄ちゃん。このことは偶然じゃないと思います」

　心臓が縮みあがった。

「……な、なにが？」

「だってそうじゃないですか。秋あき男おと秋あき菜なは、名前が似てるだけじゃなくて、しゃべり方とかを含めてわたしたちとそっくりなんですよ？　あまりにもそっくりすぎて、偶然で片付けるには無理がありすぎます。これだけ似ているからには、なにかしら合理的な理由があると考えた方が自然です」

「いやいやそうでもないよ、事実は小説よりも奇なり、って言うだろ？　常識じゃちょっと考えられない偶然なんて、世界中でいくらでも起きてるはずだからね。きっといまこの瞬間だって、奇跡的な偶然がたくさん起きてるわけで」

「確かにそうかもしれません。だけど『偶然だから』のひとことで片付けてしまって、それで後からとんでもないことになる、みたいなケースも、それこそ世界中でいくらでも起きてるはずなんです。少しでもおかしいと思ったことは素通りせず、きちんと答えを出しておくのが大切なはずです。ちがいますか？」

「それはその」

　正論である。

　ぐうの音も出ない。

「思うにですね。『禁愛』の作者である新しん藤どう光こう一いち郎ろうは、わたしたち兄妹のことをよく知っている人物なんじゃないでしょうか？」

　心臓が爆発するかと思った。

　悲鳴が喉元までせり上がり、飲み下すのに全精力を費やして、その合間にも秋あき子こは自らの推理を語り続ける。

「それも、普通によく知ってるだけじゃなくて、わたしたちのかなり深いところまで知っている人物だと思います。学生寮のみなさんでしょうか？　いいえ、生徒会長も那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えさんもありさちゃんも、そこまでわたしたち兄妹のことをよく知ってるわけじゃないはずです。となると、有あり栖す川がわか鷹たかノの宮みやの人たち？　いいえ、確かにあの方たちはわたしたちのことをよく知ってる部類に入るとは思いますが、それにしても限度はあると思います。となると──」

「……となると？」

「他に候補はひとつしかありません。学生寮のみなさんよりも、有あり栖す川がわや鷹たかノの宮みやのひとたちよりも、もっとずっとわたしたちのことをよく知っている人物。すなわち、新しん藤どう光こう一いち郎ろうの正体とは。『禁じられた愛の物語』の作者の正体とは」

　ごくり、喉が粘ねばっこい唾つばを飲み込む。

　もはや逃れる術はない。そもそもこれは、妙なプロ根性を発揮して、場所柄がらをわきまえず少しでも原稿を進めようとした僕の落ち度。何度も居眠りをする疲ひ労ろう困こん憊ぱいっぷりを自覚していながら、それでも無駄なあがきを繰り返したことが招いた事態。かくなる上は潔いさぎよく覚悟を決め、妹に秘密を暴かれる瞬間を粛しゆく々しゆくと待つのみ──





「わたしたちのお父さんとお母さん。このふたりをおいて、他にありえません！」





　……。

　…………
 。

　………………
 。

「は？」

「『は？』じゃありませんよお兄ちゃん！　お父さんとお母さんですよわたしたちの！　あのふたりのどちらか、もしくは両方の共同執筆かもしれませんが、ともかく『禁じられた愛の物語』の作者である新藤光一郎は、わたしたちのお父さんとお母さんとしか考えられないんです！　あのふたりなら当然、わたしたちのことは誰よりもよく知ってるわけですし！」

「……いや。いやいや。ちょっと待ってよ秋あき子こ」

　急速に冷静さが戻ってくるのを自覚しながら、僕は妹に反論する。

「父さんも母さんも、六年も前に死んでるじゃないか。だからこそ僕らは離ればなれになって、別々の家に預けられたわけで」

「亡くなってなんかいません！　お父さんもお母さんもまだ──」

「ちょっ、声が大きいよ。他のみんなが寝てるんだから」

　あわててたしなめると、妹はくちびるを尖とがらせながらも黙ってくれた、のだけど。

　なんだろう。正直、かなりびっくりだ。

　ひょっとして秋子のやつ、父さんと母さんのことを、今もまだ受け入れきれてない、ってことなのか……？

　確かに僕ら兄妹は、いや僕らを含む誰もがそうなのだけど、父さんと母さんの死を確認できた人間はひとりもいない。六年前のある日、父さんと母さんの乗った航空機が太平洋上で墜落し、葬式は中身の入ってない棺かん桶おけをふたつ並べて執とり行った。だから確かに、あのふたりが死んでいることを保証するものは、この世に何ひとつない、ということにはなるのだけど。

「いや、でもね秋あき子こ──」

　言いかけて、半なかばにして途切れる僕の声。

　期待と興奮に満ち、純粋な色に輝く妹の目を見ていると、それ以上は何も言えなくなってしまった。

　そっか。

　秋子はずっと、そういうつもりでいたのか。気づいてやれなかったよ僕は。ひょっとすると秋子が一風変わった子に育ったのも、父さんと母さんに対する認識に、原因のひとつが求められるのだろうか？　いや、なによりもやはり、兄であり保護者がわりでもある僕の責任ということになるのだろう、これは。

　いや。

　よそう。

　こんな展開は僕たち兄妹らしくない。

　明るく楽しく平和に暮らすために、僕は苦労して妹を取り戻したのだ。湿っぽいのは柄がらじゃない。僕たちにそぐわない。

　落ち着きを取り戻した頭で僕は検討する。どうすればお気楽で脳天気な流れを取り戻せるのか。この状況における最善の手は果たして何か。

　そうして少しの間だけ考えた僕は。

　あらゆる選択肢の中から、おそらく秋子がもっとも食いついてくるであろうネタを──父さんと母さんのことなんて、一瞬で頭の中からすっ飛んでしまうような情報を、今日この場で提供することにしたのだった。

　なぜならそれこそが、誰よりも大切な妹の心を安あん堵どさせることこそが、僕にとってありとあらゆることに優先するから。

「……ねえ秋子」

「はいっ」

「残念だけど、秋子の予想は外れてるよ。『禁じられた愛の物語』を書いたのは父さんでもないし母さんでもない。僕だ」

「……はい？」

「僕が新しん藤どう光こう一いち郎ろうなんだよ。『禁じられた愛の物語』でデビューして、そのあともちょいちょい小説を書いて原稿料をもらって、それを僕らふたりの生活費にしてる。ちなみに担当の編集者は神じん野のさんね？　あの人が海の家のバイトにくっついてきたのは僕の原稿を取り立てるためで、ついでに言うといま僕が目の前で書いてる原稿は『禁じられた愛の物語』の続編なわけだ」

「…………
 」

　今の秋あき子この姿にタイトルをつけるなら、たぶん『青せい天てんの霹へき靂れき』だろうな。目の前にＵＦＯが舞い降りてきて、中から出てきた大量の宇宙人がぴったり息の合ったパフォーマンスで阿あ波わ踊おどりを披ひ露ろうしている時などに、きっとこんな顔をするんじゃないかと思う。

「……えーと」

　秋子が眉み間けんを揉もみほぐしながら、

「いまお兄ちゃんが言ったことは、すべて真実なんでしょうか？　冗談を言ってわたしをからかっているのではなく？」

「うん。まったくの真実。神に誓って間違ってないし、うそ偽りはひとかけらも混じってない」

「…………
 」

「何か感想は？」

「……すいません。ちょっと時間をください」

「うん。好きなだけどうぞ」

　促すと、妹は腕を組んで長考に入った。

　目をつむって首をひねる。

　天井を見上げてうなり声をあげる。

　髪をかきむしりながら頭を振り、悩ましそうに眉間にしわを寄せて、

「待った。ストップ」

　目を見開き、大声をあげようとした妹の口をあわててふさぐ。

「みんな寝てるんだから。自粛して自粛」

「む──っ！　んむむむ──っ!?
 」

「ほらほら落ち着いて。深呼吸、深呼吸。僕に合わせてハイどうぞ。すー、はー。すー、はー。サンはいっ」

「……すー、はー。すー、はー」

　僕に口をふさがれながら、どうにか従ってくれる秋子。

　そのまましばし。

　秋子はかろうじて冷静さを取り戻してくれたようで、声を抑えながら、しかしやはり感情は高ぶったまま、

「あのお兄ちゃん」

「待った。言いたいことはたくさんあるだろうけど、とりあえず待った」

　笑って、

「バラした方の僕が言うのもなんだけど、今のこの場はそういう話をするのにふさわしくないよ。僕らふたりだけの場じゃないし、バイトで疲れ果ててるし、明日もしっかり仕事が残ってるし。くわしい話はいずれ近いうちに、別の機会に、ってことでどうかな」

「そんな！　それはあんまりです！　これまでお兄ちゃんから様々なおあずけを食らってきましたけど、こんなひどいおあずけは未いまだかつて経験したことがありません！」

「まあね、正直僕もそう思う。でも今日のところは僕の言うことを聞いてくれると助かるな。ちょっともう、今日は疲れちゃったからさ。これ以上ヘビーなことをするのはちょっと、ねえ？」

「むうう。お兄ちゃんがそういうコンディションなのでしたら、わたしとしてはぐっと涙をこらえるしかないわけですが……」

「その代わりと言ってはなんだけど。今日は僕のとなりで寝ていいよ」

「えっ!?
 　ほんとですか!?
 」

「こら。声が大きい」

「普段はもちろんのこと、この合宿においても頑かたくなにわたしといっしょに寝るのを拒んでいたお兄ちゃんが!?
 」

「うん。今日は特別にね」

　気の迷い、なのかもしれない。

　冷静に考えれば誤った選択であり、サービス精神なのかもしれない。

　でも、とにかく今日はいろいろあって──たまにはそういうことをしてもいいんじゃないか、って思ったんだ。きっと大人が何だか無性に酒を飲みたくなる時って、こういう時なんじゃないかな。

　ま、他の仲間たちもいっしょに寝てるわけだし。さすがに間違いは起こらないだろうということで、僕はこの判断を自分に許すこととする。

「さて。そうと決まればさっそく寝ようか。ああそれといちおう言っておくけど、僕がとなりにいてもちゃんと大人しく寝るようにね？　でもって紳しん士し淑しゆく女じよとしての振る舞いをきちんと心がけるように」

「分かりました。秋あき子こはいい子なので、お兄ちゃんを困らせることはしません。……ところでお兄ちゃん、約束のことは覚えてます？」

「この夏の間に、一回だけ裸はだかでいっしょに寝てもいい、ってやつ？　もちろん覚えてるよ。秋あき子こがその権利をここで行使したい、っていうなら、その約束は優先されるべきだと思うけど」

「いいえ。秋子は空気を読む子なので、そういうことは言いません。そもそもお兄ちゃんのとなりで寝れるという事実だけで、わたしの心はうきうきしっぱなしですから。それだけでもう、まったくもって十分に満たされています。これ以上のぜいたくを言うつもりはありません」

「そう言ってくれると助かるよ」

　とまあ、そんなわけで。

　僕と秋子はひどく久しぶりに、お互いの布団を並べて眠ることになったのだった。

「うふ。明日以降もずっと、こんな風に寝れたら幸せですねっ」

「今日だけの特別だよ。そうしないと、お前はすぐ調子に乗るんだから」

「むう、お兄ちゃんのいけず。でも今日のわたしは機き嫌げんがいいので、お兄ちゃんのつれなさを笑って許すことができます」

「馬鹿なこと言ってないで早く寝るよ。明日も早いんだから」

「そんなこと言わずにもう少しお話ししましょうよう。ちょっとだけ、ほんのちょっとだけでいいですから」
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「しょうがないな……ていうかお話って、いったい何の話をすればいいの？」

「なんでもいいんですよ。ほんとになんでも。寝る前にお兄ちゃんとこうやってお話をするということ自体が、わたしにとって大変なうきうきシチュエーションなんですから」

「ったく、疲れてるからこうして布団に潜ってるってのに……じゃあそうだな、明日の朝ご飯の話でもしようか。とりあえず味み噌そ汁しるの具が何か当てるところから始めよう」

「そうですねえ。わたしはお豆腐とお揚げに一票いれます」

「甘いな。ここは海に近いから海産物で攻めてくると思うんだよな。たぶん、わかめの味噌汁がいちばん有力だと思う」

「なるほど一理あります。でも海のそばに住んでる人って、海で採とれるものは食べ飽きてる気がするんですよね。なので、やっぱりお豆腐とお揚げの可能性がいちばん高いんじゃないでしょうか」

「いやいや。冴さえ木き家の人たちって、もてなしの心を大事にしてる気がするんだよ。親切そうな人たちだし、そもそも客商売をやってるわけだし。だからきっと、海の家でのバイトをガッツリやる僕たちのために、僕たちがなるべく喜びそうな味噌汁の具を用意してくれると思うわけだ。だから海産物は鉄板だと思うよ。そう、新鮮な貝の味噌汁なんかも可能性としては高いよな」

「いえいえ、やっぱりお豆腐とお揚げですよ。これは鉄板です」

「それってさ、単に秋あき子こが好きな味噌汁の具を挙げてるだけじゃないの？」

「えへ。ばれましたか」

「ま、そもそも和食が出るとは限らないから、こんな話をしてても仕方がないとは思うんだけど」

「いえいえそんなことないでしょう。普通に考えて和食が出てくるのは間違いないです。お夕食も和風のものばかりでしたし、こういう民宿であればそっちの方が自然な流れなはずで──」

　覚えているのはこのあたりまで。

　仲間のみんながすぐそばで眠っている中、小声でやり取りを交わしているうちに、いつの間にか僕は意識を手放していたようである。三大欲求の中でもっとも抗あらがいがたい睡眠欲には、やはり抗する術がなかったのか──まあ、はなから抵抗する気もなかったのだけど。

　いやはや。

　それにしても予想外の展開になってしまったものだ。いずれバレることはあるかもしれないと覚悟はしていたけど、まさか自分から小説のことを秋子に明かしてしまうとは。やむを得ない事情が重なったとはいえ、僕の人生設計に重大な変更を強しいることになるアクシデントである。眠気を押して、締しめ切りを間に合わせるべく執筆を強行していたツケが、まさかまさか、こんな形で表れるなんて。

　もはや是非もなし。バイト一日目にして早くも発生してしまった大波乱に、僕は頭を抱えつつ、まだ始まったばかりの夏休みをいかに乗り切っていくべきか、難しい選択を迫られることになったのだった……。
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　翌日もこれ以上ない、ってくらいの晴天。

　絶好の海水浴日和びより、絶好のバイト日和である。

「ふむ。昨日はよく眠れたようだな？」

　寝不足の身体を引きずって朝食を掻かき込み、生あくびをかみ殺しながら海の家『しらはま』に到着して。監督役である冴さえ木き静しず香か女史が、僕らを見渡しながらハキハキした声で訊きいてきた。

「かなりのハードワークだったはずだが、一晩眠っただけで回復しているのはさすがだな。若さというのはよいものだ」

　などと言いつつ、満足そうに頷うなずいている。

　確かに大したものだと思う。秋あき子こを除けば誰もが相当にヘバっていたはずだけど、会長さんにせよ那な須す原はらさんにせよ銀ぎん兵べ衛えにせよありさにせよ、顔色はすこぶるいい。正直なところ、生あくびをかみ殺しているのは僕ひとりだけだったりする。

「なんにせよ昨日に引き続き、今日も張り切って労働に勤いそしんでもらいたい。お前たちの働きぶりは実に精力的だし、うちの父と母もすこぶる喜んでいる。よってお前たちがアルバイトだけでなく、十分に夏休みを堪たん能のうできるよう、何かと取りはからうつもりだそうだ。むろん『しらはま』の業績が上がれば昇給も現実味を帯びてくる。是非とも気合いを入れて取り組んでくれ。……ところで姫ひめの小路こうじ兄」

　と、冴木先生は僕の方を見て、

「お前は今日、根こんを詰つめて働かなくてもいい。自分のペースを守って、ほどほどに勤しむよう」

「えっ。でも先生」

「でもも何もない。お前の調子がよくないのはひとめ見れば分かる。まあ昨日のお前にはずいぶん働いてもらったからな、反動が出るのは致し方ないところだ。目先のことばかり考えてこき使ったこちらの責任もある」

「いや、でも……」

「でもじゃない。本調子じゃないまま無理をすればミスも出るし、かえって周りの足を引っ張りかねん。そもそもそんな面構えで客の前に出られては辛気くさくてかなわん。他の連中もそれで構わないな？」

　というわけで、今日の僕はスローペースにてアルバイトに勤しむこととなった。

　主に休憩室に詰めて待機し、いよいよもって手の足りない時に限ってホールに出ればいい、とのことである。しかも冴さえ木き先生がこっそり耳打ちしてくれたのだけど、休憩室にパソコンを持ち込んで原稿を書いてもいいらしい。なんだか至れり尽くせりで申し訳ないな、と思うのだけど、「なあに気にするな」と先生は言ってくれて、

「実を言うと、お前に何かと仕事をたくさん任せていたことが薫かおる子こにバレてな。彼女からかなりきついクレームを受けた。今回の処置はそういう意味もある」

「あーなるほど。神じん野のさん、いったんへそを曲げると怖いですもんね」

「まったくだ。彼女がああなると手に負えん。……まあそれを差し引いたとしても、昨日のお前はよく働いてくれた。他の連中も仕事に慣れてきたし、お前が欠けてもどうにか計算は立つ。だから遠慮なく堂々と休め」

　そういうことであれば否いなやはない。

　ありがたく休憩を受け取り、原稿を進めるとしよう。

「ま、確かにいつもの調子じゃなさそうだよなお前さん」

　と、会長さんが僕の肩をぽんぽん叩たたきながら、

「普段からお前さんはよく働いてくれてるし、こういう時こそ助け合いの精神ってやつが必要だ。気兼ねなく養生して、また明日以降に備えてくれや」

「はい。お気き遣づかい感謝します」

「おうよ。……ところでお前さん、なんでさっきからずっとあたしから目を逸そらしてやがんだ？」

「えっ、そうですか？　いえ別にそういうつもりはないんですが」

「そういうつもりはない、つってもよ、現に今だって目が泳いでるし、妙にそわそわしてるし。いかにも挙動不審が過ぎるってもんだろが。ん？」

「わたくしも同じことを思っていたわ」

　那な須す原はらさんが会長さんのあとを継いで、

「そもそも朝起きた時からあっきーは上の空で、心ここにあらずという感じだったのよ。朝食の最中もひとことも会話を交わさないし、話を振っても乗ってこないし。きっと体調が悪いのだろうと思っていたけれど、どうやらそれだけではないみたいね」

　すると銀ぎん兵べ衛えとありさも「……僕もそう思っていた」「ありさも同じくです」と追つい随ずいし、なにやら心配げな目をそろって向けてくる。

　うん。

　みんなよく僕を見てくれているね。その点は素直にうれしいよ。

　いやでも話せないって。昨日の夜に連続して見た、きわどい内容の夢の数々が原因で、みんなの顔をまともに見られない──なんてこと、いったい誰が話せる？　むしろ心のいちばん奥に二重三重の鍵をかけて封印しておくべき、黒歴史とさえ言ってもいいヤバい記憶だろうに。

「というわけで姫ひめの小路こうじ秋あき人と。吐け」

「吐けって。何をですか」

「とぼけるんじゃねえよ。何があったかは知らねえが、何かがあったのはバレバレなんだからよ。大人しくしゃべっちまった方が身のためだぜ？」

「いえいえ何を言ってるんですか。何もないですって。いや本当に」

「そうは問屋が卸おろさねえぜ姫小路秋人。お前さんってやつは、愛想はいいがポーカーフェイスが上う手まいからな。ここまであからさまにボロを出すのは珍しいし、こういう時こそいろいろ洗いざらいしゃべってもらわねえと」

「あはは……勘かん弁べんしてくださいホント」

「でもって姫小路秋人も気にはなるんだが」

　と言って視線の先を変え、秋あき子この方を見る。

「なあおい姫小路秋子」

「はい。なんでしょう」

「どうにもさっきからお前さんの様子もおかしかねえか？　ずっと機き嫌げんよさそうにニヤニヤしやがって」

「むふ。そうですか？」

「そうですかじゃねえよ。お前さん、生まれて初めてバットとグローブを買ってもらった野球少年みたいなテンションじゃねえか。それも朝からずっと。いったい何があったってんだ？」

「さあて、どうでしょうねえ。きっと生徒会長には想像もつかない、とても素敵なことがあったんじゃないでしょうか。むふふ」

「……ほんとに機嫌よさそうだなオイ」

　会長さんは嫌そうな顔で、

「姫小路秋人と再会できると聞いた時に匹敵する浮かれっぷりだぜ。お前さんの脳内が年中お花畑なのは今に始まったことじゃねえけどよ」

「むふ、何を言われても今のわたしは無敵状態ですのでびくともしませんよ？　まあひとつだけヒントを出すとすれば、わたしとお兄ちゃんが誰よりも深い絆きずなで繋つながった間柄がらだ、ということが証明されたとだけ言っておきましょうか。むふふ」

「こら秋子。余計なことを言わない」

「あ、ごめんなさいお兄ちゃん。これはわたしとお兄ちゃんだけの秘密でしたね。秋あき子こうっかりしてました。えへっ♪」

　秋子の奇態に『うぜえ……』という顔を隠そうともしない会長さんだったけど「まあいいや」と切り替えて、

「ともあれ今日は何かと忙しくなるだろう。姫ひめの小路こうじ秋あき人とが抜けた穴はあたしらでどうにかカバーして、店の経営に差し支えないように努力するとしようや」

「すいません。恩に着ます」

「なあに。こういう時こそ持ちつ持たれつ、ってやつよ。気にすんな。ところで調子が悪いと言えば」

　会長さんはちょっと目を泳がせて、

「他にもひとり、妙に様子のおかしなやつがいるみてえだが……まあいいや。あんまり追及するのも無ぶ粋すいってもんだろうしよ」

「……？」

「いやいい。忘れておくんな。ともかく今日のところはあたしらに任せて、お前さんは昼寝でも何でもしててくれや。忙しくなってもなるべくお前さんの手を煩わずらわせないよう、こっちで何とかするからよ」





　というわけで。

　みんなの好意により、僕は半休をもらえることになった。

　正直かなりありがたい展開である。仮眠を取って気力と体力を充実させるのもよし、すぐに原稿に取りかかるのもよし。なんにせよおかげさまで、どんな形でもアドバンテージを取ることはできるだろう。いやはや、持つべきは仲間だよなあ。

　さてこの貴重な時間、どう使うべきか。

「ふーむ……」

　少しだけ考えて、僕はさっそく原稿に取りかかることにした。

　せっかくみんなが僕の仕事を肩代わりして休むことを勧めてくれてるんだから、大人しくしておくのが筋かもしれないけど。でも申し訳ない、ここは個人的な労働に充あてさせてください。端くれとはいえプロなんだし、締しめ切りのヤバい状況でおちおち休んでなんかいられないのだ。

　ただまあ、昨日みたいにたびたび意識が飛ぶようなパターンは避けたいところだけど……まあ大丈夫だろう。やや不足気味とはいえ、睡眠はちゃんと取ってるしね。少なくとも昨夜みたいに秋子に原稿を読まれる的なヘマはしない。と信じたい。

　さて、そうと決まったからには善は急げ。

　さっそくノートパソコンを起動し、執筆に取りかかる。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況のなせる業わざだろうか。今日はキーボードを叩たたく手の動きもやたらと軽く、原稿がよく進む。気の利きいたセンテンスが次々と思い浮かぶし、プロットもあとからあとからいろんな展開を思いついて、逆に選択肢に困ってしまうほど。

　時間を忘れ、僕は執筆に没頭した。

　が、大して多くもない経験則からいってもそうなんだけど、こういうテンションはそれほど長くは続かない。シューティングゲームの無敵状態みたいなもので、短い時間を駆く使しして暴れ回り、少しでも多くのスコアを稼かせぐのが、こういうシチュエーションにおける正解である。

　事実、限界はすぐに訪れた。

　一時間か二時間ほど仕事をした後。もとより多くもなかった体力の貯金を使い果たし、ひどい睡魔がひっきりなしに襲ってくる。

　ここで無理をすれば昨夜の二の舞になるだろう。僕は粛しゆく々しゆくとモニターを閉じ、畳の床に寝転がって仮眠に入った。

　ドアをひとつ隔へだてた向こうからは、大勢のお客さんたちの喧けん噪そうと、それに負けじと声を張り上げる仲間たちの声が聞こえてくる。みんなの力になれないことを心苦しく思いながらも、ひどく頼りになる仲間たちへの感謝も芽め生ばえてくる。

　みんなごめんよ。

　でもこうして耳をそばだてている限りじゃ、何も心配いらない感じだよな。ホールもキッチンもしっかり回っている雰囲気がひしひし伝わってくる。さすがはエリートぞろいの学生寮の面々、慣れない仕事でも一日あればそれなりにこなしてしまうんだな。あの五人のチームとしての底力には、ほんと脱帽させられる。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　それにしても弱ったな。

　僕が書いてる小説の件。いったいどんな形で秋あき子こに話そうか？

　墓場まで持っていく秘密のつもりだったし、ましてあんな状況で突発的に明かしてしまうなんてことは想定してなかったんだけど。はてさて、どんなやり方で対処していくのが理想的なんだろう？　まあ秋子はあれで意外に空気を読むやつだから、無茶なことは言い出さないだろうと思うけどね。せいぜいさっきみたいに、僕との特別な関係をほのめかして悦に入るぐらいが関の山でさ。いやでも、なにせあいつは新しん藤どう光こう一いち郎ろうと『禁じられた愛の物語』の大ファンだからなあ。作品の内容に口を出してくるぐらいのことはありえるかもだよな。たとえばもっと秋あき菜なの出番を増やせだとか、秋菜以外のヒロインの出番を削除しろだとか。サインがほしい、ぐらいのお願いだったらいくらでも聞いてやれるんだけど、ストーリーにまで絡んでこられるとちょっと……。あ、そういえば会長さんが妙なこと言ってたよな。僕と秋あき子この他にも様子のおかしな仲間がいる、とかなんとか。あれはいったい誰のことだったんだろう？　自分のことでテンパりすぎてて、そこまで気を回す余裕がなかったんだよな……。

「……ん？」

　気配を感じて目を開けた。

　そして目を開けて初めて気づいたけど、僕はいつの間にかすっかり寝入ってしまっていたらしい。

　そばに銀ぎん兵べ衛えがいた。

　畳の上に正座し、じっと僕の顔をのぞき込んでいて、

「！　ご、ごめんっ」

　目の合った銀兵衛があたふたと背中を向けて、

「食事を持ってきたんだ。そろそろお昼だから。お腹なかが空いてるだろうと思って」

「あ。うん。ありがと」

　生あくびをしながら銀兵衛の指した方を見ると、なるほどお盆の上に湯気の立つ食事が置かれている。ごはんに海鮮たっぷりのあら汁、とんかつの卵とじに海草のごま和あえ。すごくおいしそう、だけど、まだちょっと意識が戻りきっていない。

「……あの、秋あき人と」

「ん」あくびをかみ殺しながら、「なに？」

「もし君の寝不足の原因が僕にあるのなら、申し訳ない。君を困らせるつもりはなかった。神に誓って本当だ」

「……？」

「とっ、とりあえず、食事を摂とりたまえ。冷めないうちに。人生の基本は食事にあるからね、まずは食べて、話はそれからだ」

「あ。うん。いただきます」

　目を瞬かせつつ、僕はお盆に向かう。寝起きにすぐ食事っていうテンションじゃないけど、冷めないうちに食事を摂るべきだという主張は理にかなっている。親友の厚意に報いるためにも、ここはちょっと無理してでも食べるべきだろうな、うん。

　箸はしを取って、まずはあら汁から。

　うん。おいしい。ほどよい塩加減のお出だ汁しが胃に染みる。寝起きにもやさしい味だ。

　続いて海草のごま和あえを。

　うん。これも素敵だね。ごまの香ばしさと海草の潮っぽさのバランスが絶妙。

「……？」

　視線に気づいて顔を上げる。

　銀ぎん兵べ衛えがじっとこちらを見ていて、僕と目が合いそうになるとあわてて目をそらす。

　その首筋が、妙に赤い。耳まで真っ赤に染まっている。

　料理の感想を待っている──って感じでもないよな。なんだろ一体？

　気にはしつつも食事を続ける。

　お次はメインディッシュ、とんかつの卵とじ。

　うんすばらしい。揚げたてサクサクのとんかつと半熟卵との絡みが最高。

　さらに追っかけで炊きたての白いご飯をごっそり掻かき込む。うわ、これはたまらないね。全身に精気がみなぎってくるのがハッキリ感じられるよ。

　そして言うまでもないけど、全身に精気がみなぎってくるということは、半ボケの頭も冴さえてくるということである。

　朝日を浴びて霧が晴れるように、ゆっくりと。ピンボケ気味だった意識がクリアになってくる。

　──なんだろ。

　なんか変だな。銀兵衛の様子が。彼女が時おりおかしな様子になるのは今に始まったことじゃないけど、今日はこう、ほんとになんだか様子がおかしい気がする。そもそも今はお昼時のピークタイムのはずで、厨ちゆう房ぼうの主戦力である銀兵衛はこんなところで油を売っている場合じゃないはずで、むしろ僕ですらそろそろバイトに駆り出されてもおかしくないと思うんだけど。

　こっそりとほっぺたをつねってみる。うん確認した。今回は夢オチじゃない。これは間違いなく現実。

「…………
 」

「…………
 」

　黙々と僕は箸を動かす。

　銀兵衛はちらちらと僕の様子をうかがいながら、だけど目が合いそうになるたびにあわてて視線をそらすのを繰り返している。

　沈黙が降り積もる。

　その沈黙が発酵し、化学変化を起こし、百回ぐらいシェイクしたコーラの瓶みたいに内圧が高まり、え、なんだろこの空気、いよいよ変だぞどうみても、銀ぎん兵べ衛えの不可解な態度が僕にまで乗り移って居ても立ってもいられない感じなんだけど一体どうすりゃいいの、と焦あせりはじめて、

「秋あき人と」

「な、なに？」

「君はやはり、胸の大きな女性が好きなのかい？」

　ぶほっ。

　思いっきりごはん噴いた。

「す、すまない秋人」

　銀兵衛はあわてて、

「そういうつもりはなかったんだ。本当はもっと遠回しな表現で訊きこうと思ったし、でもいっそのこと訊かずに黙っておくという選択も十分に検討したのだけど、けっきょく迷った末にもっともストレートな言葉で訊いてしまったんだ。どうか許してほしい」

「げほっ、ごほっ……ああいや、うん。いいんだよ。気にしなくて。でもさ、なんでまたそんなことを僕に訊くの？」

　まったく脈絡がない上に、銀兵衛らしからぬ発言である。基本的にお堅い性格であり、むしろ暴走しがちな学生寮の連中にブレーキをかける側の彼女の口から出た発言とはとても思えないのだけど、

「なぜって──」

　ちらり、とこちらの様子をうかがおうとして、だけど目が合いそうになってあわてて視線をそらしながら、

「なぜってそれは、君から反応らしい反応を得られなかったから……もちろん僕は、自分の身体に女性的な魅力が欠けていることを自覚してはいるけれど、それでもやはり、ほんの少しではあるにせよ、忸じく怩じたるものを覚えないわけにはいかないんだよ。どうかその点を考慮してもらって、ぶしつけな問いかけを許してほしい」

「ああいや。気にしなくていいよ。いやほんとに」

　大おお嘘うそだけど、とりあえずそう言っておく。

　ていうか。

　重ね重ねにもやっぱり変じゃない？

　どうも銀兵衛の言ってることが僕の頭にしっくり入ってこないというか、情報に食い違いがあるというか。お互いに別々の前提で話を進めてる気がするというか。同じ道を歩いてはいるけど、片方は歩道を、片方は車道を歩いてる感じというか。

　昨日の昼のうちは、銀ぎん兵べ衛えの様子に変化はなかった。

　夜、寝る前も特に変わった様子はなかったはず。

　朝、目覚めてからは──そう、そのあたりだ。今にして思うと、彼女の様子はそのころからぎこちなかった気がする。

　てことは必然的に、就寝中の夜中に何かが起きた、ということになるんだけど。

「それで秋あき人と。実際のところどうなのだろう」

「どう、ってのは？」

「決まっているじゃないか。つまりその……」

　もじもじする銀兵衛。

　その視線は自らの平らな胸もとに落ち、ひどくしょんぼりした表情をしている。

　僕の中に、とある仮説が芽め生ばえつつある。

　その仮説をもとにして、僕は銀兵衛への回答を口にすることにした。

　にっこり笑いながら、

「だいじょうぶ。意外とあったよ。銀兵衛の胸」

「そ、そうかい？　いや、それならいいんだ、君がそう言ってくれるなら。僕のサイズは明らかに平均よりも控ひかえめだけど、問題なのは秋人がどう思うかだけだからね。うん、それならいいんだ、うん」

　てれてれしながら嬉うれしがる銀兵衛を、僕はにっこり笑いながら見る。

　もちろんにっこり笑いはフェイクだ。内心では心臓がばくばくいっている。抑えようと思っても変な汗があとからあとから滲にじんでくる。

　なんてこった。

　秋子だけじゃなかったのか
 。

「ずっと考えていたんだ」

　てれてれと、もじもじと。ほっぺたを赤くし、右手の指と左手の指を絡めながら。銀兵衛は言う。

「君と出会ってからもう六年。そろそろ君との関係を、これまでとはもう少しちがったものにしてもいいんじゃないか、って。まあ、あれだけのことをしてしまうと、変わらざるを得ない、という気はするけどね。だってそうだろう？」

　恥ずかしげに、だけど何か吹っ切れたような清すが々すがしい笑みで。

　長年の親友は、僕の脈拍をさっきとは別の意味で速めながら、言った。





「裸はだかでいっしょに寝る、などという体験は、普通の男と女の関係ではとてもできないよ。ねえそうだろう秋あき人と？」

[image: ]







あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の七巻をお届けいたします。





　というわけでアニメ放映がいよいよ始まります！

　一年近く前からスタートした企画がいよいよ実を結ぶ時が来ました。あとがきを書いている時点ではまだ、第一話の完成バージョンは手元にありませんが、アフレコを見学させてもらった感触としてはかなり出来の良いものになりそうな予感……！　みなさまぜひとも大いに期待していただければと思います！





　ちなみにこの七巻については、通常版とドラマＣＤつき特装版の２バージョンが用意されていまして、こちらの脚本は鈴木が担当させていただきました。

　手て前まえ味み噌そで恐縮ですが、こちらもテンポの良い、非常に完成度の高いものに仕上がったと思います。特に秋あき人と役の逢おう坂さかさんによるとあるセリフは、音響監督さんをはじめスタッフ一同の爆笑を誘った熱演であり、必聴モノです。みなさまぜひ、一生のうちに一度は耳にしてくださいませ。それだけの価値は必ずありますので！





　さて、ここでひとつお詫わびさせてください。

　この七巻のピンナップは、『おにあい』に登場する女性キャラたちの水着姿を披ひ露ろうする、というコンセプトで作られているのですが。ひとりだけ出番のなかったキャラがいます。そう鷹たかノの宮みやありさです。

　彼女のみ水着姿の絵がないというこのミステリー、さては今後の展開を暗示する、深遠なる伏線の一環なのか──と思われる向きもあるやもしれませんが。大変申し訳ありません。そんな思おも惑わくはこれっぽちもなく、単なる制作側のミステイクです。ありさを出すのを完全に忘れていました。

　僕を始めとするスタッフ一同、ありさの水着姿がないことに、本が完成する直前まで気づかなかったという……こんな初歩的な失敗があるのかと、我ながら驚くやら呆あきれるやら。ホント申し訳ない。スマンありさ。

　今後は特典などでありさの出番を増やしつつ、あわよくば彼女の水着姿を出せたらいいなと思います。よろしくお願い致します。というか、ありさに関しては六巻のあとがきでも似たようなことがありましたね……そういう星の下に生まれているのかしら。





　以上、駆け足となりましたが、七巻のあとがきでした。

　願わくばまた、翌月発売の八巻でお目にかかれることを祈りつつ。






２０１２年吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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